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騎西町

修理山遺躊

ファミリータウン藤の里宅地造成事業関係
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序

騎西町は埼玉県の東北部にあたり、自然環境に恵ま

れた豊かな田園地帯て‘ありますが、近年都市近郊の住

宅地域として、自然と調和をとりつつ整備が進んてお

ります。

埼玉県住宅供給公杜ては、県域ての住居跡環境整備

を図るため、県内各地て‘宅地造成を進めておりますが、

この地て計画された修理山団地造成事業もこの一環と

して進められ、地域活性化の一翼を担うものと期待さ

れております。

今回の住宅団地予定地ては、当地の現地調査の調森

の結果、埋蔵文化財が確認され、その取り扱いについ

て、関係機関と協議が重ねられてまいりました。その

結果、当事業団が発掘調査を実施し、記録保存の措置

を講ずることになりました。

住宅造成が計画された騎西町の歴史は古く、中惟の

武蔵武士の一つ私市党の発祥の地として広く知られた

地て‘あります。戦国時代の城てある騎西城もあり、町

教育委員会の発掘調査により、城の様子も徐々に明ら

かになりつつあります。また、従来知られていなかっ

た原始。古代の遺跡も発見され、町の歴史を大きくさ

かのぼれることが明らかになってまいりました。

今回対象となりました修理山遺跡の発掘調査て‘‘は、

縄文時代早期から中・近憔に至るまての多くの遺構・

遺物が発見されております。特に、今回の調査て‘明ら

かになった縄文時代早期の遺構や遺物の発見は、この

地が早くから人々の生活の舞台として適地てあったこ

とを示しております。また、縄文時代中期・後期の遺

構遺物とも埼玉県東部地区ては最もまとまった基準と

なる資料といえましょう。

さらに、鎌倉叫刊t以降、中椎全般に及ぶ資料も発見

されており、騎西町を中心としたこの地が中世埼王の

中核地の一つてあったことを傍証しております。

これらの成果をまとめた本書が、埋蔵文化財保護の

基礎資料として、また、学術研究や教育・普及の資料

として広く活用していただければ幸いて‘‘す。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、発掘調

査から本書の刊行に至るまて‘御指導、御協力いただき

ました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をはじめ、

埼玉県住宅供給公社、騎西町教育委員会、並びに地元

関係各位に対しまして厚くお礼申し上げます。

平成7年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 荒井桂



例

1.本書は、埼玉県北埼玉郡騎西町大字騎西字修理山

91矯地他に所在する修理山遺跡の発掘調査報告

書てある。

文化庁の指示通知は、平成3年6月7日付委保第5の

370号、平成3年7月8B付委保第5の876号、平成4年

6月10日付委保第5の645号てある。遺跡名の略号

は、 SRYMて‘ある。

2。発掘調査は、 ファミリータウン藤の里宅地造成事

業に伴うものてあり、埼玉県教育局生涯部文化財

保護課が調整し、埼玉県住宅供給公社の委託によ

り、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施

した。

3.発掘調査は、平成2年度（平成3年2月1B～平成3年

3月30B)を剣持和夫・村田章人が担当し、平成3年

度（平成3年4月1日～平成3年8月31B)を利根川章

彦・村田章人が担当し、平成4年度（平成4年4月1B

～平成4年11月30日）を西日正純（平成4年4月1日

～平成4年9月30日）・細田

～平成4年11月 30B)• 吉田

た。

勝（平成4年10月1日

稔が担当し、実施し

言

4.遺跡の基準点測量および航空写真測量は、

空写真株式会社に委託した。また土器展開写真は

小川忠博氏に委託した。

5.本書の執筆は、

田が担当した。また、中・近惟陶磁器の鑑定は、浅

野晴樹が行なった。

図版作成、写真撮影は、下記の者が行なった。

図版作成

発掘調査写真撮影

遺物写真撮影

島村範久

会

I-1を文化財保護課が、他を吉

吉田

利根川章彦釧持和夫

細田

吉田

吉田

島村英之 坂本征男

シン航

稔

勝

稔

稔

西口正純

村田章人

6.本書の編集は、資料部資料整理第一課の吉田が行

なった。

7.本書にかかる資料は、平成研ミ度以降埼玉県立埋蔵

文化財センターが管理・1果管する。

8.本書の作成にあたり下記の方々から御教示、御協

力を賜わった。

騎西町教育委員

整理作業は、吉田 稔が担当し、平成炉F7月1日か

ら平成7年3月31Hまて‘実施した。なお、発掘調

査、整理作業の組織は、第I章に示した。



凡例

1. X. yによる座標表示は、国家標準直角座標第IX

系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を表

す。

2.挿図の縮尺は、遺跡全測図1/800、住居跡1/60、炉

跡1/30、方形周溝墓1/160、土壊1/60、溝1/100、

溝断面図1/50、縄文土器実測図1/5、縄文土器展

開図1/10、縄文土器拓影図1/3、土師器・陶器・磁

器実測図1/4、石器実測図1/3、小型石器・土製品

実測図1/2、古銭拓影図1/1とした。

3.全測図等に示す遺構表記の略号は、以下のとおり

てある。 SJ…竪穴式住居跡、 SR…方形周溝墓、

SK…土檬、 SD…溝、 SA…柵列

4.遺構図中に示したドットは、遺物の出土位置およ

び接合関係を示し、ナンバーは、遺物実測図のそ

れと一致する。

5.挿図中のスクリントーンは、次のことを表示した。

遺跡全測図中の斜線は、攪乱の範囲を示した。ま

た、網かけは、騎西町教育委員会による発掘調査

区を示した。遺構図中の網かけは、炉跡内の焼土

の範囲を示した。土器拓影図断面の網かけは、繊

絣混入を示した。陶器実測図による網かけは、施

釉の範囲を示した。

6.遺物観察表の凡例は、以下のとおりて‘‘ある。

法量の（）内数値は推定値てあり、単位はcmを示

す。胎土は、土器に含まれる合有鉱物を以下の記

号て‘示した。 A…石英、 B••白色粒子、 C …長石、

D…角閃石、 E…赤色粒子、 F…黒色粒子、 G…

雲母、 H…片岩、 I•••砂粒止色調は、『新版標準土

色帖』（農林省水産技術会議事務局監修1967)に照

らし最も近い色相を記した。彩度や明度は、無視

したためかなり幅のあるものてある。残存率は5%

刻みて表わしたが、破片の場合図て‘‘示した残存部

位に対するものて‘‘、必ずしも全体に占める残存率

を表示していない。

7.巻末に遺跡出土の石器一覧表及び遺構新旧対照表

を掲載した。
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図版46グリッド出土上器（1) グリッド出土土器（2)

図版47グリッド出上土器（3) グリッド出土上器（4)

図版48出士陶磁器（1) 出上陶磁器（2)

図版49出土土製品 出士石器（1)

図版50出土石器（2) 出土石器（3)

図版51出土石器（4) 出土古銭第77図15-3（表） 出

土古銭第86図表ー7（表） 出土古銭第86図表ー

6（表・裏） 第81号土檬出土陶器第62図81-1



I 発掘調査の概要

1。発掘調査に至る経過

埼玉県は、東京都に隣接するという位置的な関係か

ら、人口の増加が続いている。特に県南部への人口集

中が著しく、住宅•土地間題他、交通混雑、環境悪化

などの問題が生じている。

このような問題に対して、本県ては「環境優先•生

活重視」、そして「埼玉の新しい 92（くに）づくり」

を基本理念として、様々な施策を講じているところて‘‘

ある。

住宅•土地問題て，，は、県民が安全て快適な住生活を

営むことがてきるように、計画的な住宅供給の促進を

図るとともに、多様化する県民の住宅需要に対応して

居住・住環境の一層の向上を図るため総合的な対策を

進めている。県教育局生涯学習部文化財保護課ては

このような施策の推進に伴う文化財の1臨隻について、

各事業主体部局等と事前協議をもち、調整を図ってい

る。

県住宅供給公社により騎西町大字騎西地区に計画さ

れた住宅団地建設事業については、平成2年5月11H

付け埼住公企第49号て‘ヽ、埼玉県住宅供給公杜理事長か

ら埼玉県教育委員会教育長あて、事業予定地内におけ

る埋蔵文化財の所在及び取扱いについて照会があった。

事業予定地内には、騎西町No.9遺跡の所在が周知化

されていたが、詳細な範囲、時代、内容、遺構密度等

が不詳てあったため、平成2年6月25B~29日に試掘

調査を実施した。その結果、縄文時代中期の住居跡、

近世の遺物などを検出した。

この調査結果をふまえ、平成2年7月11H付け教文

第173号て‘‘、埼玉県教育委員会教育長から埼玉県住宅

供給公社理事長あて、次の旨回答した。

-1-

1 事業予定地には周知の埋蔵文化財包蔵地（騎西町

No.9遺跡）が所在する。

2 事業計画上、やむを得ず現状を変更する場合は文

化財保護課と協議すること。

その後、埼玉県住宅供給公社と文化財1福隻課と取扱

いなどについて協議を重ねたが、記録保存の措置を講

ずることとなった。

発掘調査については、実施機関て‘ある財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団と埼玉県住宅供給公社、文化

財保護課の三者て‘‘、調斉期間、調査経費等について協

議し、平成3年2月から調査を開始することとした。

文化財保護法57条 3項の規定による発掘通知が平成3

年1月22日付け 3埼住公企第8号て、、埼玉県住宅供給

公社理事長から提出され、 57条 1項の規定による発掘

調査届が、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事

長から平成3年2月4日付け財埋文第787号て‘‘文化庁

長官あて提出された。発掘調査届に対し、文化庁から

平成3年 6月7日付け委保第5の370号て指示通知が

あった。

調査は平成 3、4年度に継続され、これに係る発掘

通知は埼玉県住宅供給公社理事長から平成 3年3月30

日付け 3埼住公企第36-2号て‘‘提出された。また財団法

人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から平成 3年3

月30B付け財埋文第965号及び平成4年3月318付け

財埋文第957号て提出され、文化庁からのそれぞれ平

成3年7月8日付け委保第5の876号、平成4年6月

10日付け委保第5の645号て支持通知があった。

（文化財保護課）



2。発掘調査。報告書刊行事業の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 副部長 梅沢太久夫(H3・4)

(1)発掘調査（平成2~3年度） 第一課長 坂野和信(H2・3)

理事長 荒井修二(H2・3・4) 第四課長 石岡憲雄(H4)

副理事長 早川智明(H2・3。4) 主任調査員 創持和夫(H2)

常務理事 主任調査員 利根川章彦(H3)

兼管理部長 古市芳之(H2) 主任調査員 西日正純(H4)

常務理事 主任調査員 細田勝(H4)

兼管理部長 倉持悦夫(H3・4) 調査員 吉田稔(H4)

理事 調査員 村田章人(H2・3)

兼調査部長 吉川國男(H2) (2)整理事業（平成6年度）

理事 理事長 荒井桂

兼調査部長 栗原文蔵(H3。4) 副理事長 富田真也

管理部 専務理事 栃原嗣雄

管理部長 古市芳之(H2) 常務理事

管理部長 倉持悦夫(H3・4) 兼管理部長 加藤敏昭

疇 松本晋(H2・3) 理事

主査 贄田清(H4) 兼調査部長 小川良祐

庶務課長 高田弘義(H2・3) 管理部

庶務課長 萩原和夫(H4) 管理部長 加藤敏昭

主事 岡野美智子(H2) 庶務課長 及川孝之

主事 長滝美智子(H3) 疇 市川有三

主事 菊池久(H4) 主事 長滝美智子

経理課長 関野栄一(H2・3・4) 主事 菊池久

主任 江田和美(H2・3・4) 専門調査員

主事 本庄朗人(H2) 兼経理課長 関野栄一

主事 斉藤勝秀(H2) 主任 江田和美

主事 長滝美智子(H4) 主事 福田昭美

主事 福田昭美(H3・4) 主事 腰塚雄二

主事 腰塚雄二(H3・4) 資料部

主事 菊池久(H3) 資料部長 塩野博

調査部 資料部副部長

部長 吉川國男(H2) 兼整理第一課長谷井彪

部長 栗原文蔵(H3・4) 主任調査員 吉田稔

副部長 塩野博(H2)
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3.発掘調査◎報告書作成の経過

修理山遺跡の調査は、平成3年2月から平成4年11月ま

て‘‘、一時中断期間をおいて 2ヵ年にわたって実施され

た。調査対象面積は、 12740m'てあった。調査区は、東

西に長い鍵形になり、北側と東側に浅い谷地部が入る。

調査区は、以前水田耕作地として利用されていたため、

調査区内の湧水および流水が多く、排水設備を構じて

謡を実施した。しかし調査全般をとおしては、水害

により苦慮する状態がたびたび生じた。調査は、 3年度

にまたがり、検出された遺構数も多いため、細かい経

過を省略し、調査概要を年度こ、とに記すこととする。

平成2年度の調査は、平成3年2月から開始された。 2

月当初からプレハブ建設工事に入り、これと並行して

調査区中央部の表土除去を開始した。調賓区は、流水

があるため排水構を設けて表土を除去した。2月10Bよ

り、調査区北側に広がる、谷地部の第1次調査を実施

した。 2月末より、調査区中央部約1000面の遺構確認調

査に入り、住居跡・溝等の遺構が確認された。 3月に入

って検出された遺構の精査を実施した。 3月末に本遺

跡の次年度への継続が決定したため、調査区内の遺構

保存処置を行い調査区を閉鎖して調査を終了した。な

お、表土除去面積は、 4000m'てあった。

平成3年度の調査は、 4月9日より開始された。先年度

の調査に引続き遺構の精査を進めた。またこれと並行

して調査区を東西方向に拡張するため、表土の除去が

行われた。発掘調森は、遺構確認、遺構精斉、写真撮

影、測鼠の順て‘‘進められ調査区拡張部分へと移行して

いっ↑ふ調査途中て委託者側との計画変更があり 8月末

に調査区全体の航空測量を実施し、8月31日まて‘‘にプレ

ハブ等を撤去して調査を終了した。調査面積は先年度

分を含めて7800mてあった。また、調査した遺構は、

住居跡9軒、上墟186基、溝28条てあった。

平成4年度の調査は、用地未買収て‘計画変更になった

部分のうち3700m'を対象として調資を行った。調査区

は、調査区中央東よりの一画及び北側の半島状の部分

てあった。 4月よりプレハブの建設工事を行い、これと

並行して調査区内の表土を除去した。表土除去にあた

っては、事前に排水設備を施して実施した。 5月より

遺構の確認調査を中央よりの一画から行い遺構精査・

写真撮影・測量へと作業を進めた。 6月に入り北側の調

査区へ移動し調査を行った。 7月24日には、航空測量を

実施した。調査途中て‘委託者側との計画変更があり、

北側調森区に接して調査区西側1240面の調査区拡張と

調査期間の延長が行われた。このため北側調査区を7月

31日に終了して、引続き拡張部分の表土除去を行った。

8月に入り遺構確認を行い1打呂跡・方形周溝墓・溝等の

遺構を確認した。また調査区北側の谷地部分に、縄文

時代後期の遺物包含層が形成されていることが判明し

たのて、、並行して遺物包含層の掘り下げ調査を行った。

9月に入り遺構精査、写真撮影、測鼠へと調査を移行

し、 11月25日に航空測置を行い発掘調査を終了した。

また11月30日まて‘にプレハブ等の撒去を行い全ての調

査を終了した。本年度に検出された遺構は、1:tl呂跡悼f、

方形周溝墓3基、土堀12⑭に溝22条て‘あった。

整理作業は、平成伊F7月1日より開始し、平成7年3月

31日まて実施した。 7月当初から図面整理・遺物接合・

復元を行い、順次遺物実測・拓本。トレースを行った。

11月より写真撮影・版組・割り付けを行い、原稿の執

筆を開始した。 2月に原稿執筆。編集を終了し、印刷製

本に入り校正をへて、 3月31日に報告書を刊行した。
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II 立

修理山遺跡は、埼玉県北埼玉郡騎西町大字騎西字修

理山に所在し、縄文時代早期から近世にまたがる複合

遺跡て‘ある。遺跡は、JR高崎線鴻巣駅から4km北東に、

東武伊勢崎線加須駅から1.4km南西に位置する。

騎西町は、北埼玉郡の南部に位置するが、かつては

郡の西辺に位置する意味の呼び名として、使われてい

た。町の北東は加須市に、西は行田市および川里村に、

南は南埼玉郡菖蒲町および鴻巣市に接する。

遺跡周辺部の地形は、大宮台地から連なる台地が埋

没する地域にあたり、また加須低地の南部に位置する。

周辺地域には、北西から南東へ連なる幾筋もの微高地

とその後背湿地からなり、中川水系に属する見沼代用

水が町の南側を南東流し、北側を新川用水が、東流し

ている。

遺跡の標高は12mて‘‘、北西方向に緩やかに傾斜し、

水田部との比高差はlmてある。遺構は埋没したローム

台地上に立地しているが、遺構の中心部を占める地区

は、以前から一部畑作地として利用されていたことか

ら、微高地状を成していたと考えられる。また、近年

の中川水系総合調査の分析結果から、本遺跡の中心と

なる縄文時代のローム台地の埋没化は、縄文時代後期

から晩期に開始されたことが明らかとなった。よって、

本遺跡周辺の環境も起伏に富んだ地形を成し、現在の

大宮台地南部の様相を呈していたと推察される。この

ことは、調査区北側に広がる谷地部に形成された、縄

文時代後期（堀之内式期）の遺物包含層の、泥炭状堆積

によって検証される。

本遺跡から検出された遺構・遺物は、縄文時代早期

から始まるが、縄文時代早期の遺跡は、私市城発掘調

査の際に出土した遺物を除き、県内北東部には所在し

ない。最も近い遺跡て‘‘は、川里村赤城遺跡の他に鴻巣

市内の台地部に認められる。これは埋没ローム台地の

第1図 埼玉県の地形区分
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第2図 修理山遺跡と周辺の遺跡

1000 m 1000 

1 戸崎城跡 2 多賀谷氏館跡 3道智代館跡 4 ．足利持氏。春王・安王供養塔 5 ．龍興寺の青石塔婆 6 保寧寺中世~

7上崎旧石器時代遺跡8．下崎古墳時代遺跡9上崎・下崎古墳時代遺跡 10中郷遺跡 11．修理山遺跡 12萩原遺跡

13騎西城跡 14騎西城武家屋敷跡 15弁天塚のモッコク 16三番遺跡 17．種垂遺跡 18五番遺跡 19物見塚古墳

20.笠原古墳群21菖蒲城跡22夫婦塚古墳23禿塚古墳24小沼耕地遺跡25礼波遺跡26西堀遺跡
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調査が少ないためて、、将来この地域における遺跡の発

見に期待される。縄文時代中期の遺跡は、川里村赤城

遺跡が埋没ローム台地上に立地し、鴻巣市赤台遺跡、

北本市上手遺跡など大宮台地上に多く分布している。

また、加須市礼波遺跡(25)から阿玉台式土器が出土し、

これら埋没ローム台地上に潜在的に遺跡が存在してい

る状況を窺い知ることがて‘‘きる。縄文時代後期には、

川里村赤城遺跡、鴻巣市中三谷遺跡などがあり、 いず

れも内湾する台地縁辺部傾斜面に弧状に集落力哺多成さ

れている。本遺跡も谷地部に向かう傾斜面に1打呂跡が

検出され、谷地部の地形からみて、同様の集落形態を

形成すると考えられる。本遺跡ては、縄文時代晩期の

遺物は、大洞C式士器破片1点が採取されたにすぎない。

しかし周辺部ては、川里村赤城遺跡を始めとし羽生

市発戸遺跡、菖蒲町地獄田遺跡、桶川市後谷遺跡、大宮

市寿能泥炭層遺跡、岩槻市裏慈恩寺遺跡、真福寺遺跡、

田端前遺跡など、中川水系に面した埋没ローム台地

を含む、台地末端部の沖積低地との変換部に立地する

傾向が窺える。

これとは反対に弥生時代中期まての遺跡は、周辺地

域には見当たらず、岡部町四十坂遺跡、深谷市上敷面

遺跡、熊谷市横間栗遺跡、行田市池上・小敷田遺跡な

どの県北部及び東松山市周辺部、大宮台地南部などの

荒川水系地域に多くの遺跡が分布している。これは、

当時の生産基盤となる水田耕作地に適した後背湿地及

び谷地部が形成されず、河川の氾濫の多い地域て‘あっ

た可能性も考えられるが、周辺地域にも当該期の遺跡

の発見ヵ瑣Jj待される。この状況は、弥生時代後期にい

たっても認められるが、菖蒲町西堀遺跡(26)ては、前

野町式の土器が出土している他、同期の遺跡は鴻巣市

域などの大宮台地上に分布している。

古墳時代前期に入ると本遺跡周辺部て‘‘も遺跡が増加

してくる。本遺跡からは、前期（五領式期）の方形周溝

墓が検出されており、周辺部に集落跡が存在する可能

性が高い。また小沼耕地遺跡(24)ては、同期の方形周

溝墓5基と住居跡1軒が検出されている。このうち方形

周溝墓の方台部からは、 4本の方形配置となると考えら

れる柱穴が検出され上屋構造が想定されている。この

他周辺部ては、行田市鴻地 e武良内・高畑遺跡が方形

周溝墓を伴う集落遺跡として発掘調査されている。古

墳時代後期には、上記の小沼耕地遺跡て‘帆立貝式古墳

が検出された他、加須市及び羽生市て埋没古墳力憚謡忍

されている。隣接する鴻巣市て‘‘は、笠原古墳群(20)及

び埴輪窯跡を伴う生出塚古墳、新届敷遺跡、集落跡と

して中三谷遺跡が所在する。また、北西には辛亥銘手

鉄剣を出土したことて知られる、埼玉古墳群がある。

古墳時代後期から奈良•平安時代にかけての集落は、

近年の国道17号深谷バイパス発掘調査及び上武国道発

掘調査の事例から、自然堤防部に立地することが判明

し、加須市加架遺跡などと同様に、本遺跡周辺部の自

然堤防上に、集落跡が検出される可能性がある。

古代末に入ると武蔵七党の一つて‘ある私市党の発祥

の地として、歴史上に登場してくる。以降周辺部には、

多くの館跡が築かれ現在も一部遺構として残っている

ものもある。また、小沼耕地遺跡のように発掘調査に

よって本来の種足館跡より一時代古い遺構が検出され

たところもある。なかても近年騎西町教育委員会によ

って調沓が進められている私市城（騎西城）の調査は、

注目されている。発掘調査は昭和55年に開始され、多

くの遺構・遺物が出土している。特に二重に廻る障子

堀は、全国ても最大級のものてある。また、歴史上か

らも戦国時代における上杉氏と北条氏との攻防の地と

して登場し、これら発掘調査によって得られた資料は、

当時の歴史事情を解明する上てたいへん貴重なものて‘‘

ある。その後私市城は、江戸時代初期に廃城となった

が、町場として栄え現在に至っている。

-6-
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第4図 遺跡全測図
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III 遺躊の概

修理山遺跡は、大宮台地北東部の加須低地に移行す

る埋没台地上に位置する。遺跡は、東方向に開日する

支谷の湾入部に位置し、東に南東流する新川用水を臨

む。調森区の標高は、 12mて西側調査区北東側に傾斜

している。周辺低地部との比高差はlmてある。

今回の発掘調資て‘検出された遺構は、縄文時代早期

の炉穴蒻に縄文時代中期の竪穴式住居跡10軒、縄文時

代後期の竪穴式住居跡陣卜、縄文時代の落とし穴遠k

古墳時代前期の方形周溝墓3基、士城276基、中世から

近世にかけての溝49条、柵列1列てあった。

縄文時代早期の炉穴は、 E-5グリッド周辺部にまと

まって検出され、遺構周辺部からは、条痕文系の土器

が出土した。縄文時代中期から後期にかけての住居跡

群は、支谷に沿う様にして弧状に配置していたが、騎

西町教育委員会の発掘調査ては、該期の住居跡が検出

されておらず、凋羊に別れる可能性がある。縄文時代中

期加曽利式に属する第1号1:.EJ因跡からは、炉体上器、埋

甕に伴って一括土器の良好なセットが出土した。また、

第6号住居跡炉跡出土土器と第8号住居跡出土炉体土器

が接合した。縄文時代後期・堀之内式に属する第12居住

居跡て‘‘は、 1700点にのばる遺物が出土し、当該期の良

好なセットを構成していた。この住居跡の北東側斜面

に形成された包含層からは、縄文時代後期・堀之内式期

の遺物が多量に出土した。同期の円形土城には、断面

観察の結果柱穴痕跡と考えられる堆積を示すものがあ

った。縄文時代に属する出土遺物は、深鉢型土器、浅

鉢型土器、注日土器、手捏土器、土製蓋、耳栓、土製

円盤、打製石斧、磨製石斧、石鏃、凹石、磨石、石皿、

などがあった。

古墳時代前期・五領式に属する3基の方形周溝墓は、

いずれも主軸を北西ー南東にとり連接して構築されて

いた。このうち第3号方形周溝墓中央部に、多量の炭化

材を含む長方形の土墟が2基検出され、主体部となる可

能性がある。該期の遺物は、壷、無頸壺、台付甕、用

型士器、 ミニュチュア土器、 7点のみ出土した。

中世から近世にかけての遺構は、土壊、溝、柵列が

検出された。楕円形をした第45号土壊からは、志野の

小皿が出土した。また、長方形をした第66号土墟から

は、蓮弁紋が付いた鉢が出土した。柵列は、第3号溝に

付髄し垣根状に配列していた。第4• 5号溝は、道路側

溝と考えられ、調査区外にある農道と走行が一致して

いた。また第8号溝は、調査区外を流れる用水路に平行

し付随していた柱穴は、護岸用のものてあったと考え

られる。この溝からは、 14世紀代の常滑甕破片が出土

した。第26• 27 • 29号溝は、県道鴻巣・加須線の延長

方向に一致し道路側溝と考えられる。またこれらの溝

は、町教育委員会の発掘調査区内て‘クランク状に曲が

り、第46• 47 • 48号溝に通じていた。第30• 31 • 32号

溝からは、近世の染め付けの皿が多最に出士したこと

から尾敷に関連する機能が考えられる。

第5図遺跡基準土層図

12.som 

I
-
I
I
 

11,50 m 渭

I 暗緑灰色土：耕作土

II 灰 色：粘質土浅間A火山灰を含む

III 黒褐色土：粘質土

IV 黒褐色土：灰白色粘質土を含む

v 賀灰色土：砂質土

VI 灰オリーブ：砂質土遺物包含層

Vil黄褐色土：ソフトローム

VIn 黄褐色土：ローム土
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IV れ

1.住居跡

第1号住居跡（第6図）

L-10グリッドに検出された。この遺跡て‘最も西側

に位置していた。平面フ゜ランは、北西ー南東方向にや

や長い不整円形て‘あった。長径3.70m、短径3.40m、

深さ0.40mてあった。主軸は、炉跡一埋甕間て‘N-12°―

Eて‘あった。床面からは、炉跡、埋甕、柱穴が検出さ

れた。床面は軟弱て‘‘あった。柱穴は、計22本検出され

壁側に沿って一周していた。この内P-9、P-12は、

出入口部に関連する柱穴と考えられる。深さは、いず

れも30cmて‘‘円形て‘‘あった。壁はやや斜めに立ち上が

り、壁溝は確認されなかった。炉跡は中央に位置し、

土器埋設炉て‘‘、第7図1の深鉢形土器胴部が埋設されて

いた。堀り方は、直径45cm、深さ25cmの円形て‘‘あっ

た。覆土には、多最の焼土が含まれよく焼けていた。

口，30 ロ
〗

また、覆土中央より第9図7の磨石が出土した。埋甕

は、出入ロピット間に検出された。炉跡に近接してい

るのが特字致て‘ある。直径30cm、深さ23cmの円形の掘り

込みに、第7図7のi紺沐胴下半部がやや斜位に埋設され

ていた。また、覆土には、焼土が認められた。出土し

た遺物は、炉跡埋設土器、埋甕の他、覆土より多最の

遺物が出土し、当該期の住居跡の中て最も多かった。

土器ては、小形の深鉢形土器が多く第7図4のように台

が付く深鉢も認められ、台部だけて他に5点が出土し

た。また、炉跡埋設土器口縁部破片は、住居跡覆土中

から出土した。石器ては、打製石斧、凹石が多く出土

した。

第 6図第 1□ 住ち・ 居跡 ｀ ▲ ＜ ／  9 ，一,_ _,, o/ i,. 。冒 "I,: 》̀-
C》P21 ``―;,. 9.よ・‘`

E: 

Oe● / 

F ゜、一（ F' 

F 11 80 ¢! 
F' 

10 

S 12.30 “ 。I Q CヽlI 
0. ゜ 1m 

SJ 1 
l 暗褐色士：シルト質士ローム粒子（多）

2 黒掲色土：シルト質士ローム粒子（多）炭化物粒子（多）遠物包含屑

3 黒掲色土：ンルト質土ローム土プロック状堆積炭化物（少）

4 黒褐色土：焼土粒子・ローム粒子（多）（炉跡）

5 茶褐色土・粘質土プロック状堆積焼土（多）（炉跡）

6 暗赤褐色土・焼土（多）（埋甕）

7 褐色土：焼土・炭化物（多）（埋痴）

8 褐色土：ローム粒子・焼士粒子（少）（埋饗）

9 赤褐色土：焼土プロック・ロームプロック（多）（埋甕）

10 暗褐色土：撹乱土（埋甕）

゜
2m 
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第1号住居跡出土遺物（第7・8・9図）

第7図1は日縁部が内彎し胴部が括れる小形の平縁深

鉢形土器胴上半部破片て‘‘ある。日縁部無文帯を箆状工

具による、剌突列を伴う沈線により区画する。区画沈

線下に波状沈線文を施文する。波状沈線下は、磨消し

ている。また日縁部区画沈線直下は、地文縄文の施文

方向を換えて羽状にしている。 2は日縁部が内彎し、胴

部が括れ波状日縁を呈する、小形の深鉢形土器胴上半

剖鉦皮片てある。日縁部は強く内彎し、外面をナソ｀リに

より無文化して隆帯を形成し、波項部を突起状に整形

している。文様は断面三角形を呈する、 2本一対の隆帯

により、 4単位の渦巻文を描くと考えられる。図上て‘‘

は、一本隆帯による施文部が認められる。隆帯内は、

ナソ｀リにより磨消されている。地文縄文はRLてヽ 、渦巻

内は充填施文している。 3は炉体土器てあった。覆土中

より同一個体と考えられる日縁部破片が出土し、日縁

部まての復元を行った。器形は日縁部が内彎し、胴部

が括れ、波状日縁を呈する深鉢形土器と考えられる。

文様は、 2本一対の隆帯によって渦巻文を4単位描く。

2本の隆帯内は磨消され、外側は沈線が巡る。日縁波項

部及び胴部区画隆帯と渦巻文下端部の間には、2個の円

孔をもつ隆帯により連結されている。渦巻文は、左巻

3、右巻1と考えられる。胴部区画隆幣下に一部垂下す

る隆帯が認められる。地文は、 RL縦位施文てある。 4

は日縁部が内彎し胴部が括れる、小形の平縁台付深鉢

形士器て‘ある。日縁部に一個の把手が付く。把手外面

には2条の箆描沈線が垂下する。地文は、 L碍罷文て‘胴

部上半は斜位に、下半部は縦位に施文する。 5は口縁

部が内彎し胴部が括れる、波状口縁深鉢形土器胴上半

剖羅皮片てある。日縁部は上下2列の剌突文の下段に一条

の横走沈線を配して区画している。 4単位の波状口縁

部の一箇所に、把手を設けている。文様は沈線により、

波項部に合わせて「J」字状の渦巻文を4単位描いてい

ふ区画文様内は縄文を充埴施文している。 6は日縁部

が内彎し胴部が緩やかに括れる、小波状の深鉢形土器

胴上半部破片て‘‘ある。沈線により口縁部無文帯を区画

し、以下に「W」字状文を描いている。区画沈線内

は、 RL縄文を縦位に施文している。 7は埋甕て‘あった。

底部が窄まる深鉢形土器胴下半部て‘ある。2本の隆帯に

より磨消懸垂文を描いている。隆帯の両側はナソミリを

施している。地文はRL縄文を縦位に施文している。 8

は垂直に立ち上がる平縁の深鉢形土器て‘ある。日縁部

無文帯を輻広の沈線て‘区画し、以下に条線を施文する。

9は日縁部がやや内彎し、直線的に窄まる深鉢形土器て‘‘

ある。日縁部文様帯と胴部文様帯をもつ。口縁部文様

帯は一条の横走する沈線下に連結して、楕円形の区画

文を描いている。胴部文様帯は、輻広の磨消懸垂文を

描いている。地文はRL縄文を縦位に施文している。ま

た、楕円形区画文内は斜位に施文している。 10~13及

び第8図38は台部て‘ある。38には円孔がある。第8図1~5

は平縁深鉢口縁部てある。口縁部無文帯を沈線により

区画し、以下縄文を施文している。 6~10は波状日縁を

呈する深鉢形土器日縁部てある。 7は日縁部無文帯を隆

帯て‘区画し、以下に渦巻文を描く。 11・12は、日縁部無

文帯下に条線を施文する。 13はナソ` リによる2本の隆帯

により渦巻文を描く。 15は沈線により渦巻文を描く。

16・17は、同一個体て‘、「W」字状文下に交互にして、

「A」字状文を描く。 20は一本隆帯による区画文を描

く、深鉢胴部破片てある。 22は2本の幅広の沈線によ

り、「n」字状文を描く。 23~33は懸垂文を施文する深
鉢胴部て‘ある。 35~37は浅鉢ないしは、両耳壺胴部て‘

ある。 39~43は同口縁部と考えられる。 44は両耳壺胴

部て、、隆帯及び沈線て区画文を描く。

第9図1は撥形の打製石斧てある。表面に自然面を残

す。両側辺は調整剥離が密て‘ある。刃部は曲線を呈し、

裏面方向からの剥離により作り出されている。 2は短冊

形の打製石斧て‘ある。表裏面に自然面を残す。側辺は、

やや扶りが入る。刃部は肉厚て‘一部自然面が残る。 3は

分銅形の打製石斧て‘ある。表面に自然面を残す。側辺

の挟り込みは、丁寧に調整している。全体に肉厚て‘‘、

裏面からの成形剥離が著しい。 4~7は凹石て敲石とし

ても使用されている。 9・10は剥片てある。 11は石皿の

破片てある。

- 12 -



第 7図 第 1号住居跡出土遺物(I)
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第10図第 2号住居跡
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” 二，
第2号住居跡（第10図）

J -12グリッドに検出された。第71号土墟を切って

いた。平面フ゜ランは、南北方向にやや長い不整円形て‘

あった。長径3.70m、短径3.25m、深さ0.25mてあっ

た。主軸は、長軸方向て‘N-20'-Eて‘‘あった。床面か

らは、炉跡、柱穴が検出された。柱穴は計4本検出さ

れ、炉跡中央よりに2本、壁側に2本て‘あった。深さ

は、 P-3が37cmてヽ 、他は19cmて不整形て‘あった。壁は

やや斜めに立ち上がり、壁溝は確認されなかった。炉

跡は中央に位置し、土器埋設炉て‘、第14図1のキャリパ

ー形深鉢土器胴部が、日縁部の一部及び胴下半部を欠

いて、埋設されていた。堀り方は、直径60cm、深さ40

cmの不整円形て‘あった。覆上には、少量の焼士が含ま

れていた。

出上した遺物は、炉跡埋設土器の他、覆士より少量

の遺物が出土した。
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1 黒褐色土；シルト質土暗褐色土（多）ローム粒子（多）

2 黒褐色土：シルト質土暗褐色土（少）ローム粒子（多）

3 黒褐色土：シルト質土暗褐色土（多）ローム粒子（多）

4 暗褐色土：シルト質土暗褐色ロームプロックの互層

5 暗褐色土：シルト質土三角堆積

6 黒褐色土：シルト質土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 黒褐色士：粘質土焼土粒子（微）炭化物粒子（微）（炉跡）

10 黒褐色土：シルト質土焼土粒子（少）（炉跡）

11 黒褐色士：シルト質土（炉跡）

0 2m 

第3号住居跡（第11図）

K-13グリッドに検出された。第4号住居跡の東側に

近接していた。平面フ゜ランは、北西ー南東方向にやや

長い不整円形て‘あった。長径5.40m、短径5.20m、深

さ0.10mてあった。主軸は、長軸方向てN-41°-Wて‘‘

あった。床面からは、炉跡、柱穴が検出された。柱穴

は、計4本検出され南東壁側よりに3本、北西壁側より

に 1本てあった。深さは、 P-1•3が20cmてゞ、他は26cm

て不整円形て‘‘あった。壁はやや斜めに立ち上がり、壁

溝は確認されなかった。炉跡は中央に位置し、地床炉

てあった。堀り方は、長径65cm、短径55cm、深さ10cm

の楕円形て‘あった。覆土には、少量の焼士が含まれて

いた。

出土した遺物は少なく、第14図1~5の当該期の土器

の他に6~12の縄文時代早期、条痕文系土器が出士し

た。
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第11図第3号住居跡 ー
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l 黒渇色土：シルト質土プロック状堆積

2 黒渇色土：シルト質土プロック状堆積

3 暗褐色土：（地床炉覆土）
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l 暗褐色土：シルト質土黄褐色土ローム粒子（少）黒褐色粘士プロック（微）

2 暗褐色土：シルト質土ロームプロックの互層
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第13図 第5 • 8号住居跡
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1 暗褐色土：シルト質土
2 暗褐色土：シルト質土ローム粒子斑状堆稜
3 暗褐色土：シルト質土導移層

SJ 8 

4 暗褐色土：シルト質土

5 暗褐色土：シルト質土

6 灰費褐色土：粘質土褐色ローム（少）（炉跡）
7 灰黄褐色土：粘質土ローム土プロック状堆積（炉鯰）
8 褐 色 土：シルト質土焼土粒子（多）（炉跡）
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9 褐色 土：シルト質士焼土粒子（中）（炉跡）
10 褐 色 土：シルト質土焼土粒子（少）（炉跡）
11 暗褐色土・シルト質土プロック状堆積（埋甕）
12 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆穣（埋壷）

゜
2m 

第4号住居跡（第12図）

K-12グリッドに検出された。第7号住居跡を切って

いた。平面プランは、不整円形てあった。長径3.75

m、短径3.20m、深さ0.10mて‘あった。主軸は長軸方

向て‘‘N-40°-Eて‘あった。床面からは、柱穴のみ検出

された。柱穴は、計2本検出され南壁際に1本、北東壁

際に1本て‘‘あった。深さは19cmてヽ 、円形て‘あった。壁は

やや斜めに立ち上がり、壁溝は確認されなかった。

出土した遺物は少なく、第14図1~7の土器破片が出

土した。

第5号住居跡（第13図）

M•N-15グリッドに検出された。第8号住居跡を切

っていた。平面プランは、南北方向にやや長い不整円

形て‘あった。長径3.65m、短径3.25m、深さ0.10mて‘‘

あった。主軸は、長軸方向て‘N-1°-Eてあった。床面

からは、杜がこのみ検出された。柱穴は計15本検出され、

-18 -



中央よりに4本、壁側に11本てあった。深さは、 P-4

が4cm、中央部よりのP-12 • 13 • 14 • 15は、 26cm~35

cm、他は15cm~30cmて‘‘円形て‘あった。壁はやや斜めに

立ち上がり、壁溝は確認されなかった。

出土した遺物は少なく、第14図1・2の遺物が出土し

た。

第2•3•4•5号住居跡出土遣物（第 14図）

第14図2-1は炉体土器て‘あった。底部からやや外傾

して立ち上がり日縁部が内彎する、キャリパー形深鉢

土器胴上半部てある。日唇部にナソ｀リを加えて隆帯を

作り出している。日縁部文様帯は2本の隆帯による、横

位の渦巻文を4単位施文し、渦巻文区画内に隆帯によ

る、紬］立の渦巻文を配置する。横位の渦巻文は、最終

単位部分を省略している。渦巻文下には、 2条の沈線に

よる幅狭の磨消懸垂文と、1条の沈線による蛇行懸垂文

第14図 第2 • 3 • 4 • 5号住居跡出土遺物

が垂下している。地文はRL縄文を縦位に施文してい

る。

3-1・2は深鉢形土器胴部て‘、ナソ｀リによる隆帯て‘区

画文を描いている。 3-3•4は磨消懸垂文を施文してい

る。 3-5は、深鉢形上器胴部無文部破片てある。 3-

6~12は、 1打居跡覆土に流入して出土した縄文時代早期

条痕文系土器て‘‘ある。 3-6は日縁部破片て‘ヽ 、口唇部が

角頭状を呈し、以下に細隆起線が認められる。 3-

7~12は胴部破片て＼斜位または縦位の条痕が施文され

ている。

4-1は隆帯により区画文を描く。 2。3は沈線により磨

消懸垂文を施文する。 4・5は隆帯による横位の区画文を

描く。

5-1は波状口縁の深鉢形上器日縁部て‘ある。断面三

角形を呈する隆帯により日縁部無文帯を区画する。
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第15図第6号住居跡 ．
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SJ 6 

l 暗褐色土：・シルト質土ロームプロック（少）

2 黄褐色土：シルト質土

3 黄褐色土．シルト質士ロームプロック（少）

4 暗掲色土：シルト質土焼土化（炉跡）

5 黒褐色士：シルト質土（埋甕）

6 暗褐色土：シルト質土斑状堆積（埋甕）

7 暗褐色土：シルト質土ロームプロック（少）（埋甕）

゜
2m 

第6号住居跡（第15図）

L•M-15グリッドに検出された。この遺跡て‘‘中央に

位置していた。第123号土墟に切られていた。平面プラ

ンは、南北方向にやや長い不整円形てあった。長径4.

95m、短径4.6m、深さO.lmてあった。主軸は、炉跡一

埋甕間て‘N-10°-Eて‘あった。床面からは、炉跡、埋

甕、柱穴が検出された。柱穴は、計16本検出され、 P-

1 ・4・5・6・ 10・ 11・13・14は、壁側に沿って一周してい

た。また P-2•9は、斜傾のヒ°ットてあった。深さは 21

cmから57cmて‘‘円形てあった。壁は垂直に立ち上がり、

壁溝は確認されなかった。炉跡は中央やや南よりに位

置し、土器片囲い炉て‘‘、第17図1・2・4・5の土器が埋設さ

れていた。堀り方は、長径65cm、短径50cm、深さ15cm

の楕円形て‘あった。覆土には、多量の焼土が含まれよ

く焼けていた。埋甕は、炉跡南側に近接していた。直

径25cm、深さ15cmの円形の掘り込みに、第17図3の深鉢

胴部が埋設されていた。

出土した遺物は、炉跡埋設土器、埋甕の他、覆上よ

り少量の遺物が出土した。また、本跡炉跡出土土器破

片が第8号住居跡炉跡出士土器と接合した。

第7号住居跡（第16図）

J •K-12グリッドに検出された。第4号住居跡に切

られていた。攪乱により住居跡西側を壊されていた。

平面プランは、南北方向にやや長い楕円形と推定され

る。推定長径4.20m、推定短径2.90m、深さ0.10mて

あった。主軸は、長軸方向て‘N-22°-Eて` あった。
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第16図第 7号住居跡
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l 暗褐色土：シルト質土

2 暗褐色土：シルト質士

3 黄褐色土

2m 

床面からは、柱穴のみ検出された。柱穴は計17本検出

され、中央よりに8本、壁側に9本てあった。深さは、

P-11が14cmの他、 21cm~29cmて円形てあった。壁は

やや斜めに立ち上がり、壁溝は確認されなかった。

出土した遺物は少なく、第17図1、第18図1・2の遺物

が出土した。

第6•7号住居跡出土遺物（第 17 • 18図）

第17図6-1は炉体土器て‘あった。口縁部が内彎し胴

部が括れる波状口縁深鉢形土器て‘ある。図は同一個体

と考えられる第18図6-1の日縁部破片をもとに、復元

を行った。口縁部はナソミリによる隆帯を設けて区画し、

波項部はやや突起状を呈すると考えられる。また口縁

部無文帯下に、部分的に横走する沈線が認められる。

胴部文様帯は二段に分かれ、上半部は1本の沈線によ

り、「J」字状を呈する渦巻文が10単位描かれる。下半

部は先端部のやや丸い「A」字状文が描かれる。地文は

RL縄文を縦位に施文し、交互に磨消している。 2は炉

体土器て‘‘あった。胴部がやや膨らみ、口縁部にむかっ

て外傾する深鉢形土器胴部て‘ある。文様は3本の幅広の

沈線による磨消懸垂文を施文している。3は埋甕て‘あっ

た。日縁部が内彎し、胴部が括れる深鉢形土器胴部て‘

ある。全面にRL縄文を斜位に施文している。 4は炉体

て、底部から直線的に立ち上がり日縁部て‘‘内彎する平

縁の深鉢形士器て‘ある。日縁部無文帯を幅広の沈線て‘

区画し、以下に縄文を施文する。地文は0段多条の単節

または、前前段反撚の3段の縄文を斜位に施文してい

る。 5は炉体て、、日縁部が内彎し胴部が括れる、小波状

口縁深鉢形土器てある。口縁部無文帯を剌突列を加え

た沈線により区画し、以下に縄文を施文する。地文は

RL縄文を縦位に施文し、日縁直下は横位に施文して羽

状にしている。第18図6-2は波状口縁て‘2条の沈線によ

り渦巻文を描く。 4は深鉢胴部て‘‘「n」字状文を施文す
る。 6は2条の沈線による渦巻文を描く。

第17図7-1は底部から直線的に立ち上がる深鉢形土

器てある。文様は地文縄文に2条の沈線による区画文及

び懸垂文を描いている。

第8号住居跡（第13図）

M•N-15グリッドに検出された。第5号住居跡を切

っていた。平面プランは、不整円形て‘あった。長径5.

OOm、短径4.80m、深さ0.15mてあった。主軸は、炉

跡一埋甕間て‘N-32°-Eてあった。床面からは、炉

跡、埋甕、柱穴が検出された。柱穴は、計9本検出さ

れ、 P-3•4·6·7·8は壁側に、 P-1・2・5・9は中央より

てあった。深さはP-3が3cmの他、 24cm~33cmて円形

てあった。壁は垂直に立ち上がり、壁溝は確認されな

かった。炉跡は中央やや南東よりに位置し、土器埋設

炉て‘、第20図2の深鉢形土器胴部半周分が埋設されてい

た。堀り方は、長径70cm、短径55cm、深さ25cmの楕円

形てあった。覆土には、多量の焼土が含まれよく焼け

ていた。埋甕は、炉跡南西側に近接していた。直径40

cm、深さ15cmの円形の掘り込みに、第20図1の深鉢胴下

半部がやや偏って埋設されていた。

出土した遺物は、炉跡埋設土器、埋甕の他、覆土よ

り少量の遺物が出土した。また、本跡炉跡出上炉体上

器が第6号住居跡炉跡出土土器破片と接合した。
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第17図 第 6 • 7号住居跡出土遺物(I)
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第18図 第6。7号住居跡出土遺物（2)
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第9号住居跡（第19図）

M•N-16·17グリッドに検出された。攪乱により住

居跡北側を壊されていた。また、東側一部調査区外に

延びていた。平面プランは、東西方向に長い楕円形と

推定される。推定長径7.20m、推定短径5.50m、深さ

0.15mて、この遺跡て最も大形の住居跡て‘あった。主

軸は、長軸方向て‘N-89°-Eて‘‘あった。床面からは、

柱穴のみ検出された。柱穴は計6本検出され、中央より

にまとまっていた。深さは、 P-1・14cm、P-2• 21 

cm、 P-3•20cm、P-4 • 46cm P -5'34cm、 P-6•

6cmて円形て‘あった。壁はやや斜めに立ち上がり、壁溝

は確認されなかった。

出土した遺物は少なく、第20図1~5の遺物が出上し

た。

第8•9号住居跡出土遣物（第20図）

第20図8-1は埋甕て‘あった。口縁部が内彎し、胴部

が括れる深鉢形土器て、、口縁部を欠損していた。全面

に縄文が施文されている。地文は、無節Lて縦位に施

文している。 2は炉体士器て‘あった。口縁部が内彎し、

胴部が僅かに括れる縁深鉢形上器胴部て‘ある。文様は

2段に分かれる。上半部は輻広の沈線により波状文を施

文し、下半部は「n」字状文を波項部よりずらして施
文している。地文はL囮軋文を縦位に施文して、区画外

を丁寧に磨消している。 3は沈線により波状文を描く、

深鉢形土器胴部上半部破片てある。 5はRL縄文を縦位

に施文する、胴部破片て‘‘ある。 5・6は沈線による磨消懸

垂文を施文する、深鉢形土器胴部破片て‘ある。

9-1は、日縁部が内彎し、胴部が括れる深鉢形土器

胴上半部破片て‘ある。文様は沈線により、波状文を描

いている。 2・3・4はi甜沐形土器胴部破片て‘ある。 2は幅

広の沈線により懸垂文を描いている。 3は沈線により磨

消懸垂文を描いている。 4は輻広の沈線とナソミリにより

磨消懸垂文を描いている。 5は浅鉢ないしは、両耳壼の

日縁部破片て‘ある。
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第19図第9号住居跡
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第20図 第8 • 9号住居跡出土遺物
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第21図第10号住居跡
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第10号住居跡（第21図）

H-19グリッドに検出された。第1・2方形周溝墓第

245号土撰に切られていた。平面プランは、円形と推定

される。推定径5.80m、深さ0.05mてあった。主軸

は、不明て‘‘あった。床面からは、柱穴のみ検出された。

柱穴は計18本検出され、 P-1~11が壁よりに、 P-

12~18が中央よりてあった。また、 P-3•74cm、 P-

4 • 57cm、P-13• 40cm、P-14・38cm、P-16• 39 

cm、P-17• 35cmて‘‘他のピットより深く、出入日部ピ

ットに関連する可能性がある。壁は垂直に立ち上がり、

壁溝は確認されなかった。

出土した遺物は少なく、第22図1~24の遺物が出上

した。このうち1・10は、出土状況から第245号土墟出士

遺物の可能性があった。また、 11~22は、 1肘因跡周辺

部からの流入てあると考えられる。

第10号住居跡出土遺物（第22図）

1は底部から直線的に外傾する深鉢形土器て‘ある。

この土器は二次焼成を受けたため底部に亀裂が入り、

また胴部て‘は土器表裏面の剥落が著しい。また同図10

は同一個体の破片て｀あると考えられる。文様は胴部上

半部に限られる。箆状工具により冴犬の横走する沈線を

描き、その下に弧状の沈線を配置する。また弧状沈線

の連結部からは垂下する沈線が認められる。 2~9は本

住居跡に該当する土器て‘ある。 2~5は胴部て‘‘緩やかに

括れ直線的に外傾して日縁部へ移行する、深鉢形土器

口縁部て‘ある。 2は日唇部内面をやや丸く作り出してい

る。文様は沈線により「J」字状の区画文を描くと考

えられる。 3・4は日唇部を角頭状に作り出している。文

様は沈線による区画文を描く。 5は口唇部内面が「く」

字状に屈曲する。 6~9は、胴部破片てある。沈線によ

り「J」字状の区画文を描くと考えられる。区画内は、

無文てある。 11~22は本住居跡覆土に流入して出上し

た士器て‘ある。 11~13は波状口縁を呈する深鉢形土器

日縁部て‘ある。 11。12は横走する沈線により、日縁部無

文帯を区画している。 13は口縁部をナソミリ、肥厚させ

ている。 14は隆帯と沈線により渦巻文を描く深鉢胴部

てある。 15~20は沈線により磨消懸垂文を施文してい

る。 21は縦位の区画沈線間に斜行する沈線を施文す

る。 22はミニチュア土器日縁部破片て‘‘、口唇部が外反

している。
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第22図 第10号住居跡出土遺物
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第11号住居跡（第23図）

I -18グリッドに検出された。住居跡両側を攪乱に

よって壊されていた。平面プランは、南西方向にやや

張り出す円形と推定される。長径5.15m、推定短径4.

30m、深さ0.10mてあった。主軸は、炉跡一埋甕間て‘

N-31°-Eてあった。床面からは、炉跡、埋甕、柱穴

が検出された。柱穴は、計17本検出されP-1・15・16

壁側に沿い主杜穴てあった。 P-4•7·8·9 ・ 12·13は、

出入口部に関連する柱穴と考えられる。また、これに

沿って長方形の浅い上城状の落ち込みが検出された。

各柱穴の深さは、 12cm~38cmて‘円形て‘あった。壁は垂

直に立ち上がり、 U字形の壁溝が検出された。炉跡は

中央に位置し、土器埋設炉て｀あった。第24図1の深鉢形

土器胴部が埋設され、同図2・3・4が外側に補強用に埋設

されていた。堀り方は、長径80cm、短径50cm、深さ30

cmの楕円形て‘あった。覆土には、多量の焼土が含まれ

よく焼けていた。埋甕は、出入ロピット間に炉体土器

より一段低く埋設されていた。炉跡に近接しているの

が特徴てある。直径35cm、深さ30cmの円形の掘り込み

に、第25図1のキャリパー形深鉢が埋設されていた。ま

た、日縁部一部をP-5によって壊されていた。

出土した遺物は、炉跡埋設土器、埋甕の他、 P-18

上に第25図2の深針本土器胴下半部が重なる状態て‘出土し

た。
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第23図第11号住居跡
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警三
第11号住居跡出土遺物（第24・25図）

第24図1は炉体土器て‘あった。底部からやや外反して

立ち上がり口縁部て‘内彎するキャリパー形深鉢土器て‘

ある。日縁部及び胴下半部を欠損する。文様は口縁部

文様帯と胴部文様帯に分かれる。日縁部の文様は輻広

の箆描沈線により、渦巻文を4単位描くと考えられる。

各渦巻文の右端がどのように終局するかは不明て‘ある。

胴部の文様は日縁部文様帯の渦巻部分に対応して、3条

の箆描沈線による幅広の磨消懸垂文を、 4単位描く。ま

たこの間に2条の箆描沈線により同様の磨消懸垂文が描

かれている。各箆描沈線部分にはナゾリが加えられて

いる。地文はRL縄文を縦位に施文し、渦巻文内は沈線

に沿って施文している。 2は炉体土器て‘あった。底部か
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l 暗褐色土；（柱穴）

2 暗黄褐色士：柱痕（柱穴）

3 黄褐色土：掘り方（柱穴）

4 暗褐色土：プロック状堆積（柱穴）

5 暗褐色土：ローム粒子・焼土粒子（少）（炉跡）

6 暗褐色土：焼土粒子・炭化物粒子（中）（炉跡）

7 暗褐色士：ローム土プロック状堆積（炉跡）

8 暗褐色土：焼土プロック状堆積（炉跡）

9 暗褐色土：焼土粒子・炭化物粒子（少）（炉跡）

10 暗褐色土：ローム粒子・焼土粒子（跡）

11 黄褐色土：ロームプロック炉体押え（炉跡）

12 黄褐色土：ローム粒子（多）（炉跡）

13 暗褐色土：埋甍掘り方（埋甕）

14 暗褐色土：炭化物粒子（少）（埋甕）

15 暗褐色土：ローム粒子（埋甕）

16 暗褐色土： （埋甕）

17 暗黄褐色土：ロームプロック（少）（埋甕）

18 暗黄褐色土：ローム粒子（多）（埋甕）

19 暗褐色土：ローム土プロック状堆積赤熱砂質化（埋甕）

20 黄褐色土：ロームプロック（埋甕）

21 暗褐色土：ローム粒子（少）（埋甕）

22 暗褐色土：ロームプロック（埋甕）
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ら垂直に外反し、日縁部て‘‘やや内彎する深鉢形土器と

考えられる。また第25図3・4・7の日縁部及び胴部破片は

同一個体と考えられ、 4単位の波状日縁を呈する。文様

は日縁部文様幣と胴部文様帯に分かれる。各文様は貼

り付けまたはナソ｀リによって、隆帯及び幅広の沈線を

作り出している。口縁部の文様は波項部に渦巻文を描

き、以下に区画文を描く。胴部の文様は垂下する暦消

懸垂文状ならびに、渦巻文状のモチーフが認められる。

地文は、 RL縄文を横位に施文し、一部充填施文が認め

られる。 3は炉体土器て‘あった。日縁部が内彎し、胴部

が括れる深鉢形土器てある。口縁部無文帯を幅広の箆

描沈線て区画し、以下に条線を施文している。 4は炉体

土器て‘あった。底部から胴部にかけて膨らみ、頸部て‘
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第24図 第11号住居跡出土遺物(I)

＼
 

I I 2 / 3 

4
 

O 10cm 
l l l 

- 28 -



屈曲して外反する両耳壺て‘ある。口縁部及び胴下半部

を欠損する。本土器は胴下半部欠損部分が丁寧に面取

りされている。文様は両側にナソ、リが加えられた隆帯

により、渦巻文、楕円文、方形区画文が描かれている。

各区画文内には、 RL縄文が横位に施文されている。

区画文下には縦位の条線文が施文されている。第25図

1は埋甕て‘あった。底部から緩く外反して立ち上がり、

胴部て‘‘屈曲して開き、口縁部て‘内彎する深鉢形土器て‘

ある。口縁部の一部を欠損する。口唇部はやや尖り、

第25図 第11号住居跡出土遺物(2)

内面て‘「<」字に屈曲している。文様は幅広の箆描沈

線にナゾリを加えた2条の沈線により、縦位の渦巻文を

5単位描いている。また渦巻部分以下に対応して「n」
字状文を描いている。渦巻文は右巻3、左巻2て最終単

位部分の「n」字状文は鍵状に連結している。地文は
RL縄文を縦位に施文し、渦巻部分は充填施文してい

る。また日縁部は横位に施文して羽状にしている。 2は

P-18出土土器て‘あった。底部から直線的に外反し

て、胴部て緩やかに括れる深鉢形土器胴下半部て‘‘ある。
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文様は幅広の沈線2条により懸垂線を施文し、縄文帯と

無文帯を交互に描いている。地文はRL縄文を縦位に施

文している。 5は波状口縁を星する深鉢形土器日縁部て‘

ある。日縁部無文帯を隆帯により区画し、ナソ｀リを加

えている。胴部文様は沈線により区画文を描く。6は深

鉢形土器胴部てある。文様は2条の沈線により「n」字
状または、「H」字状文を描くと考えられる。 8は深鉢

形土器胴部て‘ある。 2条の沈線により、磨消懸垂文を描

く。 9は深鉢形土器胴部てある。輻広の沈線2条により

区画文を描く。 10は深鉢形土器胴部てある。沈線によ

り懸垂文を描く。 13・14は両耳壺胴部破片て‘ある。
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第27図 第12号住居跡遺物出土状況
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第12号住居跡（第26・27図）

H • I -22グリッドに検出された。攪乱により住居跡

中央部を壊されていた。第260・261号土堀を埋立てて構

築していた。平面プランは、東西方向にやや長い不整

円形て‘あった。長径5.50m、短径4.90m、深さ0.23m

てあった。主軸は、不明て‘‘あった。床面からは、柱穴

のみ検出された。本1打計跡東側は、地形上緩やかに傾

斜しており、この部分にあたる床面に、粘質土の張り

床が施されていた。柱穴は計32本検出され、住居跡内

南北方向に長い楕円形をして一周する壁柱穴と、中央

部から北東部にまとまる柱穴とに別れていた。また壁

柱穴には、外側に重なる柱穴が検出されたため本1打吾

跡が拡張された可能性がある。壁柱穴は、深さ20cm前

後て＼円形て‘あった。また、 P-32は、深さ12cmて‘‘円

形の皿状を呈し、覆土に炭化物粒子が認められた。こ

の部分研覺乱部にかかるものの炉跡の可能性があった。

壁はやや斜めに立ち上がり、壁溝は確認されなかった。

出土した遺物は、この遺跡て最も多く総点数1700点

てあった。遺物は、床面直上からやや浮いた状態て出

土し、攪乱部分を除いて住居跡全体に渡っていた。特

に住居跡東側には、第29図15及び22の深鉢形土器が潰

れた状態て出土した。

第12号住居跡出土遺物（第28・29・30・3|。32。33図）

1は平縁の深鉢て‘ある。日唇部は「く」字状に内屈す

る。口縁下に紐線文が1条巡る。紐線文上には「8」字

状貼付文が付く。胴部文様帯を2条の横走する沈線て区

画し、内側に1条の沈線て‘‘斜行文を連続して配置してい

る。「8」字状貼付文下に対応して、区画沈線は湾曲し

ている。区画沈線間にはLR縄文が粗雑に充填施文さ

れている。 2は平縁の深鉢て‘‘ある。日唇部は「く」字状

に内屈する。日縁下に紐線文が1条巡る。紐線文上には

「8」字状貼付文が付く。胴部文様帯を2条の横走する

沈線て‘区画し、内側に三角形を組み合わせて配置して

いる。「8」字状貼付文下に三角形の項部は対応してい

ない。区画沈線間にはLR縄文が粗雑に充填施文され

ている。 3は平縁の深鉢て‘ある。 1単位の把手をもつ。

項上部には円孔をもつボタン状貼付文が付く。口唇部

は「＜」字状に内屈する。口縁下に紐線文が1条巡る。

麟改上には「8」字饂付文が付く。胴部文様帯を

2条の横走する沈線て区画し、内側に三角形を組み合わ

せて配置している。「8」字状貼付文下に対応して、三

角形の項上部力哨雌置されている。区画沈線間にはL碍罷

文が密に充填施文されている。 4は平縁の深鉢て‘ある。

1単位の把手をもつ。項上部内面に沈線による同心円文

を描く。口唇部は「く」字状に内屈する。口縁下に紐

線文が2条巡る。胴部文様帯を2条の横走する沈線て区

画し、枠状文を構成する。区画沈線間にはL囮軋文が密

に充填施文されている。 5は胴上半部が張り口縁部が

内彎する、樽形を呈する平縁の深鉢形土器てある。日

唇部は丸く内面に1条の沈線が巡る。口縁下に紐線文が

1条巡る。紐線文直下には、やや崩れた「8」字状貼付

文が付く。胴部文様帯上段を2条の横走する沈線て‘区画

し、以下に沈線て‘三角形を組み合わせて配置している。

「8」字状貼付文下に対応して、区画沈線は湾曲してい

る。区画沈線間にはL囮軋文力哨且雑に充填施文されてい

る。 6は胴上半部て僅かに括れ、日縁部に向かって直

線的に外反する深鉢形土器て‘ある。日唇部は丸みをも

つ。文様は2条の沈線により胴部上半部を区画し、区画

帯に連結して以下に蛇行状のモチーフ及び斜行文を描

いている。またこの2条の沈線は短絡的に切れ、書き直

している部分が認められる。区画沈線内にはLR縄文

ヵ猜暉に却貿施文されている。 7は平縁の深鉢て‘ある。

日唇部はやや尖る。胴部文様帯を半戟竹管による横走

する沈線て区画している。上部区画線に連結して、内

側に同様の沈線2条て‘、「S」字状文を5単位配置してい

る。また「S」字状文が1条て‘‘描かれている部分が認め

られる。器面に縄文は施文されない。 8は平縁の深鉢形

土器胴上半部て‘ある。口唇部はやや丸みをもち、内面

に2条の横走する沈線が巡る。外面は無文て輪積痕が認

められる。本土器は薄手に作られている。 9は平縁の深

鉢形上器胴部て‘ある。文様は2条の細沈線により斜行文

が描かれている。 10は平縁の粗製の深鉢形上器て‘ぁ

る。日唇部はやや尖り口縁部下に2条の細沈線が巡る。
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また胴部には2条の細沈線により斜行文が描かれる。 11

は日縁部が垂直に立ち上がる平縁の深鉢形土器胴上半

部て‘ある。日唇部は丸みをもちやや肉厚て‘ある。日縁

部無文帯を横走する1条の沈線て‘区画している。区画沈

線に連結して、以下に2条の細沈線により、「Y」字状

を呈する斜行文を描く。また斜行文上から短絡的に引

かれる沈線が認められる。器面は箆状工具による粗い

調整が施されている。 12は平縁の深鉢形土器て‘ある。

ロ唇部はやや尖る。胴部文様帯を2条の沈線て‘区画し、

さらに区画内を2条の沈線て縦に区画している。区画内

には、複数の沈線により「＜」字状のモチーフを描い

ている。本土器の沈線は粗雑に引かれ、消されている

部分も認められる。 13は波状口縁を呈する深鉢形上器

てある。口唇部は「く」字状に内屈する。口唇部内面

に1条の沈線が巡る。文様は口縁部無文帯を1条の横走

する沈線て‘区画し、以下に格子目文を描く。地文は粗

く、 L恥縄文を横位に施文している。 14は胴部が括れ日

縁部が垂直に外反する深鉢形上器てある。弱い波状日

縁を呈すると考えられる。日唇部は外削ぎ状を呈して

いる。文様は括れ部に2条の横走する沈線を描き、以上

日縁部まてを無文としている。日唇部からこの横走沈

線まて‘ヽ、箆状工具による押圧列を加えた貼り付け隆帯

が垂下している。第29図15は口縁部上半て‘括れ、日縁

部に向かって直線的に外反する平縁の深鉢形上器て、

底部を欠損していた。日唇部は「く」字状に内屈し、

内面には1条の沈線が巡る。文様は胴上半部に限られ

る。箆描沈線により「Y」字状文を描き以下に対応し

て「n」を描く。このモチーフを7単位施文して、その
間に2~5条の垂下する沈線を配置する。地文はRL縄文

を斜位に施文している。16は乎縁の深鉢形上器て‘‘ある。

ロ唇部はやや尖り肉厚て‘ある。日唇部の一箇所に指頭

による押圧が認められる。 RL縄文を胴部上半部以上

にのみ施文する。 17は平縁の深鉢形土器て‘‘ある。 口唇

部はやや尖り肉厚て‘ある。口縁部を箆状工具により磨

いている。 L恥縄文を胴部上半部以上に部分的に施文す

る。 18は口縁部に向かってやや外反する平縁の深鉢

形土器てある。日唇部は外削ぎ状を呈する。 RL縄文を

胴部上半部以上に部分的に施文する。 19は深鉢形土器

底部て‘‘ある。底部から縦位の箆調整が施されている。

20は胴部が張り、日縁部に向かって垂直に立ち上がる

平縁の粗製深鉢形土器てある。口唇部はやや尖り肉厚

てある。器面は横位の粗い箆調整が施されている。 21

は底部から胴部に向かって外反し口縁部て‘垂直に立ち

上がる、平縁の粗製深鉢形土器て‘ある。日唇部は丸み

をもち外面は箆状工具による磨きが施される。胴上半

部は横住の箆調整、胴下半部は縦位の箆調整が施され

る。 22は日縁部て‘やや強く外反する平縁の深鉢形土器

てある。日唇部はやや尖り薄手てある。外面は箆状工

具による磨きが施される。胴上半部は横位の箆調整、

胴下半部は縦位の箆調整が施される。第30図1~11は紐

線文を巡らす深鉢形土器日縁部て‘ある。 1。2・3は2条

て、 2には2個の円形の剌突をもつ刻文隆帯が連結して

いる。 8・9・10には「8」字状貼付文が付く。 10は胴部

区画沈線下に幾何学文様を描く。 11は波状口縁を呈

し、内文が描かれている。内文は円文に渦巻文を組み

合わせている。胴部文様は三角形のモチーフを構成す

ると考えられる。 12は胴部て括れ口縁部が外反する波

状日縁の鉢型土器てある。波項部に渦巻状の貼付文が

付く。また内面には1条の沈線が巡る。口端部には沈線

が施文されている。また波項部から刻文隆帯が垂下し

ている。 14は平縁の深鉢形上器日縁部て‘ある。日唇部

は「く」字状に内屈する。 2条の沈線により幾何学文を

描く。 15~21は地文縄文に沈線て‘施文する、深鉢形土

器口縁部て‘ある。 16は口縁部を横走沈線て‘区画し、以

下に複数の沈線により菱形文を描く。 17・18は2条の区

画沈線下に渦巻文を描く。 19は櫛歯状工具により三角

形文を描く。 21は細沈線により渦巻文を描く。 22~27

は細沈線によって施文された深鉢口縁部て‘‘ある。 22は

2条の沈線て‘弧状のモチーフを描く。 28~38は縄文のみ

施文された深鉢日縁部て‘ある。 32の日縁部はやや肥厚

している。 37の口唇部は外削ぎ状て、、内面には浅い沈

線が1条巡る。 38の口唇部は尖っている。 39～第31図4

まては無文の袴導形上器て‘ある。 2の口唇部は外削ぎ状

を呈する。 5・6は胴部て‘括れ日縁部が外反する鉢形上器
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第28図 第12号住居跡出土遺物(I)
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第29図 第12号住居跡出土遺物(2)
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てある。 5は波状日縁を呈する。 7・8は浅鉢形土器て‘あ

る。 7は直線的に外反して立ち上がる。口縁部に内文を

もつ。内文は2条の横走する沈線間に細かい刻みHを施

す。また円形状のモチーフが認められる。 8は内彎する

平縁の浅鉢形土器て‘ある。多条沈線により三角形のモ

チーフを描く。 9~11及び13~16は紐線文が施文される

深鉢胴部て‘ある。 9には「8」字状貼付文が付く。 12は

刻み目のない隆帯が付く。 13~16は紐線文下に2条の沈

線により、区画文及び渦巻文が描かれる。区画文内は

縄文が充壌施文されている。 17~34まては沈線により

三角形または菱形の組み合わせによるモチーフが描か

れる深鉢胴部て‘‘ある。 21・22は2条の沈線て‘菱形文を区

画している。区画内は沈線て‘同形に充填し、区画間に

縄文を充填施文している。 23は同様に三角形のモチー

フを描く。 24・25は多条沈線により斜行文を描く。 26は

菱形の区画沈線外に縄文を施文している。 27~33は胴

部区画沈線以上に連結して沈線により三角形文を描く。

36~42は2条の横走する沈線により胴部区画文を描く深

鉢形土器胴部て‘ある。 43は2条の沈線により縦位に区画

し、区画内に幾何学文様を描く。 44及び第32図1は沈

線により枠状文を描く深鉢形土器胴部て‘ある。 2は渦巻

状のモチーフを施文しLR縄文を充填施文する。 3は渦

巻文と三角形文を組み合わせたモチーフを描く。 4は

地文縄文に2条の沈線により蛇行状のモチーフを描く。

5・6は沈線により格子目文を描く。 7・8及び10~13は多

条沈線により文様を描く。 10。11・12は弧線状のモチー

フを描く。 13は矢羽根状のモチーフを描く。 14・15は樽

形を呈する鉢形土器て‘ある。2条の沈線により円文を描

く。 16~22は縄文のみ施文された深鉢形土器胴部てあ

る。 23・24は注日土器て‘ある。 23は胴部の屈曲が強く、

無文て‘T寧に磨かれている。 24は注日部を囲むように

して刻み目の付く複数の沈線が巡る。 25~35は無文の

粗製深鉢形土器て‘‘ある。 25の口唇部は尖っている。第

33図1~10は底部破片てある。 1は箆調整を加えてい

る。 2・3には編み目の細かい網代痕が付く。

第33図11~33は住居跡覆土に流入して出土した土器

てある。 11~16は底部から直線的に立ち上がり日唇部

て屈曲する平縁の深鉢形上器て‘ある。 11には口唇部に

2条の沈線が施文され、以下縄文が施文される。 12は1

条の沈線が施文され、以下縄文が施文される。 13は日

唇部が角頭状を呈し沈線が施文される。 14は凹線下に

櫛歯状工具による条線を施文する。 15は日唇部に刺突

列をもつ2条の沈線を配し以下に沈線による縦位の区画

沈線を施文する。 16は多条沈線により弧状のモチーフ

を描く。 17はやや内傾する日縁部に指頭による押圧を

加え、把手を作り出している。 18は日縁部直下に隆帯

を貼り付けている。 19は隆帯下を条線により施文して

いる。 20~27は沈線により文様を描く深鉢形土器胴部

てある。 23は蕨手文が施文されている。 25は三角形文

内に円文が描かれる。 26は胴部区画沈線以上に、三角

形文を施文している。 27は斜行文に多条沈線て‘充填し

ている。 28は胴部が括れ口縁部が外反する鉢形土器胴

部て‘ある。 29・30は地文縄文に沈線て‘施文する深鉢形土

器胴部て‘ある。 30は複数の沈線て‘三角形文を描いてい

る。31は垂下する沈線に斜行文を施文している。 32・33

は垂下する沈線が施文されている。 34は分銅形を呈す

る打製石斧てある。頭部から胴部にかけて欠損する。

表裏面に自然面を残す。刃部は曲線形て成形剥離は粗

い。 35は石皿の破片て‘ある。
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第31図 第12号住居跡出土遺物(4)
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第33図 第12号住居跡出土遺物（6)
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第34図第13号住居跡
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第35図 第13号住居跡出土遺物

第13号住居跡（第34図）

G•H-21 ・ 22グリッドに検出された。住居跡北西側

を第49号溝によって壊されていた。本住居跡炉跡は、

第231・232号土墟を切って構築されていた。遺構確認て‘‘

は、壁が検出されなかった。また、住居跡東側は、地

形上緩に傾斜しておりこの部分に張り床が認められた。

平面プランは、南北方向に長い楕円形と推定される。

長軸柱穴間9.20m、短軸柱穴間7.10m、て‘‘あった。主

軸は、不明てあった。床面からは、炉跡、柱穴が検出

された。柱穴は、計44本検出され壁柱穴てあった。 P-

1~36・38・39て一周する柱穴と、この南内側に巡るP-

37・40~44とに別れる。また北東部に重なる柱穴配置を

示していたことから、本住居跡の建て替えが行われた

と考えられる。深さは、 11cm~39cmの範囲にあり西側

柱穴は、 30cm前後て深かった。炉跡は中央やや西より

て‘検出され、士器片囲い炉て‘あった。第35図1・2の深鉢

胴上半部半周部分及び日縁部破片が文様を表に向け張

り付けられていた。堀り方は、長径70cm、短径60cm、

深さ30cmの楕円形て‘‘あった。覆土には、多輩の焼土が

含まれよく焼けていた。

出土した遺物は、炉跡埋設土器の他、グリッド出土

遺物に本住居跡に関連する遺物が出土した。

第13号住居跡出土遺物（第35図）

1は炉体土器て‘‘あった。底部から日縁部にかけて直線

的に外反する乎縁の深鉢形土器て‘‘、底部を欠損し、半

O 10cm 
l l l 

周分のみ残存する。日唇部は「＜」字状に内屈する。

日縁部内面に1条の横走する沈線が巡る。文様は2条の

沈線により、胴部文様帯を区画している。日縁部には

撚の細かし寸ぶ縄文を横位に充填施文している。胴部文

様は1条の沈線により枠状文または、長惰円形の区画文

を3段に配置している。区画文は6単位を構成すると考

えられる。長楕円形区画文内には、撚の細かし寸ぶ縄文

が粗雑に充填施文される。胴部区画沈線下には、縦位

の箆調整が施されている。 2は底部から日縁部に向かっ

て直線的に外反する、平縁の深鉢形土器て｀ある。胴部

上半部以上の大型破片て‘‘ある。口唇部は角頭状を呈す

る。文様は縄文のみ施文されている。施文原体はLR

縄文を横位に施文している。器面に輪積痕が認められ

る。本士器は薄手に作られている。
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2. 方形周溝墓

第1号方形周溝墓（第36図）

G•H-18·19グリッドに検出された。本跡南東溝東

側に近接し軸を同じくして、第2号方形周溝墓があっ

た。攪乱により大部分が壊されていた。また、第10号

住居跡を切り、第43号溝に切られていた。区画溝は南

北方向にやや長い隅円方形て‘‘、各溝は連接して一周し

ていた。溝は輻2.0m、深さ1.0mの断面逆台形状て‘、

土層観察の結果、方台部からのローム上を交えた土砂

の流入堆積力碕『しかった。溝底は平坦て‘‘、土壊状の落

ち込みは認められなかった。方台部は、長軸10.7m、

短軸8.6mてあった。主軸は、長軸方向て‘‘N-30°-E

てあった。方台部内は、平坦て‘‘主体部等の埋葬施設は、

確認されなかった。

本方形周溝墓に伴う遺物は少なく、第39図1の無頸壺

破片及び台付甕脚部が東側溝底より出士し、同図2の台

付甕胴部破片が北西コーナーより出土した。また覆土

から縄文時代の遺物が多量に出士した。

第2号方形周溝墓（第37図）

H -19・20グリッドに検出された。本跡南西溝西側に

近接し、軸を同じくして第1号方形周溝墓があった。ま

た北東溝は、第3号方形周溝墓と共有していた。攪乱に

より大部分が壊されていた。また、第10号住居跡を切

って構築していた。区画溝は隅円方形て、、各溝は連接

して一周していたものと考えられる。溝は輻1.2m、深

さ0.2mの断面方形て‘あった。溝底は平坦て‘‘、土城状の

落ち込みは認められなかった。方台部は、推定長軸6.

6m、推定短軸6.4mて‘あった。主軸は、長軸方向て‘‘N-

30"-Eて‘あった。方台部内は、平坦て主体部等の埋葬

施設は、確認されなかった。

本方形周溝墓に伴う遺物は無く、覆土から縄文時代

の遺物が少量出上した。

第36図 第 1 号方形周遭蔓ー：~J
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1 黒褐色土：ローム粒子（多）

2 茶褐色土：ローム粒子（多）プロック（少）

3 黄褐色土：ローム粒子茶褐色土（少）

4 暗茶褐色士：ローム粒子（多）

5 黄褐色土：ロームプロック（徴）

6 暗黄褐色土：ロームプロック（少）ローム粒子（多）

7 暗赤褐色土：ローム粒子（少）ロームプロッケ（微）

8 赤黒色土：ローム粒子（多）鉄分沈着層

9 赤褐色土：ローム粒子（多）

10 黒褐色士：ローム粒子（少）炭化物粒子（微）

11 暗茶褐色土：ローム粒子（多）炭化物粒子（少）

12 暗赤褐色土：ローム粒子（多）炭化物粒子（微）

13 暗黄褐色土：ロームプロック粒径大

14 暗赤褐色土：ローム粒子（多）

15 暗茶褐色士・ローム粒子（少）ロームプロック（微）

16 暗橙褐色土：ローム土・黒色土プロック状堆積
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第37図第2号方形周溝墓
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／ 慧竺
SR2 
1 黒褐色土：炭化物粒子（少）
2 暗褐色土
3 暗黄褐色土：ロームプロック（少） 。
4 黄褐色土：ローム粒子（多）

第3号方形周溝墓（第38図）

F·G•H-19·20·21グリッドに検出された。この遺跡

て検出された3基の方形周溝墓の中て‘、最大規模て‘あっ

た。本跡南西溝は、第2号方形周溝墓と共有していた。

攪乱により南側溝が壊されていた。北西コーナーは調

査区外て‘あった。また、第46・47・48号溝に切られてい

た。区画溝は、南北方向にやや長い隅円方形て‘‘、北東

コーナーに陸橋部が設けられていた。溝は、幅2.lm、

第38図第3号方形周溝墓
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9
 

深さ1.lmの方台部側に一段設平場を設けた、断面逆台

形状てあった。土層観察の結果、方台部からのローム

土を交えた土砂の流入堆積が著しかった。溝底は平坦

て、北側溝中央部に長径2.2m、短径1.2mの浅い土墟

状の落ち込みが検出された。方台部は、長軸11.lm、

短軸9.6mて‘あった。主軸は、長軸方向て‘N-30°-E

てあった。方台部内は、平坦てあった。中央部には主

軸に直交して、第207号土横及び第217号土墟の2基の

長方形をした土墟が検出された。この2基の土横覆土か

らは、ロームブロックを含む一括埋土に伴って、多量

の炭化材が出土したが、当該期に属する遺物は確認さ

れなかった。よって、主体部に関連する埋葬施設て‘あ

るかは、判明しなかった。

本方形周溝墓に伴う遺物は少なく、第39図5の小型無

頸壺破片が南側溝底より出土し、同図6の用型士器破片

が北側溝より出土した。また同図7の器台ミニチュアが

東溝底から出土した。この他、覆土から縄文時代の遺

物が多最に出土した。

＼
 
｀三C 12,10 c・ 

SR 3 

1 灰色土：耕作土

2 緑灰色土：粘質土・火山灰（天明）（少）

3 黒褐色土：炭化物粒子（少）

4 灰褐色土・枯質土焼土粒子・炭化物粒子（少）

5 暗灰褐色士：砂質土炭化物粒子（少）

6 暗灰褐色土：粘質土炭化物粒子（少）鉄分沈着（多）

7 黒褐色土粘質土

8 暗茶褐色土：砂質土ローム粒子（少）鉄分沈着層

9 暗茶褐色土：炭化物粒子・ローム粒子（少）

10 黒褐色土；砂質土炭化物粒子（少）

11 黒褐色士：黒褐色土プロック状堆積

12 暗褐色土 ローム・黒褐色土プロック状堆積

13 暗褐色土：砂質土ローム粒子（少）

14 暗黄褐色土：ロームプロック状堆積
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第39図 方形周溝墓出土遺物(I)□¥¥ 
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第1表 方形周溝墓出土遺物観察表

No. 器種 日径 益ロロ古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 無頸壺（口縁） ABJ B にぶい橙 5％未 SRl 

2 台付甕（胴） ABFH B 橙 10% SRl 

3 台付甕（脚） 10.2 ABJ B 明赤橙 10% SRl 

4 壺（頸） F A にぶい橙 5％未 SR3 赤彩

5 無頸甕（口縁） 3.5 AH A 橙 5％未 SR3 

6 川（胴） AJ A にぶい橙 5% SR3 

7 ミニチュア（器台） 3.4 3.3 3.5 BGI B 灰白 40% SR3 側面穿孔

方形周溝墓出土遺物（第39・40・41図）

第39図1は無頸壺日縁部破片てある。日縁部に粘土

帯を貼り付け、折り返し口縁状に作り出している。成

形は外面に横位のヘラミガキが施されている。 2は胴部

中央部が張る台付甕胴部大型破片てある。器面調整は

外面が5本1単位の櫛歯状工具による縦位のハケ調整を

施す。内面は横位のヘラケズリを施す。 3は台付甕脚部

てある。胴部と脚部の接合部はソケット状に接合して

いる。脚部底面は外反する。器面調整は外面が5本l単

位の櫛歯状工具による縦位のハケ調整を施す。内面は

同様のエ具て＼縦位および横位にハケ調整を施す。 4は

壺頸部破片てある。本土器は焼成が良く堅緻て‘ある。

器面調整は外面が頸部接合部て、、縦位のヘラミガキを

施し、胴部は横位のヘラミガキを施す。内面は横位の

ヘラミガキを施す。 5は小型の無頸壺口縁部破片て‘あ

る。本土器は薄手てあるが堅緻に作られている。日唇

部は細い粘土帯を貼り付け平坦に面取りがされている。

器面調整は外面が横位のヘラミガキを施す。内面は横

位のヘラケズリ後にヘラミガキを施す。 6は胴部がやや

張る用形土器胴部破片てある。本士器は焼成が良く堅

緻て‘ある。器面調整は外面が頸部接合部に縦位のハケ

調整後に、横位の細かいヘラミガキを施す。内面は接

合部を指頭て押さえ、横位のヘラケズリを施す。 7は器

台のミニチュアて‘‘ある。口唇部直下に1条の沈線を巡ら

す。上半部に焼成後の穿孔を一箇所設けている。器面

調整は縦位のヘラミガキを施す。

第40・41図出土遺物は方形周溝墓の溝内に流入して

出土した遺物て‘ある。第40図1は平縁の深鉢形土器口縁

部て‘ある。口縁部にナソ‘リを加えた貼り付け隆帯によ

り区画文を施文する。2~14は胴部て‘緩く括れ口縁部て‘

内彎する、波状日縁の深鉢形土器口縁部てある。 2は隆

帯により口縁部を区画し、以下に渦巻文を施文する。

3は輻広の沈線にナゾリを加えて日縁部を区画し、以下

に沈線による区画文を施文する。 4~6は波状沈線文を

施文する。 5は「n」字文が深く貰入する。 7は口縁部
を1条の沈線て‘区画し、以下に rw」字状文を施文す
る。 8は輻の狭い波状文を施文する。 10は波頂部に「つ」

字状の沈線を施文する。 11は口縁部にナソ｀リを加え隆

帯状にし、以下に「W」字状文を施文する。 15は輻広

の隆帯により区画文を施文する深鉢形土器て‘ある。 16

は2条の沈線により渦巻文を描くと考えられる。 17・18

は、渦巻文・鉤状文を描く深鉢胴部てある。 19~23は
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磨消懸垂文を施文する深鉢胴部て‘ある。 24~26は浅鉢

形上器ないしは、両耳壺て‘ある。 26は隆帯により渦巻

文と惰円形の区画文が描かれる。 27~33は胴部て‘括れ

日縁部に向かって直線的に外反する深鉢形土器てある。

施文は1条の沈線により描かれ、33は列点文が充填され

る。 34は日縁部を沈線て‘区画し、以下に懸垂線を施文

する。 35は日縁部にエ具による押圧列を施す。 37は波

状口縁部て‘‘口縁部に沈線文を施文する。 39は縦横の刻

文隆帯を施文する。 40~42は地文縄文に沈線て‘施文す

第41図 方形周溝墓出土遺物(3)

｀］ 
＼口

る深鉢形土器て‘ある。 43・44は隆帯により胴部を区画し

ている。 45には眼鏡状の貼付文が付く。第41図1は地

文縄文に複数の沈線により、弧状のモチーフを描く。

5は地文縄文に沈線により幾何学文を施文する。 10は2

条の沈線により三角形文を施文する。

第41図14は分銅形打製石斧てある。刃部を欠損す

る。表面に自然面を残す。刃部方向に線条痕が認めら

れる。 15は磨石てある。 16は剥片て‘‘ある。 17は、砥石

て大部分を欠損する。
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3．土壊

本項ては、主に遺物の出土状況及び形態状から重要

とされる土墟について記載する。また形態状から炉穴

と考えられる土墟が検出されており、この遺構の記載

を本項に含めることとする。また、各土墟の諸計測値

及び主軸方位、時期など判明しているものに付いては、

一覧表として掲載した。

第1号土壊（第42図）

C-3グリッドに検出された。この遺跡て‘最も北側に

検出された土墟てある。形態は楕円形て＼皿形の堀り

込みてあった。堀底は平坦て‘あった。主軸が、第1号溝

に直交していたことから、溝との関連性があったと考

えられる。遺物は出土しなかった。

第40号土凛（第43図）

F-6グリッドに検出された。形態上から縄文時代に

属する落とし穴て‘あった。長惰円形てロート状の堀り

込みてあった。墟底は平坦て‘‘、長軸方向に入り込んて‘‘

いた。覆土は、ロームブロックを含む一括埋土て、、遺

物は出上しなかった。

第43号土塘（第44図）

F-5グリッドに検出された。形態上から縄文時代早

期に属する炉穴てあった。楕円形て‘‘揺鉢形の堀り込み

てあった。堀底直上に赤熱による硬化面が認められた。

また覆土中に焼土ブロックが堆積していた。土漿南西

隅に小形のピットが検出された。遺物は出土しなかっ

た。

第46号土塘（第44図）

G-5グリッドに検出された。形態上から縄文時代早

期に属する炉穴て‘あった。不整円形て｀揺鉢形の堀り込

みて‘‘あった。堀底直上に赤熱による硬化面が認められ

た。また覆土中に焼土ブロックが堆積していた。土墟

北西隅に小形のピットが検出された。遺物は出土しな

かった。

第47•48•49号土堀（第44図）

G-5グリッドに検出された。 49-48-47号土墟の順

番て‘‘構築されていた。第47号土堀は、長楕円形て‘浅い

堀り込みてあった。第48号上城は、不整円形て皿形の

- 48 

堀り込みて第49号土墟と関連性をもつ土堀て‘‘あった。

第49号土墟は、形態上から縄文時代早期に属する炉穴

てあった。長楕円形て‘播鉢形の堀り込みてあった。墟

底北側直上に、赤熱による円形の硬化面が認められた。

また南側壊底部にもブロック状の硬化面が認められた。

覆土には、焼土粒子が堆積していた。土堀北側隅に小

形のピットが検出された。遺物は出土しなかった。

第59号土堀（第44図）

H-5グリッドに検出された。形態上から縄文時代早

期に属する炉穴て‘‘あった。不整円形て浅い揺鉢形の堀

り込みてあった。墟底西側直上に赤熱による硬化面が

認められた。また覆土中に焼土ブロックが堆積してい

た。上漿北南西隅に小形のピットが検出された。遺物

は、第59図59-1の石鏃が覆土上層より出土した。

第66号土壊（第45図）

I -7グリッドに検出された。形態は不整方形て＼皿

形の堀り込みてあった。墟底は平坦て‘あった。主軸が

北西ー南東方向に向き、本遺跡て‘検出された近憔の溝

及び土壊に対応していた。遺物は第62図66-1の蓮弁文

の鉢が出土した。

第74号土堀（第45図）

J -6•7グリッドに検出された。この遺跡て‘最大規模

の土撰て‘‘あった。形態は、方形て，，二段の堀り込みがあ

り西側に重複する士壊があった。壊底は平坦てあった。

遺物は角閃石安山岩大形破片力嗜話Lして出土した。

第81号土壊（第46図）

J -6グリッドに検出された。形態は円形て＼垂直の

堀り込みてあった。墟底は平坦て‘‘あった。覆土には、

黒色の粘質土が堆積していた。遺物は、第62図81-1の

常滑産の片口鉢が、外側に漆編物の付着した状態て‘、出

土した。
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SK3 

l 黒褐色土：シルト質土

2 黒褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK9 

1 黒褐色士シルト質土ローム粒子（微）

2 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（少）

3 黒褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

4 黒褐色土・シルト質土

SK 11 

l 黒褐色土：シルト質土

2 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（少）

3 黒褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK 12 

l 灰黄褐色土：粘質土焼土粒子（微）

2 暗褐色土・シルト質土ローム粒子（微）

SK 12 

冒

SK 13 

1 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（少）

2 黒褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK 15 

1 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（微）

2 暗褐色土：シルト質土ローム粒子（微）

3 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK 16 

1 黒褐色土：シルト質土褐色土プロック状堆積

2 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（微）

3 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK 17 

1 暗褐色士：シルト質土

2 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積
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SK 18 

l 黒褐色土：シルト質土

2 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（微）

3 黒褐色土：シルト質土褐色土プロック状堆積

SK 19 

1 灰黄褐色土：粘質土ローム粒子（少）

2 褐 色土：シルト質土ローム粒子（多）

SK 20 

1 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（微）

2 暗褐色土：シルト質土黒褐色土粒子（微）

3 暗褐色土：シルト質土ローム粒子（少）

゜
2m 
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SK 21 

l 灰責襴色土：粘質土ローム粒子（微）

2 費撮色土：ローム土プロック状堆積

3 疇鳴色土：シルト質土ローム粒子（少）

SK 22 

l 灰貴蠅色土：枯質土

2 疇褐色土：帖質土ローム粒子（少）

3 疇嘱色土：帖質土

S K23 

l 灰貴撮色土：帖質土ローム粒子（少）

2 疇鴫色土：シルト質土ローム粒子（少）

3 疇襴色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK 25 

l 灰貴襴色土：帖質土ローム粒子（少）

SK 26 

l 鳳鴫色土：シルト質土

2 暴鴫色土：シルト質土ロームプロック（微）

3 疇鴫色土：シルト質土ロームプロック（少）

4 疇褐色土：シルト買土褐色土プロック状堆積

S K28 

l 灰 色：砂賛土炭化物粒子（少）

2 灰オリープ：ローム粒子（少）

, 3 灰オリープ：ローム粒子（徴）

SK 29 

l 灰オリープ：ローム粒子（少）

2 灰オリーブ：粘質土

S K30 

1 暗褐色土：粘質土黒色粘土粒子（微）

2 暗褐色土：粘質土ローム粒子（多）

3 褐 色土：シルト質土ローム粒子（少）

SK 31 

1 灰黄褐色土：粘質土黒色粘土粒子（少）

2 褐色土：粘質土ローム土ブロック状堆積

SK 32 

1 灰黄褐色土：シルト質士ローム粒子（少）

S K33 

l 灰黄褐色土：粘質土ローム粒子（微）

SK 34 

1 黒褐色土：シルト質士ローム粒子e)>)

2 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（多）

3 黒褐色土：シルト質土褐色土プロック状堆積

4 黒褐色土：シルト質土褐色土粒子（多）

S K35 

1 灰黄褐色土：粘質土

2 褐色 土：褐色土プロック状堆積

SKぉ

l 疇鴫色土：シルト質土プロック状堆積

2 褐色土：シルト賛土ローム土プロック状堆檀

SK 37 

l 疇鴫色土：シルト賢土ロームプロック（微）

S K38 

l 星嘱色土：シルト賃土ロームプロック（多）

SKぉ

l 疇鳩色土：シルト質土プロック状堆積炭化物粒子（微）

SK 40 

l 疇灰責色土：帖賛土

2 疇灰責色土：砂質土ローム粒子('.V)

3 貴蠅色土：ローム粒子（少）プロック状堆積

゜
2m 
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S K41 

1 黒褐色土：シルト質土

2 黄褐色土：シルト質土

3 褐 色 土：ローム土プロック状堆積

SK 42 

1 灰賞褐色土：マンガン粒子（多）

2 黄褐色土：ローム土1層覆土の互層

SK 43 

1 暗灰責色土：砂質土炭化物・焼土粒子（少）灰白色粒子（微）

2 暗灰黄色土：炭化物粒子・焼土粒子・ローム粒子

3 暗灰黄色上：ロームプロック（多）

4 黄褐色土．ロームプロック・焼土粒子・炭化物粒子（少）

5 赤 色：焼土プロック・炭化物粒子（少）

6 赤 色：焼土・硬化面

7 黄褐色土：炭化物粒子（少）ピット覆土

SK 46 

1 黄褐色土：砂質土灰白色・焼土粒子・炭化物粒子（少）

2 黄褐色土：ローム粒子（少）

3 黄褐色士：ローム粒子（微）

4 赤 色・焼土プロック

5 黄褐色土：ロームプロック（少）

6 暗褐色士：炭化物粒子（少I

A
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SK 47 • 48 • 49 

1 暗灰黄色土：砂質土 (SK49)

2 暗灰賞色土：炭化物粒子・燒土粒子（少）（SK49)

3 黄褐色土：粘質土ローム・炭化物・燐土粒子（少）（SK49)

4 黄褐色土：粘質土ロームプロック（多）（SK49)

5 黒褐色土：焼土粒子・炭化物粒子Oり(SK49)

6 赤 色：焼土硬化面(SK49)

7 暗灰黄色土：砂質土 (SK48)

8 黄褐色土：粘質土ローム粒子（少）（SK48)

9 暗灰黄色土：砂質土灰白粒子（少）（SK47)

SK 54 

1 灰オリープ：粘質土白色微粒子（少）

2 灰オリープ：粘質土ローム粒子（少）

3 オリープ黄：粘質土焼土粒子・炭化物粒子（微）

SK 55 

1 褐灰色土：粘質土焼土粒子・炭化物粒子（少）

S K56 

1 緑灰色土：粘質土ローム土プロック状堆積

SK 57 

1 褐灰色土：粘質土焼土粒子・炭化物粒子Oり

S K58 

l 褐灰色土：粘質土焼土粒子・炭化物粒子（少）

SK 54 

o! 

_!,', 

冒漏言言

•一上',

瓢＼＼一窯窯讐苓

□6 

暴＼＼

SK 58 

••
-l
i•i

-Kl-h-d-_-lu-H-l--11-H-H

•f_——————————-::;•

3· 

□」

冒

゜
2m 

- 51 -



第 2表土塙一覧表（I)

番号 位置 形態 長軸(m) 短軸（m) 深さ（m) 主軸方位 出士遺物 時期 備考

1 C-3 長方形 2.15 0.76 0.32 N-37°-E 近世

2 C-4 円形 0.54 0.50 0.06 N-49°-W 
3 C-4 長楕円形 1.48 0.34 0.28 N-9°-W 
4 D-2 楕円形 1.10 0.35 0.16 N-55°-E 

5 D-2•3 長方形 5.74 1.27 0.52 N-44°-E 近世

6 D-3 長楕円形 4.23 0.80 0.22 N-40°-W 近世

7 D-3 方形 1.15 1.00 0.47 N-41°-E 近世

8 D-3 楕円形 1.02 0.65 0.30 N-50°-W 近世， D-4 長方形 0.74 0.45 0.43 N-32°-W 重複

10 D-4 楕円形 3.18 0.90 0.42 N-9"-W 近世 重複

1 1 D-4•5 楕円形 0.94 0.50 0.22 N-4T-W 
12 D-2 長楕円形 2.52 0.54 0.12 N-24°-E 近世

13 D-3 円形 0.69 0.56 0.07 N-36°-E 
14 D-3 楕円形 0.90 0.70 0.17 N-53°-W 
15 D-4 不整方形 2.20 0.98 0.30 N-34°-E 
16 D-4 方形 0.68 0.54 0.37 N-45°-W 
17 D-4 楕円形 0.66 0.50 0.19 N-60°-W 
18 D-4•5 楕円形 0.90 0.70 0.26 N-74°-E 
19 E-2 長方形 3.46 0.70 0.18 N-14°-W 近世

20 E-2 長方形 0.90 0.50 0.22 N-42°-W 近椎

21 E-2 長楕円形 3.28 0.60 0.20 N-40°-E 近世

22 E-2 円形 0.98 0.95 0.20 N-6T-W 近世

23 E-3 楕円形 2.60 0.70 0.18 N-35°-E 近世

24 E-3 不整形 0.64 0.43 0.14 N-62°-W 
25 E-3 楕円形 1.56 0.80 0.18 N-32°-E 近惟

26 E-4 円形 0.64 0.56 0.33 N-42°-E 
27 E-6 不整形 0.96 0.92 0.39 N-61°-W 重複

28 E:--6 不整形 0.64 0.56 0.19 N-41°-E 
29 E-6 楕円形 0.74 0.50 0.36 N-29°-W 
30 E-1・2 楕円形 1.40 0.38 0.15 N-45°-W 近惟

31 E-2 長楕円形 5.80 1.10 0.13 N-0° 近世

32 E-2 長楕円形 4.70 1.02 0.11 N-0° 近世

33 E-2 長方形 3.36 0.68 0.12 N-36°-E 近世

34 E-3 円形 0.40 0.38 0.29 N-49°-W 
35 E-4 楕円形 0.56 0.32 0.26 N-48°-E 
36 E-5 円形 0.54 0.40 0.17 N-48°-E 
37 F-2 楕円形 0.88 0.38 0.20 N-41°-E 
38 F-2 楕円形 0.84 0.39 0.21 N-14°-E 
39 F-3 楕円形 0.94 0.78 0.26 N-10°-E 
40 F-6 楕円形 1.86 1.18 0.56 N-68°-W 縄文 落とし穴
41 F-3 不整形 0.82 0.70 0.45 N-58°-E 重複

42 F-4 長方形 6.44 0.70 0.11 N-39°-E 近世

43 F-6 不整円形 1.54 1.38 0.22 N-25°-E 縄文 炉穴
44 G-3 長楕円形 2.56 0.50 0.10 N-0° 近世

45 G-5 円形 1.30 1.14 0.21 N-0° 
46 G-5 不整円形 1.06 0.84 0.11 N-59°-W 縄文 炉穴

47 G-5 長楕円形 1.20 0.44 0.06 N-61°-W 48より新
48 G-5 不整円形 1.96 0.98 0.25 N-36°-E 49より新
49 G-5•6 楕円形 2.56 0.82 0.49 N-40°-E 縄文 炉穴

50 G-6 楕円形 0.74 0.54 0.31 N-37°-E 
51 G-6 長楕円形 1. 74 0.38 0.11 N-21°-E 近世

52 G-4 長楕円形 1.60 0.44 0.22 N-90°-W 近世

53 G-5 楕円形 1.06 0.74 0.17 N-52°-W 
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S K60 

1 暗褐色土：粘質土ローム粒子（微）

SK 61 

1 暗褐色土：9占質土ロームブロック（少）
SK 63 

1 暗褐色土：粘質土黒色粒子・ローム粒子（少）

SK 64 

1 暗褐色土：シルト質土ローム粒子（少）

2 黄褐色土：暗褐色土プロック（少）

3 褐 色 土：暗褐色土プロック状堆積

S K66 

1 黒褐色土：粘質土黒色粒子・マンガン粒子（多）

2 黒褐色土：粘質土マンガン粒子膚t)

3 黒褐色土：粘質土ロームプロック（風化）（少）

4 黄褐色土：ローム粒子・黒褐色粘土質プロック状堆積

SK 67 

1撹乱

2 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（微）

3 黒褐色土：シルト質土ローム粒子澤）

4 黒褐色土：シルト質土ローム粒・褐色土プロック状堆積

¥‘ 

SK68 

l 黄：シルト質土ロームプロックdり
2 黄褐色土：シルト質士褐色土・ロームプロックプロック状嬉糧

SK69 

1 黒褐色土：シルト質士炭什攘餃子移り

2 褐色士：ローム粒子・暗褐色土斑状鬼積

SK70 

1 黒褐色土：シルト質土粘質土プロック状堆讀

2 褐色土：ローム粒子・黒鳩色土粒子dり
3 褐色土：黒褐色Ht子Oり

冒 ＾1

こ：：6：.:2：ここ
疇冒疇攣言

SK74 

□ 
＼ SK74 

1 黒褐色土：帖質土黒色粘土粒子gり

2 黒褐色土：粘質土ローム粒子倍り

3 疇暢色土：粘質土

4 疇鳩色土：シルト質土ロームプロック倍）

5 褐色土：ロームプロック・暗褐色土プロック状堆積

SK75 

l 褐色土：シルト質土プロック状罐積

2 疇褐色土：シルト質土帖質土・褐色士プロック状噛檀
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SK 78 

1 暗褐色土：シルト質土褐色土プロック状堆積

2 褐 色土：疇褐色シルト帖質土(111)

SK79 

1 黒褐色土：シルト質土ローム粒子ゆ）

2 赤褐色土：シルト質土ロームプロックOり
S KSO 

1 晴褐色土：シルト質土ロームプロック(II)

2 llf褐色土：ローム土プロック状堆積

3 疇褐色土：ハードロームプロック状堆讀

S KB! 

1 黒褐色土：帖質土炭化物粒子・ロームプロック償北）（徽）

2 黒褐色土：粘質土纏砂粒子仔遍鑢）堆着

SK86 

1 黒褐色土：シルト質土ローム粒子（徽）

2 黄褐色土：ローム土プロック状罐糧

3 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状増讀

S K86 

1 黒褐色土：シルト質土黒色枯土粒子償b

2 暗褐色土：シルト質土黒色帖土粒子償b

3 晴褐色土：シルト質土ロームプロック（多）

4 賞褐色土：シルト質土ロームプロック（多）

SK88 

1 疇褐色土：シルト賣土

2 褐 色 土：ローム土・疇褐色土の互層

SK89 

1 灰黄褐色土：粘質土白色租砂・ローム粒子ゆ）

2 灰黄褐色土：粘質土ローム土プロック状増糧

S K98 

1 暗褐色土：帖質土黒褐色粘土粒子Oり

2 疇褐色土：シルト質土

3 暗褐色土：褐色土プロック状増糧
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第154号土塀（第50図）

N-14グリッドに検出された。形態は楕円形て、皿

形の堀り込みてあった。墟底は平坦て‘、出土した深鉢

形土器直下に楕円形の浅い堀り込みがあった。覆土は、

ロームブロックを含むシルト質土壌が堆積していた。

遺物は、第57図154-1の深鉢が底部を欠損して、潰れ

た状態て出土した。

第170号土凛（第51図）

N-14グリッドに検出された。形態は、円形て筒形

の深い堀り込みてあった。墟底は平坦てあった。覆土

は、炭化物・焼土・ロームブロックを含む土壌が、レン

ズ状に堆積していた。遺物は第59図170-1の土器破片

が出土した。

第178号土攘（第51図）

N-12グリッドに検出された。形態は長楕円形て、

垂直の堀り込みてあった。横底は平坦てあった。主軸

が北西ー南東方向に向き、本遺跡て検出された近世の

溝及び土墟に、対応していた。遺物は第62図178-1の

志野皿が出土した。

第205号土塘（第52図）

H-20グリッドに検出された。本土城は、北東側が

調査区外にあった。形態は不整形て、皿形のやや深い

堀り込みてあった。猥底は平坦てあった。また、底面

直上に焼土の帯状堆積が認められた。遺物は出土しな

かった。

第212号土攘（第56図）

G-22グリッドに検出された。本土壊は、縄文時代

後期の包含層中に構築していた。形態は不整形て‘、浅

ぃ皿形の堀り込みてあった。墟底は平坦てあった。覆

土は炭化物を含む暗褐色土が堆積していた。遺物は第

59図212-1~5の土器破片が出土した。

第215号土攘（第56図）

G-22グリッドに検出された。形態は楕円形て、浅

い揺鉢形の堀り込みてあった。覆土は黒色土が堆積し

ていた。遺物は第57図215-1の深鉢形土器日縁部が出

土した。

第218号土塀（第52図）

H-20グリッドに検出された。西側一部力鴨覺乱によ

って壊されていた。形態は楕円形て、播鉢形の堀り込

みてあった。漿底中央に円形の堀り込みがあった。遺

物は第57図218-1の深鉢形土器が潰れた状態て出土し

た。

第219号土攘（第52図）

H-20グリッドに検出された。形態は円形て‘、 1IIl形

の堀り込みてあった。墟底は平坦てあった。覆土に焼

土が含まれていた。遺物は第57図219-1の深鉢形土器

胴部及び同図219-2の深鉢形土器底部が出土した。

第229号土攘（第5泥ij)

H-22グリッドに検出された。本上壊は、第228・234

号土城を切っていた。形態は楕円形て、皿形の堀り込

みてあった。壊底は平坦てあった。覆土は、炭化物・有

機物を含む暗褐色土が堆積していた。遺物は第61図

229-1~5土器破片が出土した。

第231号土攘（第53図）

H-22グリッドに検出された。本土城は、第232号土

墟を切っていた。また、第13号住居跡炉跡に切られて

いた。形態は楕円形て‘、播鉢形の堀り込みてあった。

墟底は平坦てあった。土横中央部に第58図231-2の底

部穿孔された深鉢形土器が倒立した状態て出土した。

また、同土器口縁部の一部欠損部を同図231-1の深鉢

形土器口縁音随灼ヤで覆っていた。覆土は、暗褐色土が

堆積していた。また、土器内部からは、遺物は検出さ

れなかった。

第235号土壕（第53図）

G-22グリッドに検出された。形態は楕円形て、播

鉢形のやや深い堀り込みてあった。覆土は、炭化物を

含む暗褐色土が堆積していた。遺物は第57図235-1の

粗製深鉢形土器が覆土中層て倒れた状態て出土した。

第238号土塘（第53図）

H-22グリッドに検出された。形態は楕円形て‘浅い

皿形の堀り込みてあった。覆土は炭化物を含む暗褐色

土が堆積していた。遺物は第57図238-1の深鉢形土器

半周分が、壊底よりやや浮いた状態て‘潰れて出土した。
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1 黒褐色土：シルト質土ローム土ブロック状嶋讀

2 疇襴色土：シルト質土ローム土プロック状嬬鴨

SK98 

1 黒褐色土：シルト質土ローム土ブロック状嬬讀

2 疇褐色土：シルト質土ローム土プロック状嶋讚

SK99 

1 仄貫褐色土：帖質土ロームブロック•白色鱚翫少）

2 疇褐色土：シルト質土ローム土プロック状嶋讀

SK102 

1 疇褐色土：帖質土ロームブロック・白e紐勤少）
SK!03 

1 疇褐色土：帖賛土ローム粒子0)燐土粒子償ぽ茫麓融少）

2 疇褐色土：帖賢土贄褐色ローム較孔多鳩紐彙較子償b白色匿砂dり
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1 晴褐色土：帖質土ローム粒子償b
2 責褐色土：帖質土ローム粒子・疇褐色粘土プロック状増積

SK 108 

1 疇“褐色土：帖質土

SK 110 

1 黒褐色土：シルト質土ローム較子・ロームプロックOり

2 黒褐色土：シルト質土ロームブロックOり

3 疇褐色土：シルト質土ローム土プロック状埴讀

4 疇褐色土：シルト質土ローム土プロック状彙覆

SKlll 

1 疇褐色土：ローム土プロック状纏襲

2 費褐色土：シルト質土ローム土プロック状嬬讐

SK 112 

1 仄貫褐色土：粘質土ローム土プロック状亀鴨白色息砂(II)

2 貴褐色土：ローム土襄状罐績
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第 3表土塙一覧表(2)

＇ 
番号 位置 形態 長軸（m) 短軸（m) 深さ（m) 主軸方位 出土遺物 時期 備考

54 G-5•6 不整形 1.92 1.50 0.54 N-64°-W 

55 H-4 不整形 1.58 0.74 0.10 N-55°-W 

56 H-4 長方形 0.94 0.66 0.21 N-41°-W 

57 H-5 長方形 1.22 0.72 0.12 N-20°-E 近世

58 H-5 長方形 2.22 0.30 0.07 N-43°-E 近世

59 H-5 不整円形 2.24 1.65 0.17 N-45°-E 石鏃 縄文 炉穴

60 H-5 長方形 4.26 0.30 0.16 N-22°-E 近世

61 H-5 長楕円形 3.04 0.42 0.06 N-45°-E 近世

62 G-6 長方形 6.15 0.42 0.11 N-22'-E 近世

63 H-6 楕円形 1.58 0.94 0.21 N-25°-W 

64 I -6 長方形 1.88 1.50 0.47 N-28°-W 

65 I -7 長方形 2.20 1.44 0.25 N-48°-W 近世

66 I -7 不整方形 3.48 1.62 0.40 N-41°-E 蓮弁紋鉢 近世

67 I -10 不整円形 1. 75 1.37 0.59 N-37'-W 縄文

68 1-6 不整形 3.80 2.65 0.27 N-50°-W 

69 J -7 楕円形 0.70 0.38 0.20 N-50°-E 

70 J -8 円形 0.95 0.83 0.32 N-90°-W 

71 J -12 不整形 1.14 0.85 0.07 N-28°-W 

72 J -12 不整円形 1.00 0.37 0.04 N-15°-E 

73 J -6 楕円形 0.90 0.40 0.24 N-40°-E 

74 J -6•7 方形 2.46 2.40 0.51 N-31°-E 近世 重複

75 J -7 楕円形 0.78 0.55 0.13 N-79°-E 

76 J -7 長方形 1.86 0.54 0.12 N-42°-E 近世

77 J -8 長方形 1.48 0.47 0.11 N-36°-E 近世

78 J -9 長方形 4.43 1.40 0.26 N-44°-E 近世

79 J -10 楕円形 2.48 1.32 0.35 N-75°-W 

80 J -13 楕円形 1.42 0.95 0.27 N-30°-E 

81 K-6 円形 0.98 0.96 0.49 N-0° 中世 片側袋状

82 K-7 長方形 4.14 0.70 0.12 N-39°-E 近世

83 K-7•8 楕円形 0.82 0.54 0.20 N-0° 
84 K-8 長方形 3.23 1.00 0.16 N-39°-E 近世

85 K-8 円形 1.30 1.20 0.36 N-40°-E 
86 K-10 不整円形 2.81 1.23 0.75 N-80°-W 
87 K-8 長方形 2.55 0.58 0.14 N-36°-W 近世

i 88 K-8 楕円形 0.80 0.51 0.15 N-6°-W 
'89 L-12 不整円形 1.30 1.05 0.10 N-29°-E 近世
I 

90 K-14 長楕円形 3.82 0.67 0.12 N-34°-E 近世

91 L-8 円形 1.11 1.05 0.25 N-56"-E 
92 L-8 不整方形 1. 76 0.78 0.10 N-43°-W 近世

93 K-8 長方形 1. 70 0.97 0.10 N-38°-W 近世

94 L-8 方形 1.36 1.09 0.15 N-34°-W 近世

95 L-8 長方形 1.52 0.56 0.10 N-44°-W 近世

96 L-8•9 長方形 2.91 1.13 0.16 N-44°-W 近世

97 L-12 円形 0.80 0.74 0.26 N-40°-W 
98 L-12 楕円形 0.85 0.56 0.33 N-25°-E 近世

99 L-12•13 長方形 4.86 0.96 0.16 N-22°-E 近世

100 L-14 長方形 0.80 0.41 0.17 N-43°-E 近世

101 L-14 長方形 5.71 0.62 0.12 N-39°-E 近世

102 L-14・15 不整形 2.90 0.50 0.05 
103 K-15 長方形 7.04 0.70 0.17 N-30°-E 近世

104 L-15 長方形 1.51 0.66 0.23 N-24°-E 近世

105 L-8 長方形 4.20 0.61 0.20 N-6°-E 近世

106 L-9・10 長楕円形 6.60 0.57 0.18 N-42°-E 近世
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＾ ^ SK 117 

1 暗褐色土：シルト賛土ローム土プロフク状埴讐

2 黄褐色土：シルト質土ローム土プロ 9ク状亀讀

3 黄褐色土：疇褐色土ローム土プロック状蠅讐

SK 121 

1 灰責褐色土：帖質土ロームブロック（多）白色糧砂(II)

2 灰黄褐色土：粘質土ロームプロ 9ク（多）鳳褐色帖土粒子{II)

3 灰賞褐色土：粘質土ロームブロック（多）

SK 122 

1 褐 色土：粘質土ローム粒子・ロームプロック（多）

2 費褐色土

3 明貴褐色土：晴褐色土・褐色土dり

4 明責褐色土：帖質土茶褐色土（多）

’̂ 

SK 124 

l 賞褐色土：ローム粒子（中）

2 明黄褐色土：ローム粒子（多）

3 褐色土：ローム粒子澤）

4 賞橙色土：ローム土再堆積（多）茶褐色土償b

SK 128 

1 暗褐色土：シルト質土ハードロームプロック状堆積

2 晴褐色土：シルト質土ローム粒子償b

3 暗褐色土：シルト質土ロームプロック（少）

SK 129 

l 灰賞褐色土：帖質土ロームプロック（少）

2 黒褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

＼
 

冒

｀
 
□
 

^ 12.20 

蒻

：
 

A 12.20 A' 
・- -・ 

冒
A 12,30 A. 

疇 量瓢
SK 131 

1 晴褐色土：シルト質土ローム土プロック状埴讀

2 暗褐色土：シルト質土ロームプロック（少）

SK 132 

1 灰黄褐色土：帖質土ローム粒子（多）

2 暗褐色土：帖質土灰責褐色土(ll)
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SK 134 

1 疇褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆穫

2 黄褐色土：漸移層

SK 135 

1 貴褐色土：粘質士ローム士ブロック状堆積

SK 138 

1 疇褐色土：シルト質土ロームプロックの互層

2 疇褐色土：シルト質土ロームプロック（少）

3 疇褐色土：シルト質士ロームプロック（少）

』 墨褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

5 疇褐色土：シルト質土

SK 139 

1 疇褐色土：シルト質土 0ーム士プロック状堆積

2 貴褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK 140 

1 暗褐色土：シルト質土

2 暗褐色土：シルト質土黒色粒子（微）

3 黄褐色土：シルト質土斑状堆穫

SK 141 

1 黄褐色土：黒褐色シルトプロック（少）

SK 143 

1 暗褐色土：シルト質土プロック状堆積

2 暗褐色土：シルト質士プロック状堆積

3 黄褐色土：シルト質土プロック状堆積

SK 144 

l 暗褐色土：砂質土ローム土（少）

2 黄褐色土：ローム土（多）

SK 145 

1 灰黄褐色土：粘質土ロームプロック（少）

2 灰黄褐色土：シルト質士

SK 147 

1 灰黄褐色土：粘質土ロームプロック（微）

SK 148 

1 灰黄褐色土：粘質土ローム粒子（微）

SK 150 

1 暗褐色土：シルト質土斑状堆積

2 褐 色 土：ハードローム・ソフトロームブロック状堆積

3 黄褐色土：ローム土斑状堆積鉄分沈着層

4 暗褐色土：ハードローム・ソフトロームプロック状堆積

5 撹乱

SK 151 

1 黄褐色士：褐色士斑状堆積鉄分沈着層

゜
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SK 154 

1 貴嶋色土：シルト賛土プロック状堆積

2 疇襴色土：シルト賣土

3 疇褐色土：シルト賣土ローム土プロック状堆積

4 疇褐色土：シルト賣土ローム・ハードロームプロッグ状堆積

SK 155 

l 晴暢色土：シルト賣土ロームプロック（少）

2 疇褐色土：シルト賛土ロームプロック（少）

3 暗褐色土：シルト賣土ローム土プロック状堆積

4 暗褐色土：シルト賢土ローム・ハードロームプロック状堆積

SK 156 

1 黒褐色土：シルト賛土疇襴色土プロック状埴讀

2 黒褐色土：シルト賛土ローム曽子・暴色帖土(11)

3 黒褐色士：シルト質土ローム種子・疇襴色土の互層

SK 157 

1 暗褐色土：シルト質土ローム粒子償b

2 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状蟻讀

3 暗褐色土：シルト質土漸移層

SK 158 

1 黄褐色土：褐色土（微）

2 黄橙色土：粘質土ローム土再堆積

3 黄橙色土：ローム土（少）

SK 160 

1 暗褐色土：シルト質土プロック状堆積

2 黄褐色土：ローム粒子・暗褐色土プロック状堆穫

SK 163 

l 灰黄褐色土：粘質土ローム粒子（微）

SK 164 

1 暗褐色土：粘質土白色粗砂ローム粒子（微）

SK 165 

1 暗褐色土：粘質土焼土粒子・ローム粒子（微）

2 暗褐色土：粘質土ロームプロック（多）白色粗砂（微）

3 暗褐色土：粘質土ローム粒子（少）

SK 166 

1 灰黄褐色土：粘質土白色粗砂・ローム・炭化物・焼土粒子（微）

SK 167 

1 暗褐色土：シルト質土ロームプロック（少）

2 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

3 暗褐色土：ハードローム・暗褐色土プロック状堆積

SK 168 

1 黒褐色土：シルト質土褐色ハードローム粒子（多）

2 黒褐色土；シルト質土ロームプロック（少）

3 暗褐色土：シルト質土プロック状蠅糧褐色ハードローム粒子（多）

4 黄褐色土：シルト質土ソフトローム賓状蜻積

5 黒褐色土：シルト質土ロームプロック（多）

6 黒褐色土：シルト質土ロームプロック・ハードローム粒子（少）

7 暗褐色土：シルト質土ロームプロック（多）

SK 169 

1 褐色土：シルト質土燒土化饒土粒子（多）

2 黄褐色土：シルト質土褐色ハードロームプロック（微）

3 黄褐色土：シルト質土褐色ハードロームプロック（少）
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第4表土塙一覧表（3)

番号 位置 形態 長軸（m) 短軸（m) 深さ（m) 主軸方位 出土遺物 時期 備考

107 L-9・10 長方形 3.52 0.75 0.15 N-38°-E 近世

108 L-9・10 長方形 3.10 0.58 0.17 N-50°-E 近世

109 L-12 不整円形 0.96 0.72 0.78 N-46°-W ピットあり

110 L-12 円形 0.90 0.78 0.48 N-0° 

111 L-13 楕円形 1.85 0.90 0.21 N-29°-E 近世

112 L-13 不整楕円形 1.15 0.42 0.17 N-29°-E 

113 L-13 楕円形 0.68 0.25 0.69 N-65°-E ピットあり

114 L-14 長方形 4.32 0.66 0.18 N-3T-E 近世

115 L-14 円形 0.76 0.59 0.03 N-32°-E 

116 M-13 不整形 4.51 0.65 0.11 N-35°-E 近世

117 L-14 不整円形 1.20 1.20 0.37 N-0° 

118 M-13 楕円形 4.78 0.86 0.14 N-23°-E 近世

119 L-14 楕円形 2.52 0.60 0.03 N-38°-E 近世

120 L-14 楕円形 2.55 0.78 0.09 N-36°-E 近世

121 L-15 長方形 6.12 0.79 0.16 N-13°-E 近世

122 L-15 楕円形 1.49 1.24 0.20 N-6°-W 

123 L-15 楕円形 1.96 1.14 0.20 N-76°-E 

124 L-16 楕円形 1.93 0.70 0.21 N-49°-E 

125 L-16 楕円形 1.88 0.56 0.14 N-53°-W 近世

126 M-9 長楕円形 3.31 0.66 0.12 N-39°-E 近世

127 M-9 不整円形 0.82 0.39 0.24 N-48°-E 

128 M-12 円形 1.31 1.14 0.28 N-54°-E 

129 M-13 長方形 2.35 0.58 0.18 N-22°-E 近世

130 M-13 長方形 6.34 0.90 0.16 N-34°-E 近世

131 M-13 円形 1.08 1.04 0.28 N-44°-E 

132 M-13 不整形 1.26 0.98 0.22 N-60°-W 近世

133 M-13 長方形 1.07 0.75 0.12 N-35°-E 近世

134 M-14 不整円形 2.00 1.11 0.21 N-41°-W 

135 M-15 長方形 0.95 0.40 0.15 N-23°-E 

136 M-15 長方形 1.19 0.56 0.08 N-72°-E 

137 M-15 不整形 0.56 0.45 0.32 N-87°-E ピットあり

138 M-15 円形 1.00 0.83 0.33 N-20°-W 

139 M-15 楕円形 1.11 0.83 0.33 N-62°-E 

140 M-15・16 円形 0.75 0.63 0.51 N-85°-W 

141 M-15・16 円形 1.45 1.34 0.20 N-53°-W 

142 M-16 楕円形 0.88 0.57 0.04 N-3°-W 

143 M-16 不整形 2.15 1.37 0.15 N-27°-E 

144 M-16 円形 1.15 1.00 0.38 N-2°-W 

145 M-12 長楕円形 3.20 0.80 0.23 N-52°-W 近世

146 M-13 楕円形 1.50 0.80 0.13 N-1°-W 近世

147 M-13 楕円形 1. 70 1.20 0.06 N-18°-E 近世

148 M-13 長方形 4.48 0.78 0.11 N-35°-E 近世

149 M-13 長方形 3.50 0.65 0.11 N-38"-E 近世

150 M-14 長方形 2.44 0.90 0.46 N-20°-E 

151 M-14 楕円形 1.26 0.76 0.24 N-32°-E 重複

152 M-14 楕円形 2.23 0.70 0.09 N-30°-E 近世

153 M-14 楕円形 1.85 0.85 0.11 N-28°-E 近世

154 M-14 楕円形 1. 76 0.71 0.30 N-59°-W 深鉢 縄文

155 M-15 楕円形 1.20 0.85 0.18 N-76°-W 

156 M-15 楕円形 0.60 0.50 0.58 N-10°-E 

157 M-15 楕円形 0.90 0.65 0.18 N-76°-E 

158 M-16 楕円形 0.50 0.41 0.12 N-23°-E 

159 N-12 長楕円形 4.00 0.54 0.08 N-33°-E 近世
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第239•240号土攘（第53図）

H-22グリッドに検出された。第239号土城が第240

号土城を切っていた。第239号土擦の形態は楕円形て‘、

播鉢形の堀り込みてあった。覆土は、炭化物を含む暗

褐色土が堆積していた。遺物は第61図239-1~30)土器

破片力渭H」層て出土した。第240号土擦の形態は、楕

円形て浅い皿形の堀り込みてあった。覆土は炭化物を

含む暗灰褐色土が堆積していた。遺物は出土しなかっ

た。

第242号土攘（第54図）

H-22グリッドに検出された。形態は、楕円形て‘浅

い皿形の堀り込みてあった。墟底は平坦てあった。遺

物は第61図242-1・2の深鉢形土器口縁部破片が出土し

た。

第244号土攘（第54図）

H-18グリッドに検出された。本土擦は、第1号方形

周溝墓内に検出された。形態は楕円形て、フラスコ形

の深い堀り込みてあった。壊底中央部にピットがあっ

た。覆土は、ロームプロックを含む黄褐色土が堆積し

ていた。遺物は第61図244-1～芹甜本形土器破片が出

土した。

第24"号土攘（第54図）

H-19グリッドに検出された。本土擦は、第10号住

居跡を切って構築していた。形態は円形て、筒形のや

や深い堀り込みてあった。壊底は平坦てあった。擦底

中央部にピットがあった。覆土は、ロームプロックを

含む暗黄褐色土が堆積していた。遺物は縄文時代後期

に属する粗製深鉢形土器破片力渭Hゴ清＇より出土した。

第246号土攘（第54図）

H-20グリッドに検出された。形態は不整形て、ニ

段の堀り込みてあった。擦底は平坦てあった。覆土は、

炭化物を含む暗褐色土が堆積していた。遺物は第61図

246-1・2の土器破片が出土した。

第251号土攘（第54図）

H-22グリッドに検出された。第12号住居跡西側に

近接していた。形態は不整形て、浅い皿形の堀り込み

てあった。覆土は、炭化物を含む暗褐色土が堆積して

いた。遺物は第57図251-1の深鉢形土器が出土した。

第258号土攘（第54図）

H-21グリッドに検出された。本土擦は第49号溝に

切られていた。形態は楕円形て、筒形の深い堀り込み

てあった。城底は平坦てあった。覆土は、炭化物・ロー

ムブロックを含む暗褐色土が堆積していた。遺物は出

土しなかった。

第263号土攘（第54図）

I -21グリッドに検出された。本土擦は第4g.!j封髯に

切られていた。形態は円形て、筒形の深い堀り込みて

あった。擦底は平坦てあった。土層観察の結果、柱穴

痕跡が認められた。覆土は、焼土粒子・炭化物・ローム

プロックを含む暗褐色土が堆積していた。遺物は出土

しなかった。

第268号土攘（第55図）

I -21グリッドに検出された。形態は楕円形て‘、播

鉢形の堀り込みてあった。覆土は、炭化物を含む黒褐

色土が堆積していた。遺物は第57図268-1の精製深鉢

形土器が出土した。

第271•272号土壕（第55図）

I -22グリッドに検出された。本土城は重複する鴎§

の土横てあったが、土層断面観察の結果、新旧関係は

判明しなかった。形態は楕円形て、皿形の堀り込みて

あった。擦底は平坦て＼北東よりに第272号土城があっ

た。覆土は、炭化物・焼土・ロームブロックを含む暗褐

色土が堆積していた。遺物は第61図271-1・272-1の

土器破片が出土した。

第276号土攘（第54図）

I -22グリッドに検出された。形態は楕円形て、筒

形の深い堀り込みてあった。擦底はやや尖っていた。

覆土は、炭化物・焼土・有機物を含む黒色土が堆積して

いた。遺物は第58図276-1深鉢形土器胴上半部破片の

他に、同図276-2の深鉢形土器破片が、覆土上層より

散乱した状態て出土した。
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SK 170 

1 暗褐色土：砂質土褐色土（多）ロームプロック・焼土粒子（少）

2 黄褐色士：砂質土黒色土（多）焼土粒子・炭化物粒子（微）

3 黄褐色土：黒色土・焼土粒子（多）

4 黒色土：爾移層

5 暗褐色土：褐色土（少）燒土粒子・炭化物粒子（多）

6 暗褐色土：ローム土・褐色土（多）焼土粒子・炭化物粒子(1')

7 黄褐色土：焼土粒子・炭化物粒子(lit)

8 暗褐色土：燒土粒子・炭化物粒子・ローム土（多）

9 黄褐色土：焼土粒子・炭化物粒子（多）褐色土プロック状堆積

10 黄褐色土：饒土粒子・ローム粒子（少）

11 暗褐色土：焼土粒子・炭化物粒子（少）

12 暗褐色土：焼土粒子・炭化物粒子（多）

SK 171 

1 褐色 土：ローム土プロック状堆積

2 黄褐色土：漸移眉

SK 173 

1 褐色土：ローム土・暗褐色土（多）

2 黄褐色土：ローム士・ロームプロック（多）
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SK 174 

1 褐色土：粘質土ローム粒子・疇襴色土（多）

2 黄褐色土：粘質士ロームプロック（多）疇襴色土(II)

3 黄褐色土：粘質土ローム土・帖土（少）

4 明黄褐色士：粘質土晴褐色土（少）

SK 175 

l 灰賞褐色土：粘質土ローム粒子・白色糧砂〇り巖化暢種子膚り

2 灰黄褐色土：粘質土ローム土プロック状蟻讐

SK 176 

1 灰黄褐色土：粘質土ローム粒子（少）白色糎砂償b

SK 177 

1 暗褐色土：シルト質土マンガン沈着●

2 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状埴積

3 暗褐色士：シルト質土ロームプロック(II)

SK 179 

1 暗褐色土：粘質土白色粗砂償bローム粒子（少）焼土粒子（徽）

2 灰黄褐色土：粘質土ロームプロック（多）白色粗砂(II)

3 灰黄褐色土：粘質土プロック状増糧

詈
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A' 

.と.30-2・.

雪八
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SK 181 

1 暗褐色土：粘質土プロック状堆積砂粒子（少）

2 灰黄褐色土：粘質土ローム土プロック状堆積砂粒子（少）

3 暗褐色土：シルトロさロームプロック（少）

SK 182 

l 暗褐色土：シルト質土ロームプロック（多）

2 黒褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆檀

SK 183 

1 黒褐色土：シルト質土プロック状堆積

2 暗褐色土：シルト質土プロック状堆積

3 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

SK 184 

1 暗褐色土：シルト質土プロック状堆積

2 暗褐色士：シルト質土ハードロームプロック状堆積
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SK 202 

l 灰黄褐色土：粘質土ローム土プロック状堆積

2 灰黄褐色土：粘質土ローム斑状堆積

SK 190 

1 褐色土：ローム粒子(lit)

2 黄褐色土：粘質土ローム土・ロームプロック（多）

3 明黄褐色土：再堆積ローム・暗褐色土（多）

SK 192 

l 灰黄褐色土・粘質土一括埋士

SK 193 

l 暗褐色土．シルト質土・ローム斑状堆積

2 暗褐色土：漸移層

SK 195 

l 暗褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

12．四： A 12.20 

SK 217 

l 暗褐色土

2 暗茶褐色土：ロームプロック（少）

3 暗褐色土：炭化物粒子（少）

4 暗渇色土：ローム粒子（少）

5 暗褐色土：焼士粒子・炭化物粒子（少）

6 黄褐色土：ロームプロック

7 赤褐色土：焼土
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第5表 土壕一覧表(4)
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番号 位置 形態 長軸(m) 短軸（m) 深さ(m) 主軸方位 出土遺物 時期 備考

160 N-12 長方形 1.41 0.92 0.15 N-60°-E 近世

161 N-12 楕円形 1. 70 0.51 0.08 N-52°-E 近世

162 N-13 長楕円形 2.64 0.60 0.11 N-30°-E 近世

163 N-13 長方形 3.88 0.68 0.11 N-34°-E 近世

164 N-13 長方形 7.40 0.57 0.23 N-28°-E 近世

165 N-13・14 長楕円形 3.52 0.65 0.15 N-40°-E 近世

166 N-14 長方形 3.30 0.86 0.10 N-2°-W 近世

167 N-14 不整形 1.80 1. 70 0.26 N-30°-E 

168 N-14 不整円形 1.50 1.43 0.52 N-82°-W 重複

169 N-14 楕円形 1.08 0.85 0.51 N-2T-W 

170 N-14・15 円形 2.02 1.95 0.88 N-26°-E 

171 N-15 円形 0.60 0.54 0.28 N-15°-E 

172 N-15 楕円形 1.86 0.74 0.07 N-22°-E 

173 N-16 不整形 0.76 0.50 0.25 N-38°-E 

174 N-16 楕円形 1.33 0.90 0.28 N-34°-E ピットあり

175 N-11 長楕円形 2.80 0.51 0.08 N-38°-E 近世

176 N-11 長楕円形 3.76 0.38 0.11 N-35°-E 近世

177 N-11 楕円形 0.95 0.75 0.25 N-85°-E 

178 N-12・13 長楕円形 4.00 0.76 0.15 N-33°-E 志野皿 近世

179 N-13 長楕円形 3.64 0.76 0.26 N-4°-E 近世

180 N-14 不整形 3.60 0.65 0.18 N-65°-W 近世

181 N-14 不整円形 1.36 1.20 0.22 N-86°-E 

182 N-14 円形 0.80 0.64 0.45 N-13°-W 

183 N-14 楕円形 1.00 0.74 0.30 N-0° 

184 N-14 楕円形 0.72 0.60 0.44 N-36°-E 縄文

185 N-14 円形 0.94 0.90 0.60 N-66°-W 縄文

186 N-15 長方形 2.20 0.63 0.08 N-33°-E 近世

187 N-15 楕円形 0.85 0.60 0.17 N-25°-E 

188 N-15 長方形 1.43 1.17 0.20 N-72°-W 

189 N-15 不整形 2.04 1.04 0.18 N-14°-E 縄文

190 N-16 不整形 2.00 1.60 0.22 N-12°-E 

191 N-14 長楕円形 4.12 0.68 0.21 N-40°-W 近世

192 0-14 不整形 2.15 0.98 0.15 N-2T-E 

193 0-14 楕円形 0.52 0.43 0.15 N-36°-E 

194 0-14・15 不整形 2.40 0.83 0.18 N-25°-E 

195 0-15 不整形 1.45 0.78 0.20 N-20°-E 

196 0-15 楕円形 1.66 0.65 0.10 N-67°-E 近世

197 0-16 不整形 1.83 0.97 0.10 N-14°-E 

198 0-16 円形 0.50 0.44 0.36 N-0° 縄文

199 O-16 楕円形 1.81 1.25 0.23 N-74°-W 

200 0-12 長方形 2.80 0.78 0.24 N-30°-E 近世 SJ-9より新

201 0-14・15 楕円形 2.15 1.05 0.16 N-38°-E 

202 0-15 不整形 1.45 1.14 0.17 N-39°-W 近惟

203 0-16 円形 0.45 0.42 0.27 N-0° 

204 0-16 楕円形 1.07 0.72 0.28 N-49°-W 

205 F-20 不整形 1.26 0.58 0.40 N-42°-W 

206 G-19 不整形 0.80 0.76 0.34 N-19°-E 

207 G-20 不整形 2.66 0.76 0.25 N-11°-W 

208 G-22 円形 0.60 0.54 0.17 N-15°-W 

209 G-22 円形 0.92 0.82 0.11 N-15°-W 208より新

210 G-22 円形 0.82 0.74 0.12 N-34°-W 211より新

211 G-22 楕円形 1.22 1.06 0.13 N-85°-E 

212 G-22 不整形 1.98 1.48 0.21 N-21°-W 縄文
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第53図土堰(12)
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SK 221 

1 疇褐色土：炭化物粒子（少）ローム粒子（多）斑状堆積

2 疇褐色土：ローム粒子（少）炭化物粒子（多）

3 鼠褐色土：帖賃土炭化物粒子ゆ）鉄分沈着層

4 疇灰賣褐色土 ：（壁舅葦土）

SK 222~229 

1 疇灰褐色土 ：炭化働粒子・ローム粒子(1>)(222) 

2 疇褐色土：炭化檜粒子・ローム粒子（少）（222)

3 疇灰褐色土 ：戻化・粒子・ローム粒子（少）（222)

4 晴褐色土 ：炭化働粒子少）ローム粒（多）壕底部ロームプロック堆積 (222)

5 疇灰贄褐色土：炭化鱈粒子・饒土粒子ゆ）ローム粒子（多）（223)

6 疇灰賞褐色土 ：ローム粒子（多）竃喜層 （223)

7 晴責褐色土：ローム土・褐色土(1>)(223)

8 晴灰黄褐色土：ローム粒子（多）饒土粒子(lit)(224) 

9 淡賞褐色土．赤熱化したローム土 (224)

10 疇灰黄褐色土：燐土粒子Oりローム粒子（多）（225)

11 疇灰賞褐色土：ローム粒子ぼり(226)

12 晴灰賞褐色土：饒土粒子・炭化物粒子・ローム粒子（多）（227)

13 晴灰賞褐色土：ローム粒子（多)(228)

14 疇灰褐色土：炭化物粒子渾）ローム粒子ゆ）（229)

15 晴灰褐色土：ローム粒子（多）（229)

16 黒 色 土：有機物層（229)

SK 232 

1 暗褐色土：饒土粒子・ローム粒子（多）
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SK 234 

l 暗褐灰色土：シルト質土

2 暗灰褐色土：ローム粒子（多）ロームプロック斑状堆積

SK 235 

1 暗褐色土：炭化物粒子・焼土粒子・ローム粒子（少）

2 暗褐色土：炭化物粒子(;P)

3 黒褐色土：炭化物粒子（少）

4 暗灰黄褐色土：ローム土（壁崩蔭土）

SK 237 

l 黒褐色土：炭化物粒子・焼土粒子（少）

2 暗褐色土：ローム土プロック状増積

SK239•240 

l 暗褐色土：炭化物粒子（少）ローム粒子（多）（240)

2 暗褐色土：漸移層 (240)

3 暗灰褐色土：炭化物粒子償t)ローム粒子（多）（239)

4 暗灰褐色土：ローム粒子・ロームプロックと互層 (239)

5 暗黄褐色土：ロームプロック鉄分沈着層 (239)

SK 241 

l 灰褐色土：炭化物粒子（少）

2 暗褐色土：ローム土プロック状堆積

3 晴黄褐色土：ローム粒子（少）
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第54図土壊(13)

"-¥ 
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SK 243 

1 暗褐色土：ローム粒子（少）暗灰色化ローム土底面班状堆積

SK 244 

1 暗茶褐色士：シルト質土ロームプロック（少）

2 暗黄褐色土：シルト質土ロームプロック（多）

3 茶褐色土：粘質土ローム粒子（少）粘性強

4 黄褐色土：シルト質土ローム粒子ゆ）ロームプロック（多）

5 黒褐色土：粘質土ロームプロック（微）

SK 247 

l 暗褐灰色土：ローム粒子（多）班状堆積

2 暗黄褐色土：ローム粒子・ロームプロック（多）

3 暗褐色土：漸移層

4 暗褐灰色土：ローム粒子（多）

5 暗灰黄褐色土：ローム粒子（多）ロームプロック（少）

SK 248 

1 暗褐灰色土・ローム粒子（多）炭化物粒子（少）

2 暗褐灰色土：ローム粒子 ・ロームプロック（少）炭化物粒子（微）

3 暗灰褐色土：粘質土ローム粒子（多）
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SK249•250 

l 暗褐灰色土：ローム粒子（多）（249)(250) 

2 暗灰褐色土・壽移層 (249)(250) 

3 暗灰黄褐色土：ローム土プロック状堆積 (249)

SK 251 

l 暗灰褐色土：炭化物粒子（少）ローム粒子（多）

2 暗灰黄褐色土：ローム粒子（多）

SK 252 

l 黒褐色土：焼土粒子（少）

SK 255 

l 黒色土

SK 257 

1 暗褐灰色土：ローム粒子（多）炭化物粒子（少）

2 暗黄褐色土：ロームプロック（多）

12,00 A' 
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SK 258 

l 暗褐灰色土：ローム粒子・炭化物粒子（少）

2 暗褐色土：炭化物粒子（多）ローム土斑状堆積

3 暗褐色土：漸移層

4 暗黒灰褐色土：粘質土包含物（少）

5 暗灰黄褐色土：ローム粒子 ・ロームプロック（崩落土）

SK 259 

l 暗茶褐色土・ローム土プロック状堆穫

SK 260 

l 暗灰褐色土：炭化物粒子（少）ローム土斑状堆積

SK 263 

l 暗褐色土：焼土粒子・炭化物粒子（少）

2 暗茶褐色土．焼土粒子（少）

3 黒褐色土：炭化物粒子（少）ローム土プロック状堆積

4 暗褐色土：粘質土ローム土プロック状堆積

5 暗黄褐色土．ローム土プロック状堆積
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第55図土塙(14)
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SK 264 

l 晴灰黒鳩色土：ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子（少）

2 晴灰褐色土：順移層

3 暗灰褐色土：ローム粒子（少）

4 暗黄褐色土：ローム土（壁崩落土）

SK 265 

1 暗灰黒黄色土：ローム粒子斑状堆積炭化物粒子（少）

2 暗灰黒黄色土： 爾移層

3 暗灰黄褐色土：ローム土プロック状堆積（壁崩落土）

SK 266 

1 黒褐色土：炭化物粒子{ll)

2 暗灰黄褐色土：ローム土プロ ック状堆積（壁崩蕗土）

3 黒褐色土：漸移層

SK 267 

1 暗灰黒黄色土：ローム粒子斑状堆積炭化物粒子（少）

2 暗灰黒黄色土：ローム粒子（多）

SK 268 

1 黒褐色土：炭化物粒子（微）

2 黒褐色士：漸移層

SK 270 

1 暗灰黒色土：炭化物粒子（少）

2 淡灰色土：順移層

3 暗灰黄褐色土：ローム土斑状堆積

SK 271 

1 暗灰黒褐色土：炭化物粒子（多）

2 暗灰褐色土：ローム粒子（多）順移層

3 暗黄褐色土：ローム粒子（多）（壁崩葦土）

SK 272 

1 黒褐色土：炭化物粒子・ローム粒子（少）

2 黒褐色土：漸移層

3 黒褐色土：ローム粒子（多）有機物（少）

4 暗灰黒黄色土：焼土粒子・炭化物粒子（少）ローム粒子（多）

5 暗灰黄褐色土：ローム土（壁崩落土）

6 暗灰黄褐色土：ローム粒子（多）

SK 273 

1 暗灰黒褐色土：炭化物粒子・ローム粒子（少）

2 暗灰黒褐色土：炭化物粒子（多）ローム粒子斑状堆積

3 暗褐色土：炭化物粒子（少）順移層

4 褐 色 土：炭化物粒子償b（壁崩蔭土）
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SK 273 

置
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SK 274 

1 暗灰墨褐色土： 0-ム粒子・燐土粒子・炭化物粒子（少）

2 晴灰鴫色土： 0ーム拉子（多）

SK275・276 

1 疇褐灰貴色土 ：ローム拉子e)炭化物粒子・焼土粒子{j,)(275) 

2 疇費褐色土 ：0ーム土炭化物粒子（微）（275)

3 畢褐色土 ：ローム粒子・炭化物粒子・焼土粒子（少）（276)

4 疇責鳩色土 ：ローム土（壁崩落土）（276)

5 墨 色 土：有●物ゆ）焼土粒子・炭化物粒チ少）（276)

6 疇褐灰貴色土：ローム土（壁崩落土）（276)

7 暴色土：有懺物（多）（276)

゜
2m 

- 68-



第6表土壕一覧表（5)

番号 位置 形態 長軸（m) 短軸(m) 深さ(m) 主軸方位 出土遺物 時期 備考

213 G-22 楕円形 0.98 0.78 0.09 N-64°-E 

214 G-22 楕円形 0.74 0.60 0.09 N-56°-W 

215 G-22 楕円形 1.36 1.02 0.13 N-26°-W 深鉢 縄文

216 G-22 楕円形 1.00 0.86 0.10 N-39°-E 

217 G-20 不整形 2.42 0.96 0.48 N-70°-W 重複

218 G-20 楕円形 2.16 1.22 0.85 N-31°-W 深鉢 縄文

219 G-20 円形 1.06 0.88 0.31 N-34°-W 深鉢 縄文

220 G-20 長方形 1.14 0.70 0.52 N-25°-E 

221 G-21 円形 0.86 0.80 0.44 N-36°-W 縄文

222 H-21 円形 0.88 0.84 0.45 N-36°-W 縄文 228より新

223 G-21 楕円形 1.24 0.94 0.13 N-90'-W 縄文 222.224より新

224 G-21 楕円形 0.72 0.54 0.09 N-0° 縄文 225より新

225 G-21 楕円形 0.64 0.42 0.09 N-47°-E 縄文 226より新

226 G-21 楕円形 1.02 0.78 0.15 N-45°-W 縄文 227より新

227 G-21 楕円形 1.08 0.70 0.06 N-4T-E 縄文

228 H-21 楕円形 1.38 0.40 0.09 N-56°-E 縄文

229 H-21 楕円形 0.98 0.84 0.23 N-59°-W 縄文 228.234より新

230 G-21 楕円形 1.02 0.60 0.18 N-0° 縄文 226より新

231 G-20・21 楕円形 0.78 0.42 0.30 N-45°-W 伏甕 縄文 232より新

232 G-20・21 楕円形 0.74 0.52 0.14 N-4T-E 縄文

233 H-21 円形 0.70 0.36 0.13 N-25°-E 縄文

234 H-21 楕円形 0.90 0.78 0.18 N-51'-W 縄文

235 G-22 楕円形 1.50 1.32 0.61 N-55°-W 深鉢 縄文

236 G-22 楕円形 0.86 0.30 0.18 N-42°-W 縄文

237 G-22 円形 0.52 0.50 0.31 N-14°-W 縄文

238 J -21 楕円形 1.02 0.86 0.07 N-41°-W 深鉢 縄文

239 H-22 楕円形 0.80 0.70 0.35 N-45°-W 縄文 240より新 ． 
240 H-22 楕円形 0.60 0.56 0.14 N-62°-W 縄文

241 H-22 不整円形 1.26 0.80 0.45 N-12°-E 縄文

242 G-22 楕円形 0.84 0.70 0.08 N-30°-W 縄文

243 G-22 楕円形 1.24 0.98 0.10 N-26°-W 縄文

244 H-18 楕円形 1. 70 1.44 1.85 N-7T-W 縄文 ピットあり

245 H-19 円形 1. 72 1.52 1.62 N-7°-W 縄文 ピットあり

246 H-20 不整形 1.95 1.30 0.80 N-77°-W 縄文

247 H-20 楕円形 0.94 0.88 0.30 N-90'-W 縄文

248 H-20•21 楕円形 0.96 0.82 0.20 N-33°-E 

249 H-21 円形 0.96 0.92 0.21 N-0° 縄文

250 H-21 円形 1.00 0.98 0.12 N-0° 縄文

251 H-21 不整形 1.58 0.70 0.14 N-60°-W 深鉢 縄文

252 H-22 楕円形 0.74 0.60 0.05 N-9°-E 

253 H-22 円形 1.20 1.10 0.09 N-36°-E 

254 H-22 楕円形 0.82 0.70 0.07 N-40'-W 縄文

255 H-23 楕円形 0.96 0.82 0.05 N-69°-W 縄文

256 H-17 長方形 1. 70 0.42 0.53 N-28'-E 

257 H-20 不整円形 1.44 1.16 0.20 N-35"-W 

258 H-21 楕円形 1.18 0.94 1.10 N-31°-E 縄文

259 H-21 円形 0.74 0.68 0.76 N-25°-E 縄文

260 H-22 楕円形 1.00 0.58 0.09 N-45'-E 縄文

261 H-22 楕円形 0.82 0.56 0.12 N-52°-W 縄文

262 I -17 円形 0.96 0.90 0.13 N-38°-W 縄文

263 I -21 円形 0.74 0.70 0.71 N-18°-W 縄文

264 I -21 不整形 1.30 0.50 0.45 N-20°-E 縄文

265 I -21 楕円形 1.30 0.92 0.48 N-13°-W 縄文
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第56図土壕(15)
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第277号土攘（第56図）

J-21グリッドに検出された。形態は長方形て、攪乱

により約半分を壊されていた。皿形のやや深い堀り込

みてあった。擦底は平坦てあった。覆土は、炭化物を

含む暗褐色土が堆積していた。遺物は出土しなかった。

第278号土攘（第56図）

J-21グリッドに検出された。形態は円形てあった皿

形て壁は緩やかに立ち上がる。擦底は平坦てあった。

覆土は、炭化物を含む暗灰黒色土が堆積していた。遺

物は出土しなかった。

第279号土壕（第56図）

J-21グリッドに検出された。形態は楕円形て、攪乱

により約半分を壊されていた。皿形の浅い堀り込みて‘

あった。擦底は平坦てあった。覆土は、炭化物を含む

暗灰褐色土が堆積していた。遺物は出土しなかった。

第280•281号土塘（第56図）

J-21グリッドに検出された。第280号土城は第281号

土擦に切られていた。形態は楕円形て‘、皿形のやや浅

い堀り込みてあった。墟底は平坦てあった。覆土は、

炭化物を含む暗灰黒褐色土が堆積していた。遺物は出

土しなかった。
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第7表土塙一覧表（6)

番号 位置 形態 長軸（m) 短軸(m) 深さ(m)

266 I -21 ・22 楕円形 1.42 1.10 0.50 
267 I -21 楕円形 1.40 1.16 0.25 
268 I -21 楕円形 1.32 0.94 0.47 
269 I -21 不整形 1.63 0.94 0.36 
270 I -21 ・22 楕円形 1.58 0.90 0.20 
271 I -21 ・22 不整円形 1.62 1.56 0.23 
272 I -21 ・22 楕円形 0.90 0.62 0.60 
273 I -21 楕円形 1.84 1.40 0.51 
274 I -21 楕円形 1.36 0.80 0.22 
275 I -22 楕円形 1.24 0.84 0.14 
276 I -22 不整形 1.60 0.90 0.43 
277 J -19 不整形 0.88 0.40 0.31 
278 J -21 円形 0.84 0.80 0.19 
279 J -21 不整形 1.34 0.46 0.10 
280 J -21 楕円形 1.40 0.84 0.11 
281 J -21 不整形 1.00 0.88 0.13 

土塀出土遺物（第57・58・59・60・61•62図）

第57図154-1は胴部て‘緩く括れ、口縁部て内彎する

4単位の波状日縁を呈する深鉢形土器てある。底部を欠

損していた。口唇部はやや尖り直下にナソミリを加えた

幅広の沈線が巡る。沈線は波頂部て‘切れ渦巻状を呈す。

胴部文様帯は2段に分かれる。上半部文様は幅の狭い波

状沈線文を施文する。下半部は上部波頂部に対応して

「n」字文を描く。地文はRL縄文を縦位に施文する。
また、口縁部直下は横位に施文して羽状にしている。

215-1は直線的に外反して立ち上がる、平縁の深鉢形

土器口縁部てある。日唇部は丸くやや肉厚てある。胴

部文様帯上部を2条の平行する沈線て区画し、以下に斜

行文を施文している。 218-1は底部から直線的に外反

して立ち上がる平縁の深鉢形土器てある。日唇部は丸

く外面に丁寧なヘラミガキを施す。胴部文様はL囮龍文

を粗雑に斜位施文している。 219-1は胴部て綬やかに

括れ口縁部て内彎する深鉢形土器胴部てある。文様は

両側にナソ｀リが加えられた2条の隆帯により、磨消懸垂

文が施文されている。また図上中央の2本の隆帯の先端

は丸まり、連結する様相を示している。地文はLR縄

文を縦位に施文している。 219-2は底部が窄まり胴部

て‘括れる深鉢形土器胴下半部てある。底部はやや丸く

作られている。地文はRL縄文を斜位に施文している。

235-1は直線的に外反して立ち上がり、3単位の波状口

主軸方位 出土遺物 時期 備考

N-13°-W 縄文
N-84°-E 縄文
N-13"-W 深鉢 縄文 269より新
N-9°-E 縄文
N-70°-W 縄文 269より新
N-25°-E 縄文 270より新
N-25°-E 縄文
N-13°-W 縄文
N-11°-W 縄文
N-10°-W 縄文
N-52°-W 深鉢 縄文 275より新
N-87°-E 
N-34°-E 
N-23°-W 
N-56°-E 
N-11・-w 280より新

縁を呈する粗製深鉢形土器てある。口唇部はやや尖り

肉厚てある。口唇部波頂部に2本の刻み目が入る。胴部

上半に焼成後の穿孔が一箇所認められる。 238-1は胴

部がやや張り、日縁部に向かって緩やかに外反する平

縁の深鉢形土器てある。口唇部は丸く薄手に作られて

いる。胴部文様帯は2段に分かれる。上部文様は3条の

沈線により「U」字文を施文する。下部文様は上部文

様に対応して、 2ないし3条の沈線により、「n」字状文
を描く。 251-1は胴部上半部て‘括れ口縁部に向かって ・
やや強く外反する平縁の深鉢形土器てある。口唇部は

「く」字状に内屈し内面に1条の沈線が巡る。口縁部無

文帯を1条の刻み目を加えた隆帯により区画している。

隆帯上には「8」字状貼付文が付く。隆帯下には1条の

横走する沈線と垂下する沈線が認められる。 268-1は

底部から口縁部にむかって緩やかに外反して立ち上が

る平縁の深鉢形土器てある。図上て1単位の把手が付

く。日唇部は平坦て‘1条の沈線が巡る。把手は円孔をも

つボタン状貼付文と渦巻文を組み合わせて、山形状に

作り出している。口縁部下に1条の紐線文を施文する。

疇文上には把手部直下に対応して、「8」字状貼付文

を貼付する。胴部文様帯は2条の沈線によって区画し、

L叩を横位に充填施文している。第58図231-1は底

部から日縁部にむかって緩やかに外反して立ち上がる、

平縁の深鉢形土器てある。口唇部は「く」字状に内屈
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第57図土塙出土遺物(I)
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する。口縁部下には1条の刻み目を加えた隆帯が巡る。

また日唇部からこの隆帯に連結して、1箇所の円孔をも

つ刻文隆帯が2条付く。胴部文様帯は隆帯て‘上部を区画

し、下部を2条の横走する沈線て区画している。区画内

には2条の沈線により、三角形と斜行文の組み合わせた

モチーフが描かれると考えられるが、残存部分からは、

縦の区画沈線が引かれているかどうかは、不明てある。

231-2は底部から日縁部に向かって直線的に外反する

平縁の深鉢形土器てある。口唇部は丸みをもつ。日縁

部外面にはT寧なヘラミガキが施される。胴部文様帯

は2条の沈線により、区画されている。さらに区画内を

2条の沈線により、縦位6区画にしている。各区画内に

は2条の沈線により幾何学文を描いている。地文はLR

縄文を粗雑に横位に施文している。区画沈線間にはヘ

ラミガキにより地文縄文を磨消ているが、この調整が

行われていない部分も認められる。日縁部との境に一

対の補修孔がある。胴部下半部には縦位のヘラミガキ

が施されている。底部には1箇所の焼成後の穿孔が認め

られる。 276-1は口縁部に向かって緩やかに外反する

平縁の深鉢形土器てある。日唇部は丸みをもち、やや

肉厚てある。文様は5本1単位の集合沈線により渦巻文

を描き、これより放射状に派生する沈線文が施文され

ている。 276-2は底部から強く外反し、胴部下半部て‘

屈曲して口縁部に緩やかに外反する、平縁の深鉢形土

器てある。本土器は完全に接合せず図上復元を行なっ

た。日唇部は「く」字状に内屈する。口縁部下には2条

の横走区画沈線による縄文帯を施文し、以下に胴部文

様帯を施文している。胴部文様は2条の横走する沈線に

より区画し、同ーエ具による同心円文を中心として、

三角形文を組み合わせたモチーフを6単位施文してい

る。沈線間には撚の細かい無節L縄文が充填施文され

ている。第59図59-1は凹基無茎石鏃てある交互剥離に

より二等辺三角形を作り出している。基部の扶り込み

は深い。 66-1は波状日縁深鉢口縁部てある。口唇部は

「く」字状に内屈する。 68-1・2は磨消縄文が施文され

た深鉢てある。68-3・4は深鉢口縁部てTI縁下に横走す

る沈線が施文される。 68-5は沈線による「J」字状文

に列点文が充填される。79-1は波状日縁深鉢日縁部て‘

ある。隆帯により日縁部を区画して以下に渦巻文を描

く。 124-1は条痕文系土器て‘ある。胎土に少量の繊維

を含む。 148-1は隆帯により渦巻文を描く。 166-1は

隆帯により「n」字文を描く。 166-2は波状日縁深鉢
形土器て、沈線により波状文を施文する。 170-1は内

彎する平縁深鉢土器口縁部てある。 169-1は沈線によ

る懸垂線を施文する。 174-1は内轡する深鉢日縁部て‘

ある。 174-2は凹石てある。 174-3は条痕文系土器て‘

ある。胎土に少量の繊維を含む。 181-1は磨消懸垂文

を描く。 184-2は隆帯により懸垂線を施文する。 185-

1は日唇部が内屈し、日縁部下に幅広の横走沈線を巡ら

す。 185-2は隆帯により懸垂線を施文する。 189-1は

日縁下に1条の横走沈線を巡らし、以下に斜行文を施文

する。 189-3は沈線により幾何学文を描く。 192-1は

内轡する平縁の深鉢形土器て‘1条の横走沈線て、日縁部を

区画して、以下に縄文を施文する。 192-2は隆帯によ

り「n」字文を描く。 201-1は条痕文系土器日縁部て‘
ある。日唇部に刻み目が施される。 206-1は浅鉢形土

器底部てある。木葉痕が付く。 207-1は格子目文が描

かれる。 207-2は石皿てある。 211-1は細沈線により

懸垂線が施文される。 212-1は3条1単位の沈線により

斜行文が描かれる。212-2は懸垂文が施文される。212-

3は波状日縁を呈す。把手部には円形の貫通孔と弧状沈

線を施文する。口唇部に凹線文を施文する。 212-4は

渦巻文を描く。第60図212-1は注口部てある。 213-1

は刻文隆帯による区画内に弧状の沈線を施文する。

213-2は深鉢形土器日縁部てある。日縁下に1条の紐線

文を施文する。紐縞改」こに間延びした「8」字状貼付

文を付ける。隆帯下に横走沈線が施文される。 214-3

は地文縄文に複数の沈線が施文される。 215-1は波状

口縁部て波項部に円形の貫通孔が付き、以下に弧状沈

線が施文される。日唇部には凹線文が巡る。 215-2は

多条沈線が施文される。 215-3は沈線により円形状の

モチーフが描かれる。 216-1は屈曲する日縁部に沈線

による楕円形区画文が描かれる。 216-2は口唇部凹線

文下に沈線による幾何学文が描かれる。 216-4は注口
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第58図 土堀出土遺物(2)
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第60図土塙出土遺物(4)
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第62図土塙出土遺物（6)
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部て‘ある。 217-4は外彎する口縁部に円孔をもつボタ

ン状貼付文をつけ、横走沈線及び三角連I続剌突文以下

に垂線を施文する。 217-1はやや尖った口唇部下に横

走沈線を施文し縄文を施文する。217-2は蛇行沈線を

描く。 219-1は波状日縁深鉢形土器日縁部てある。ロ

縁部無文部を横走沈線て区画し以下に縄文を施文する。

219-3は口縁部にナソミリを加えて微隆起状に作りだし

ている。 219-6は沈線により「n」字文を描く。 219-
7は微隆帯による磨消懸垂文を施文する。219-8は波状

沈線文を描く。 220-1は波状口縁を呈す。微隆起線に

より口縁部を区画し、以下に rw」字状文を施文する。
第61図229-1は胴部が括れる鉢型土器括れ部て‘ヽ、弧状

沈線文を描く 。229-3は多条沈線により幾何学文を施

文する。235-1は波状日縁を呈する。波項部に指頭に

よる押さえを加える。日唇部は「く」字状を呈す。波

項部下に円形の盲孔を2箇所設け、以下に懸垂線を施文

する。 235-2は丸棒状工具による押圧を付し、以下に

垂線を施文する。235-3は沈線により幾何学文を施文

する。 239-1は棒状工具による剌突列により円文を描

く。239-3は地文縄文に垂下する沈線文を描く。242-

1・2・3は沈線文を施文する深鉢形土器日縁部て‘‘ある。

242-4は深鉢形土器口縁部て‘‘ある。口唇部は僅かに内

屈する。 2条の紐線文を施文する。244-1は縄文早期撚

糸文系土器て‘‘ある。口唇部は丸く肥厚している。口端

部まて撚糸が施文される。244-3は異形土器底部てあ

る。 244-4は平縁深鉢形土器口縁部て‘ある。口唇部は

角頭状を呈し、沈線により「J」字文が描かれると考

えられる。 244-5は波状口縁を呈する深鉢口縁部てあ

る。口唇部が「く」字状に内屈する。文様は沈線によ

り区画文が施文される。 244-6は深鉢胴部屈曲部てあ

る。文様は沈線により「X」字文が描かれる。 246-1

は隆帯により懸垂文が施文される。 246-2は波状口縁

深鉢形土器てある。口縁部を徴隆起線により区画し、

以下に rw」字状文を施文する。 251-1は浅鉢形土器
てある。口端部に1条の横走沈線を施文する。 3条の横

走沈線間に刻み目と波状沈線を組み合わせた、内文を

もつ。 251-2は懸垂文を施文する。251-3は2条の胴

上部区画沈線下に垂線を施文する。 251-5は口唇部が

「＜」字状に内屈し、口縁下に1条の紐線文を施文する。

251-6は地文縄文に三角形文を施文する。 254-1は波

状日縁下に刻文隆帯を施文し、弧状沈線文を描く。267-

1は沈線文下に沈線による区画文を描く。 268-1は2条

の沈線により蛇行文を描く。 271-1は波状日縁を呈

す。日唇部は「く」字状を呈する。波項部に 2箇所の

円形剌突を付し、円形剌突列を加えた長楕円形区画文

を施文する。 271-2は口唇部が「く」字状に内屈し、

2条の紐線文を施文する。 275-1は把手部てある。ロ

唇部は「く」字状を呈する。波項部に円形の貫通孔を

設け、周りを沈線により縁取る。円形の盲孔を中心と

して縦横に刻文隆帯が施文される。 275-2は日縁部が

屈曲して平坦面を形成する。平坦面には1条の沈線が巡

る。口縁部からは垂下する3条の沈線が施文される。第

62図66-1は蓮弁文を施文する鉢て‘ある。 81-1は常滑

産の片日鉢てある。13世紀後半に位置ずけられる。178-

1は志野の高台付皿て‘、ある。
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4.柵列跡・溝

第1号柵列跡（第63図）

G・H・ I -5•6グリッドに検出された。本跡は、第3

号溝と共有し、第5号溝に平行していた。また本跡南側

延長方向の調査区外には、農道が続いていた。柵列の

走行方向は、 N-24°-Eてあった。本跡覆土には、浅

間A火山灰が含まれていたことから、近憔以降に構築

されたものてあった。

第1号溝（第64図）

C~E-3~6グリッドにかけて検出された。西側

は、調査区外に続いていた。第2号溝に平行していた。

本跡は途中て切れていたが、南東側て‘折れて第4号溝に

続いていたと考えられる。また、旧地割区画に一致し

ていた。走行方向は、 N-48°-Wて直線てあった。輻

は0.50m、深さ0.10mて、底面は平坦てあった。覆土

は粘質土が堆積していた。

第2号溝（第64図）

E-6•7グリッド上に検出された。第1号溝に平行し

ていた。南側て土塘状の広がりがあった。本跡は途中

て切れていたが、南東側て折れて第5号溝に続いていた

と考えられる。走行方向は、 N-60°-Wて直線てあっ

た。幅は、 0.50m、深さ0.30mて、底面は平坦てあっ

た。覆土は粘質土が堆積していた。

第3号溝（第63図）

H・ I -5•6グリッドにかけて検出された。第1号柵列

跡と共有していた。また、第甜督に平行していた。本跡

南側は、調査区外に続いていた。走行方向は、N-24°―

Eて麟て‘‘あった。輻は0.80m、深さ0.10mて、底面

は平坦てあった。覆土には浅間A火山灰を含む砂質土

が堆積していた。

第4号溝（第63図）

G~I -5•6グリッドにかけて検出された。東側第5

号溝にほぼ平行していた。第7号溝に切られていた。南

側は調査区外に続いていた。走行方向は、 N-25°-W

て直線て‘あった。幅は0.30m、深さ0.15mて、底面は

平坦て‘あった。

第5号溝（第63・64図）

F~H-6•7グリッドに検出された。第1号柵列跡と

平行していた。第4号溝とほぼ平行していた。走行方向

は、 N-24°-Wて直線てあった。幅は0.44m、深さ0.

16mてU字形てあった。覆土は褐灰色靖占質土が堆積し

ていた。

第6号溝（第63図）

G•H-4·5グリッドにかけて検出された。南北に切

れていた。走行方向は、 N-45°-Eて‘直線てあった。

輻は0.10m、深さ0.08mて‘U字形てあった。

第1号溝（第6~)

G•H-4·5グリッドにかけて検出された。第4号溝を

切っていた。また、第6号溝と共有していた。走行方向

は、 N-50°-Wて叩虹あった。輻は0.45m、深さ0.

19mて底面は平坦てあった。

第8•9•10号溝（第65図）

L•M-7~9グリッドにかけて検出された。北西ー南

北方向にやや湾曲して走行し、調査区外に続いていた。

本跡は、 3本の平行する溝からなっていた。このうち第

8号溝と第10号溝は共有し、第9号溝は第8号溝を切って

いた。第8号溝肩部には杭列が検出された。また、調査

区外に平行して用水路が走行していた。よって本跡は、

覆土の堆積状況から灌漑用の施設と考えられる。走行

方向は、 N-55°-Wてあった。幅は、 2.20m、深さ0.

84mて箱型てあった。遺物は第77図8-1の砥石が出土

した。

第11号溝（第66·67•68図）

I ~0-9~12グリッドにかけて検出された。第15号

溝に平行していた。北西側て切れていた。また、南東

側て‘第12・13・14号溝に分岐していた。走行方向は、N-

25°-Wて‘やや蛇行していた。幅は1.56m、深さ0.65m

て‘U字形てあった。堆積土には、砂質土が含まれてい

た。本跡は旧農道下に位置する。遺物は第77図11-1の

乗燭が出土した。

第12•13号溝（第67図）

K-10グリッドに検出された。第11号溝から分岐し
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第65図溝（2)
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ていた。南側途中て切れていた。第15号溝に平行して

いた。走行方向は、 N-20°-Wて‘‘やや蛇行していた。

幅は1.34m、深さ0.14mて底面は平坦てあった。遺物

は第77図12・13-1の瀬戸・美濃産高台付皿が出土した。

第14号溝（第67図）

k-10グリッドに検出された。第1甜船こ平行してい

た。走行方向は、 N-35°-Wて直線てあった。輻は0.

38m、深さ0.07mて＼底面は平坦てあった。遺物は出

土しなかった。

第15号溝（第66・67・68図）

I ~0-9~12グリッドにかけて検出された。この遺

跡て最も長い溝て‘あった。第11号溝と並走していた。

第16・17号溝に切られていた。走行方向は、 N-30°―

wて‘やや蛇行していた。幅は2.54m、深さ0.72mてU
字形てあった。覆土には砂質土が堆積していた。また、

底面は凹凸があった。本跡は旧農道脇に平行していた。

出土遺物は、第77図15-1の瀬戸・美濃煎茶碗、同図15-

2の小皿、同図15-3の古銭が出土した。

第16号溝（第67・68・69図）

M~0-10~12グリッドにかけて検出された。第17

号溝とほば平行していた。北西側攪乱部て切れていた。

南東側て‘第22号溝と交差していた。また、第11・15号溝

を切っていた。走行方向は、 N-55°-Wて直線てあっ

た。輻は0.40m、深さ0.20mて‘、 U字形の堀り込みて‘

あった。覆土は臼色砂粒立を含む粘質土が堆積していた。

第17号溝（第67・68・69図）

M~0-10~13グリッドにかけて検出された。第16

号溝とほぼ平行していた。北西側攪乱部て切れていた。

南東側て‘第22号溝と交差していた。また、第11・15号溝

を切っていた。走行方向は、 N-60°-Wて直線てあっ

た。幅は0.56m、深さ0.38mて‘、 U字形の堀り込みて‘

あった。覆土は白色砂粒を含む粘質土が堆積していた。

遺物は、第77図17-1の小皿が出上した。

第18号溝（第4図）

L-12グリッドに検出された。第19号溝とほぼ平行

し、南側て‘接続していた。走行方向は、 N-24°-Eて

湾曲していた。幅は1.40m、深さ0.12mて、底面は平
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第69図溝（6)
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坦てあった。遺物は出土しなかった。

第19号溝（第4図）

K・L-12グリッドに検出された。第18号溝とほぼ平

行し、南側て接続していた。走行方向は、 N-40°-E

て麟てあった。輻は0.80m、深さ0.19mて、底面は

平坦てあった。遺物は出土しなかった。

第211-1封＇（第 4図）

J •K-12·13グリッドにかけて検出された。第19号

溝の北側延長上にあった。第4号住居跡を切っていた。

走行方向は、 N-55°-Eて直線てあった。幅は1.20

皿深さ0.13mて、底面は平坦てあった。遺物は出土し

なかった。

第21号溝（第69•70図）

N•0-13·14グリッドにかけて検出された。第24号

溝に平行し、北側途中て切れていた。また、第16•17号

溝と交差していた。本跡は、調査区外南西側に現存す

る、寺域の延長上にあたる。走行方向は、 N-3T-E

て直線てあった。輻は0.34m、深さ0.22mて、細杉て

あった。底面は平坦てあった。覆土は白色砂粒及びロ

ーム粒子を含む、粘質土が堆積していた。遺物は出土

しなかった。

第22号溝（第70図）

L•N-14·15グリッドにかけて検出された。第21号

溝の延長上に平行して走行していた。北側途中て直角

に曲がり第23号溝に接続していた。本跡は調査区外南

西側に現存する、寺域の延長上にあたる。走行方向は、

N-32°-Eて叫紅あった。幅は0.26m、深さ0.19m

て、 U字形てあった。覆土は白色砂粒及びローム粒子

を含む粘質土が堆積していた。遺物は出土しなかった。

第23号溝（第70•71 図）

L·M-15•16グリッドにかけて検出された。第22号

溝に直角に接続し、第26・27号溝と交差していた。また

東側て第28号溝に接続していた。本跡は調査区外南西

側に現存する、寺城の延長上にあたり、この区画溝の

可能性が高い。走行方向は、 N-60°-Wて直線てあっ

た。幅は0.44m、深さ0.21mて、箱形てあった。底面
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は平坦てあった。 あった。覆土は上層に炭化物・焼土を含む粘質土が、下

第24号溝（第69・70図） 層にロームプロックを含むシルト質土が堆積していた。

N•0-13·14グリッドにかけて検出された。第21号 遺物は、第77図29-1の瓦質土器が出土した。なお、騎

溝に平行し、北側途中て直角に曲がり第25号溝に接続 西町教育委員会の発掘調査により本跡が北西側に続き

していた。また、南西側は、調査区外に続いていた。 クランク状に曲がって走行していることが確認された。

本跡は調森区外南西側に現存する、寺域の延長上にあ 第30•31•32号溝（第71 図）

たる。走行方向は、 N-40°-Eて直線てあった。輻は M-16・17グリッドにかけて検出された。本跡は、 3

0.64m、深さ0.20mて＼ u字形てあった。底面は平坦 本の並走する溝てあった。また、第30号溝は第28号溝

てあった。覆土はローム粒子を含む粘質土が堆積して に接続し最も新しかった。本跡は寺域を区画する溝て‘

いた。遺物は出土しなかった。 あったと考えられる。走行方向は、 N-60°-Wてやや

第25号溝（第70図） 湾曲していた。輻は2.76m、深さ0.32mて‘、箱形てあ

N-14グリッドに検出された。第24号溝に接続して った。第31・32号溝底面には凹凸があった。覆土は炭化

いた。また、第26・27号溝に切られていた。走行方向 物・焼土が多く含まれていた。遺物は、第77図30・31・

は、 N-55°-Wて直線てあった。幅は0.48m、深さ0. 32-1~7が出土した。

llmて‘、U字形てあった。底面は平坦てあった。遺物は 第33号溝（第4図）

出土しなかった。 O•P-15グリッドにかけて検出された。第203号土

第26•27号溝（第70•71 図） 城を切っていた。南側は調査区外に続いていた。走行

L~0-14~16グリッドにかけて検出された。本跨 方向は、 N-20°-W合湾曲していた。輻は0.40m、深

は、2本の並走する溝てあった。第27号溝が第26号溝を さ0.16mてあった。遺物は出土しなかった。

切っていた。また、第29号溝とほぼ平行していた。本 第34号溝（第4図）

跡調査区外南西延長上には、軸を同じくして県道一加 N • 0 -16グリッドにかけて検出されに調査区東隅

須・鴻巣線に至る。走行方向は、N-35°-Eて直線てあ に検出された。走行方向は、 N-30°-Eて直線てあっ

った。輻は1.11m、深さ0.29mて‘、 U字形てあった。 た。輻は0.30m、深さ0.10mてあった。遺物は出士し

I 底面は平坦てあった。覆土は粘質土が堆積していた。 なかった。

遺物は出土しなかった。 第35号溝（第4図）

• 第28号溝（第70・71図） G-16グリッドに検出された。南西側は調査区外に

M-16グリッドにかけて検出された。本踪は、第23 続いていた。走行方向は、 N-35'-Eて直線てあっ

号溝に接続していた。また、第29号溝に合流してい た。幅は0.40m、深さ0.10mてあった。遺物は出土し

た。走行方向は、 N-65°-Wて直線てあった。輻は0. なかった。

36m、深さ0.25mて‘、 U字形てあった。底面は平坦て 第36号溝（第4図）

あった。遺物は出土しなかった。 G•H-17グリッドにかけて検出された。北側は攪乱

第29号溝（第70•71 図） により壊されていた。走行方向は、 N-20°-Eて直線

L~0-14~16グリッドにかけて検出された。本踪 てあった。幅は0.60m、深さ0.10mてあった。遺物は

は、第26・27号溝とほぼ平行していた。本跡調査区外南 出土しなかった。

西延長上には、軸を同じくして県道一加須・鴻巣線上に 第37号溝（第72図）

l 
至る。走行方向は、 N-33°-Eて直線てあった。幅は I -17グリッドに検出された。南側は途中て切れて

0.94m、深さ0.38mて、箱形てあった。底面は平坦て いた。北側は攪乱により壊されていた。走行方向は、
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第71図溝（8)
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第72図溝（9)
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N-50°-Eてやや湾曲していた。輻は1.04m、深さ0.

llmてあった。遺物は出土しなかった。

第38号溝（第72図）

H-17・18グリッドにかけて検出された。北側は途中

て切れていた。南側は攪乱により壊されていた。走行

方向は、 N-45°-E-r＇やや湾曲していた。輻は 0.98

m、深さ0.20mてあった。遺物は出土しなかった。

第39号溝（第72図）

H-18グリッドに検出された。南北両側を攪乱によ

り壊されていた。走行方向は、 N-50°-Eて直線てあ

った。輻は2.70m、深さ0.22mてあった。遺物は出土

しなかった。

第40号溝（第72図）

H-18グリッドに検出された。南北両側を攪乱によ

り壊されていた。走行方向は、 N-55°_Eて直線てあ

った。幅は0.98m、深さ0.14mてあった。遺物は出土

しなかった。

第41号溝（第72図）

I -18グリッドに検出された。南側は調査区外に続

いていた。北側は第11号住居跡を切っていた。走行方

向は、 N-40°-Eて直線てあった。輻は0.67m、深さ

0.44mてあった。遺物は出土しなかった。

第42号溝（第72図）

I -18グリッドに検出された。東西両側を攪乱によ

り壊されていた。走行方向は、 N_70°-Wて直線てあ

った。輻は0.64m、深さ0.06mてあった。遺物は出土

しなかった。

第43号溝（第72図）

H • I -19グリッドにかけて検出された。南側は第44

号溝手前て切れていた。北側は第1号方形周溝墓を切

り、その先を攪乱により壊されていた。走行方向は、

N-0°-Wて‘叩紅あった。輻は1.42m、深さ0.13m

てあった。遺物は出土しなかった。

第44号溝（第72図）

H • I -19グリッドにかけて検出された。東西両側が

途中て‘切れていた。第45号溝に切られていた。走行方

向は、 N-65°-Wて‘やや蛇行していた。幅は0.28m、

深さ0.08mてあった。遺物は出土しなかった。

第45号溝（第72図）

H・ I -19グリッドにかけて検出された。南北両側を

攪乱により壊されていた。第44号溝を切っていた。走

行方向は、 N-30°-Eて直線てあった。幅は0.72m、

深さ0.12mてあった。遺物は出土しなかった。

第46•47号溝（第73·74図）

G~I -20グリッドにかけて検出された。本跡は、

2本の並走する溝てあった。また、第48・49号溝と途中

まて‘並走していた。本跡は、北側て‘クランク状に曲が

り調査区外に続いていた。また、このクランク部分て‘

堰と考えられる遺構が検出され、ここを起点に溝が分

岐していた。南西側は、騎西町教育委員会の発掘調査

区に続いていること力惰謡忍された。走行方向は、 N-

30°-Eて麟て‘あった。幅は第46号溝が1.54m、第47

号溝が2.60m、深さ0.36m及び0.45mて‘、 U字形てあ

った。溝底面は平坦てあった。覆土は浅間A火山灰を

含む砂質土が堆積していた。遺物は、第77図46-1~9

及び同図47-1~3が出土した。

第48号溝（第73•74図）

G~I -20・21グリッドにかけて検出された。本跡

は、 2本の並走する溝て‘あった。また、第48・49号溝と

途中まて並走していた。北側は途中て切れていた。南

西側は、騎西町教育委員会の発掘調査区に続いている

ことが確認された。走行方向は、 N-25°-Eて直線て‘

あった。輻は1.70m、深さ0.45mて‘、 U字形て‘あっ

た。溝底面は平坦てあった。覆土はロームブロックを

含む砂質土が堆積していた。遺物は、 77図46・47・48-

1の砥石が出土した。

第49号溝（第73・74図）

G~I -20・21グリッドにかけて検出された。本跡

は、第48号溝と並走する溝てあった。走行方向は、 N-

25°-Eて直線てあった。輻は2.84m、深さ0.40mて、

逆台形てあった。溝底面は平坦てあった。覆土は砂質

土が堆積していた。遺物は出土しなかった。
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第73図溝(10)
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第74図溝(II)
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第75図溝断面図(I)

A 12.10 
・ ~

1号柵列肇<SA 1) 冒 2

A 12.40 so 3柵列土■(SA 1) A' A 11,90 SO 4 

6ニニニ言冒冒A 11.70 SD 2 A
 

A 12,00 so 5 

2 3 
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a 12.00 so 11 so 14 SO 15 8
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撹乱、
ヽ

A 12.00 SO 7 A
 

冒
C 11.20 so 11 

A 12.20 SO 8 SD 9 A• 

8
 疇

so 14 SD 15 A
 

ローニ言
E 92.10 so 11 SD 15 so 17 

SD 15 O' 

冒
SD2 

1 暗緑灰色土：帖質土

2 灰オリープ：砂質土

3 灰オリープ：帖質土ローム粒子dり
SD 3 • 1号槽列薔 I_SA11 
1 縁灰色土：現員這覺潰

2 灰 色 ：白色火山灰（洩IIIA)('.lり（耕作土）
3 褐灰色土：帖質土燒土粒子・炭化物粒子{'.)>)

4 褐灰色土砂質土
5 褐灰色土：砂質土ローム餃子〇う

6 褐灰色土；枯質土ローム土プロ フク状増檀

SD4 

1 暗褐色土；シルト質土ローム土プロ フクOり
2 暗褐色土：シルト質土褐色土プロ フク状増覆

3 褐灰色土：帖質土ローム粒子（多）
SD5 

1 褐灰色土：枯質土焼土粒子・炭化物粒子（少）

2 褐灰色土：粘質土ローム土プロック状彙覆

SD7 

1 褐灰色土：粘質土焼土粒子・炭化物粒子（少）

2 暗灰黄色土：枯質土ローム土プロック状堆積

S D 8 
1 暗褐色土：枯質土ローム粒子（微）

2 暗褐色土：粘質土ローム粒子（少）黒色粘土プロック（少）

3 褐 色 土：ローム土・暗褐色土（少）（壁崩藷土）

4 暗褐色土：シルト質土

5 暗褐色土：シルト質土ローム粒子・黒色粘土粒子（少）

6 暗褐色土：シルト質土ローム粒子（多）

7 暗褐色土・シルト質土ローム粒子（少）

8 褐 色 土：ローム土・暗褐色土（少）（壁崩畜土）

9 暗褐色土・粘質土・ハードロームプロック（多）

S09 
1 暗褐色土・シルト質土ローム拉子{1>)

2 暗褐色土：シルト質土ローム粒子償b
3 暗褐色土：シルト質土ローム拉子多）

SD ll 

1 暗褐色土：帖質土細砂°’)マンガン粒子（中）

2 晴褐色土：帖質土ロームプロァク（少）

3 嗜褐色土：シルト質土ロームプロックOり
4 暗褐色土：シルト質土ローム土プロフク状堆積

SD 12 • 13 
l 暗褐色土：シルト質土褐色土プロック状堆積

2 褐色土：暗褐色土（多）順移層

SD 14 

1 暗褐色土：シルト質土褐色土プロ ック状堆積

SD 15 

1 灰黄褐色土：帖質土白色砂粒償t)ロームプロック（少）

2 灰黄褐色土：粘質土白色砂粒償t)ローム粒子（微）

3 灰黄褐色土：帖質土白色砂粒償り順移層

4 灰責褐色土：帖質土ハードローム粒プロック状堆積炭化物粒子（微）

5 灰黄褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積白色砂粒（微）

SD 16 

1 灰貴褐色土：粘質土白色砂粒（多）

2 灰責褐色土：粘質土ローム粒子（多）白色砂粒（微）

SD 17 

1 灰黄褐色土：粘質土白色砂粒（多）ローム粒子（少）

2 灰黄褐色土：粘質土白色砂粒1微）ローム粒子（多）

1号槽列蒻ISA1)

1 灰褐色土：粘質土

2 暗灰黄色土：ローム土プロック状堆積

3 暗灰黄色土：砂質土

゜
2m 
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第76図溝断面図(2)
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SD 21 

1 灰賞褐色土：帖質土白色砂粒（多）ローム粒子(II)

2 灰費褐色土 ：帖質土白色砂粒（少）ローム粒子（多）

SD 22 

1 灰賞褐色土：枯質土ローム粒子 ・燒土粒子（徴）白色砂粒（多）

2 灰費褐色土：帖質土ローム粒子（多）白色砂粒（少）

3 灰費褐色土．帖質土ローム粒子(l11)

4 灰費褐色土：帖質土ローム土プロ ック状堆積

SD 24 

1 暗褐色土：帖質土燒土粒子（微）

2 疇褐色土：帖質土ローム粒子(l11)

3 晴褐色土：帖質土ローム粒子（多）

S026•27 

1 灰賞褐色土：帖質土ローム粒子（徽）鉄分沈着・

2 灰責褐色土 ：帖質土鉄分沈着層

3 灰黄褐色土：シルト質土ローム粒子（多）

4 灰責褐色土：シルト質土ローム土プロック状増檀

SD 29 

1 灰賞褐色土：帖質土燒土・炭化物・ローム粒子（少）白色砂拉（微）

2 灰賞褐色土：帖質土焼土粒子・炭化物粒子・ローム粒子（微）

3 灰賞褐色土：シルト質土

4 黒褐色土：シルト質土黒色粘土（少）

5 灰費褐色土：シルト質土鋏分・マンガン沈着層

6 灰賞褐色土：シルト質土ローム土プロック状堆積

7 灰賞褐色土：シルト質土ハードロームプロック（徴）

8 灰責褐色土： シル ト質土ハードロームプロック（多）

^~oo so 37 _ so38 ーダ

冒

SD 48 

言 量冒
A 12.00 SO 42 

A
 冒

冒
SD 30 • 31 • 32 

1 暗褐色土：白色火山灰粒子（少）焼土・炭化物 ・ローム粒子（多）

2 茶褐色土：ローム粒・ロームプロック（多）饒土・炭化物粒子（少）

3 茶褐色土：シルト質土ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子（少）

4 茶褐色土：シルト質土ロームプロック・焼土・炭化物粒子（多）

5 茶褐色土：燐土粒子・炭化物粒子（少）（漸移層）

6 黄褐色土；晴褐色土（多）

7 黒褐色土：粘質土腐食物包含層

8 灰黄褐色土：砂層

9 茶褐色土：帖質土ローム土斑状堆積焼土粒子・炭化物粒子（少）

10 茶褐色土：ローム土（多）

11 茶褐色土：暗褐色土斑状堆積（ローム土再堆積）

SD 37 

1 茶褐色土：ロームプロックゆ）饒土粒子・炭化物粒子Oり

SD 38 

1 茶褐色土：シルト質土ローム粒子（多）焼土粒子（微）

2 晴茶褐色土：粘質土ローム粒子（少）焼土粒子・炭化物粒子（微）

SD 39 

1 茶褐色土：シルト質土ローム粒子（少）ロームプロック（微）

2 暗茶褐色土：シルト質土ロームプロック（多）茶褐色土eP)

SD 40 

1 茶褐色土： シルト質土ローム粒子（多）焼土粒子・炭化物粒子償t)

A_1_1.90 SO 45 so44 

・̂ 

A
 

冒言言
SD 41 

1 茶褐色土：帖質土ローム粒子('.P)

2 晴茶褐色土：粘質土ロームプロ ック（多）

3 暗黄褐色土：粘質土ロームプロック（少）

SD 42 

1 茶褐色土：ローム粒子（少）

SD 44 

！ 黄褐色土：ローム粒子（多）淡茶褐色土（微）

SD 45 

1 茶褐色土：ローム粒子（少）焼土粒子渾）

SD 46 • 47 • 48 

1 灰褐色土：砂質土白色火山灰（浅間A)焼土・炭化物粒子（少）

2 灰褐色土：砂質土火山灰・焼土粒子・炭化物粒子（少）

3 灰褐色土：粘質土

4 灰 色：砂質土ローム土プロック状増檀

SD 49 

1 灰褐色土：粘質土焼土粒子（少）

2 灰褐色土：砂質土

3 灰鳩色土：粘質土

4 灰褐色土：砂質土

5 暗灰色：粘質土

6 暗灰 色：粘質土・砂質土の互層

7 暗褐色土：晴褐色土（多）
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柵列•溝出土遺物（第77·78図）

第77図11-1は陶器製の乗燭てある。ロクロ成形て‘糸

切底てある。底部に穿孔があり、灯芯部が受皿より突

出している。 12・13-1は瀬戸美濃系高台付皿てある。

日唇部がやや外反する。 16世紀後半に位置ずけられ

る。 15-1は陶器製の瀬戸美濃系腰錆碗てある。ロクロ

成形て鉄釉が掛かる。 18世紀に位置ずけられる。 15-

2は陶器製の瀬戸美濃系高台付小皿て‘ある。高台部無釉

てある。 17椎紀前半に位置ずけられる。 17-1は陶器製

の瀬戸美濃系の高台付小皿てある。凹高台を呈す。内

面に三指が付く。 17世紀前半に位置ずけられる。 29-

1はかわらけてある。ロクロ成形て‘糸切底てある。 29-

2は陶器製の天目茶碗てある。口唇部が外反する。 17椎

紀代に位置ずけられる。 30・31-1はかわらけてある。

ロクロ成形て糸切底てある。 30・32-2は瓦質の焙烙て‘

ある。板作り成形て側面に焼成後の穿孔が付く。30・31・

32-3は磁器製の肥前系高台付皿てある。高台裏に「大

明年製」銘が付く。ロクロ成形て‘呉須による染付を施

す。見込みに五弁花コンニャク判を押す。内面矢羽根

状文。 18匪紀代に位置ずけられる。 30・32-4は磁器製

の肥前系晶台付皿てある。ロクロ成形て‘呉須による染

付を施す。見込みに五弁花コンニャク判を押す。内面

矢波状文。 18世紀代に位置ずけられる。 30・32-5は磁

器製の肥前系高台付皿てある。高台部凹高台て「大明

年製」銘が付く。ロクロ成形て‘‘呉須による染付を施す。

見込みに五弁花コンニャク判を押す。内面格子に菊花

文。 18世紀代に位置ずけられる。 30・32-6は磁器製の

肥前系高台付皿てある。ロクロ成形て呉須による染付

を施す。見込みに五弁花コンニャク判を押す。外面無

文。 18世紀代に位置ずけられる。 30・32-7は陶器製の

瀬戸芙濃系摺絵皿てある。ロクロ成形て‘型紙摺呉須絵

により梅花文が付く。 17憔紀代に位置ずけられる。 46-

1は陶器製の播鉢て‘‘ある。ロクロ輪積成形て‘、播Hは1

単位26mmの間に8本てある。 46-2は陶器製の志戸呂系

灯火平皿て‘、ある。ロクロ成形て糸切底てある。焼締に

鉄釉が掛かる。 46-3は陶器製の志戸呂系灯火平皿てぁ

る。ロクロ成形て糸切底てある。焼締に鉄釉が掛かる。

46-4は陶器製の唐津系鉢てある。日唇部珠口状を呈

す。内外面を白土によるハケ目を施す。 18世紀代に位

置ずけられる。46-5は陶器製の信楽系高台付小皿てあ

る。ロクロ成形て長石釉が掛かる。 17世紀代に位置ず

けられる。 46-6は陶器製の唐津系高台付小碗て‘ある。

ロクロ成形て、内外面を白土によるハケ目を施す。全

面に釉が掛かる。 46_7は陶器製の天目茶碗てある。日

唇部が外反する。46-8は陶器製の志戸呂系灯明皿てあ

る。ロクロ成形て糸切底て‘ある。焼締に鉄釉が掛かる。

46_9は磁器製の肥前系高台付碗て，，ある。高台裏に渦福

字銘が付く。ロクロ成形て呉須による染付を施す。見

込みに五弁花コンニャク判を押す。外面は青色釉が掛

かる。 18世紀代に位置ずけられる。 47-1は陶器製の高

台付天目茶碗高台部てある。47-2は陶器製の志戸呂系

灯火平皿てある。ロクロ成形て糸切底てある。焼締に

鉄釉が掛かる。 47-3は陶器製の唐津系鉢てある。日唇

部が外反する口状を呈す。内外面を白土によるハケ目

を施す。 18-f:仕紀代に位置ずけられる。 15_3は古銭てあ

る。刻印は「光通順賓」てある。 8-1は砥石てある。

半分を欠損する。46・47・48-1は砥石てある。半分を欠

損する。

第78図は溝覆土に流入して出土した遺物てある。1は

縄文早期条痕文系土器胴部破片てある。斜行する細隆

起が認められる。胎土に少量の繊維を含む。 2は擦痕が

付く。胎土に少量の繊維を含む。 3は縄文早期条痕文系

土器胴部破片てある。横走及び斜行する細隆起が認め

られる。胎土に少量の繊維を含む。 4は胴部て括れ日縁

部が内彎する波状口縁深鉢形土器てある。日唇部にR

L縄文が横位に施文される。口縁部文様帯は貼り付け

隆帯及び箆描沈線により、楕円形区画文が描かれる。

区画文下に磨消懸垂文が施文される。地文はRL縄文を

縦位に施文する。また区画文内は横位に施文する。 5は

日縁部が緩く内轡する波状口縁深鉢形土器てある。ロ

縁部にナソ｀リを加え無文帯にする。以下に縄文を施文

する。6は胴部て括れ日縁部が内轡する波状日縁深鉢形

土器てある。日縁部文様帯をナソマリを加えた徴隆帯て

区画する。区画文下に縄文を施文する。 7は胴部て括れ
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第78図溝出土遺物(2)
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口縁部が内彎する波状口縁深鉢形土器て‘ある。口縁部

文様帯をナソ＇リを加えた隆帯て区画する。胴部文様は

隆帯により渦巻文を描く。渦巻項上部は隆帯により連

結している。 8は口縁部が緩く内轡する波状口縁深鉢形

土器てある。日縁部文様帯をナゾリを加えた微隆帯て‘

区画する。以下に「n」字状の懸垂文を施文する。 9は
胴部て括れ口縁部が内彎する波状口縁深鉢形土器てあ

る。口縁部文様帯をナソ＇リを加えた隆帯て‘区画する。

区画隆帯より、隆帯による「n」字状の懸垂文を施文
する。 10は2条の隆帯により渦巻文を描く、深鉢形土器

胴部てある。11・12は磨消懸垂文を施文する、深鉢形土

器胴部てある。13・14は波状沈線文を描く、深鉢形土器

胴部て‘ある。15は地文縄文に沈線て‘‘文様を描く、深鉢

形土器胴部て‘、ある。16は磨消懸垂文に沈線て文様を描

く深鉢形土器胴部てある。17は横刃形の打製石斧てあ

る表面に自然面が残る。成形剥離は裏面にのみ認めら

れる。頭部は摘み状に作り出されている。刃部は曲線

形て‘肉厚てある。
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5.包含層・グリッド

本遺跡からは縄文時代早期撚糸文系土器から近世陶

磁器まての遺物が出土している。縄文時代早期の遺物

は各グリッドに散在して出土した。縄文時代中期の遺

物は遺構に伴うものが多かった。縄文時代後期の遺物

は、調査区北西部谷津部に形成された包含層より多量

に出土した。縄文時代晩期の遺物は僅かに1点のみ出土

した。古墳時代前期の遺物は全て方形周溝墓内より出

土した。中近椎の遺物は遺構に伴うものが大半を占め

る。本項ては包含層及び遺構に伴わない出土遺物を取

り上げる。（遺物NOC5はグリッド名、表は表採を示す。）

本遺跡から出土した遺物の大半は縄文時代早期から

後期てあった。以下に分類の大別を記し、その後個々

の遺物について述べていく。

第頂羊土器縄文時代早期撚糸文系土器群を一括する。

第瀦羊土器縄文時代早期条痕文系土器群を一括する。

中心となる時期は野島式てある。

第瀦羊土器縄文時代中期加曽利EIII•IV式土器を一括

する。

第4群土器縄文時代後期初頭称名寺式土器を一括す

る。

第5群土器縄文時代後期堀之内1式土器を一括する。

第6群土器縄文時代後期堀之内2式土器を一括する。

第頂羊土器縄文時代晩期、大洞BC式土器を一括する。

第1群土器（第79図D5-1)

本土器は尖底深鉢形土器日縁部てある。日唇部はや

や丸みをもち肥厚している。日縁下に撚糸文を縦位に

施文している。

第2群土器（第79図C3-I~G7-1) 

謳暉形土器てある。 C3-1は口縁部破片て外面

に擦痕、裏面に条痕が施文される。 C5-1は日唇部に

鋸歯状の刻み目が付く。 C5-2は口唇部が角頭状を呈

し刻み目が付く。 E5-2は口唇部が角頭状を呈し肥厚

する。 E4-1は波状日縁を呈し日唇部に刻み目が付

く。 E6-4は斜行する細隆起線が付く。 B4-1には縦

の沈線が付く。

第3群土器（第79図K12-1~N 16-2) 

K12-1は口縁部が内彎する深鉢形土器てある。横走

沈線により口縁部無文帯を区画して、以下に縄文を施

文する。 T21-1• N15-1は磨消の区画文を描く。 N

14-1 • Nll-1は磨消懸垂文を描く。 N16-1•以がW」

字状文を描く。

第4群土器（第79図G22-2・ H 22-3) 

G22-2は深鉢形土器胴部てある。沈線により区画文

を施文し、区画内を列点文て‘充填する。 H22-3は環状

把手てある。下部に 1状の横走沈線を巡らし、両側面

に盲孔が付く。

第5群土器（第79図E5-I • H 22-I • G 22-3～第81図

G22-9) 

第79図E5-1は平縁の深鉢形土器てある。口唇部に

摘み出しによる把手を1箇所設ける。把手部には貫通孔

が付く。口縁部文様帯を幅広の横走沈線て区画し、以

下にL囮軋文を横位に施文する。 H22-1は胴部て括れ

強く外反する波状口縁深鉢形土器てある。波頂部に円

孔を付け以下に刻文隆帯を垂下させる。口唇部には1条

の横走沈線を施文する。括れ部には2条の横走する沈線

を施文する。区画沈線下には弧状文が施文される。 G

22-3~G22-6まては日唇部に凹線文が施文される平

縁の深鉢形土器口縁部てある。 G22-7は口縁部に2条

の横走沈線が巡り以下に縄文が施文される。第80図G

23-1は日唇部横走沈線下に連結して3条の沈線による

懸垂文を描く。 G22-1は口唇部横走沈線下に「n」字
状文を施文する。 G22-2は口唇部横走沈線下に沈線に

よる連鎖状文を施文する。 G22-3は波状日縁を呈す。

ロ唇部凹線文下に蕨手文を施文する。 G22-4・5・G

23-2は口唇部横走沈線下に複数の沈線による幾何学文

を施文する。 H22-1~G22-9は日縁部に丸棒状工具

による押圧が施される深鉢形土器日縁部てある。 H22-

1には蕨手文が施文される。 H22-2は弧状沈線文が施

文される。 H22-3は弧状沈線に幾何学文が配される。

G22-6は刻み目の付く沈線が施文される。 G22-9は

波状日縁を呈し斜行文が描かれる。 H22-4~I21-1 
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第79図 グリッド出土遺物(I)

3
「
¥
lー’

；
II 

）
 

＼
 

H 2 ー ー H 2 2 ー ＼ ＼ 

0 10cm 
I I I 

口
り
[

D

[

ぷ
・
・
J層

｀

ぷ

｀

督

へ

・{

2

で．
屡
翠

9
5

砥
‘

J

-
.
、
9.

T

瓢

□忍”

｀

知

、
5｀
 

彎

會

壱こ

冒

翌

怠

｛

尋

賽

｛

靡

門

日

広

g

`

ゃ

く

書

感

｀

滸

｀

警

賢

冒
冒
．3
 

，
 

口
口
兄
汀
月
仏
さ

亨

刃

i

'

沼

塁

、

n

-

3

啜

・

ヘ

5

5

心

緊

瓦

岱

ー

〈

i

/

T

一

．

包

5

／

勺

5
1
 

k

辺

L

5

f

芍

沿

{

{

g

{

J

．

知

i

"

.

g
 

i

＾

ぷ

i

i

f

t
 

ク

／； 
G23-1 

□:[n
N

万／

犀
9悶鬱
｀

f

h
i

ロ

覧

譴

”

葦

―

1
[

・

し

心

り

仏

＇

『

岳

i

]

誓
5J

7

0

0

4

.

)

｛

ゞ

診

／

庄
麓

11"ー
9

-

¥

¥

{

lo．嚢尋
賃

／

”

]

ロ

ロ

鬱

f

：

畠

鴫

胃

/

[

「

4

ー

．

ー

／

量
冑
口
晶
．
り
こ
，

｀

兄

り

i

｀

喜

麟

鬱

戸

7
ヤ

4

l

f

ロ

｛

窓

↑

霞

靡

輩

叩

バ

ロ

ニ

(

5

宣

：

言

臀

[

」

K

i

く

↑

魯

2

5

恣
T

d

乞
恩
8

J

佐

偉

羹

八

口

｝

1

6

5

勾

汀
~
＼
ロ
ロ
以
一
襄
一
.
4ら
{
[
墨
〖

．

姿
尋
し

L

亭

．

安

一

ど
姿
姿
'
`

を遠`
↑

マ

-100_ 



攣＾ d：ー!, -:岱心←・

＝，疇;--/,jG23-2 叫 一 一逗記 H22-1.,... H22-2 

っに～二＝ム•

□i ミ胄霞8
八

□日[叫
憂

嘉言万守
6

汀止疇
パ

□
塁
[
-

•
『
]
言

8
 

り

□
i
:
7

』
~
砕
[
口

¥

`

努

i

[

息

繋

望

瓢

5

心

[

T

函

g

u

0

2

2

-

口

＇

鬱

咽

°

一

恢

＼

｀

023

冒

I

i

}

屯

塁

羹

〖
汀

r
G
n

這
芸
言

r

:
`
i

_
lj
ー
一
ぷ
覧
〗

ロ

こ

』

二

□

。
刈

□

ぃ
「
三
〖
コ
冒

5

巽
h

心
3

』-乍
L

¥

“
へ

f

胃

」

を

芦

望

2
 

f

f

泣

．

ロ

〇

-

」

[

:

-

”

三

-101-



第81図 グリッド出土遺物（3)
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は把手てある。 H22-4は波項部に円孔を付し、下部に

沈線て‘縁取られた円形の盲孔を施文する。波項部右側

に2箇所の円孔を付す。口縁部に沿って沈線を施文す

る。また円孔から垂下する3条の沈線が施文される。 G

22-10は波項部に円tLをもつ渦巻状の貼付が付き以下

に円形の盲孔を配し、横走沈線を施文する。 G23-4は

波項部に「8」字状の貼付文を施文し、横走沈線を巡

らす。H23-1は円形の盲孔をもつ棒状の橋状把手てあ

る。G23-5は先端部に渦巻状の貼付を付ける橋状把手

てある。 G23-6は波項部に円形の貫通孔をつけ沈線て‘

縁取る。 I21-1は波項部に冠状把手が付く。上面及び

内面に円形の盲孔が付く。冠状部上面は沈線で縁取ら

れ、渦巻状の貼付が付く。 G22-12は内彎する口緑部

に円形の貰通孔を付け以下に3条の沈線による懸垂線を

施文する。 H22-5は波項部に錢迎）沈線による弧状文

を描く。 H22-6は胴部て‘括れ日縁部力噛く外反する波

状口縁深鉢形土器てある。波項部に2箇の円形盲孔を結

ぶ沈線文が施文される。 2条の横走沈線により口縁部無

文帯を区画する。 G22-13・14は胴部括れ部て横走沈

線により区画して、以下に胴部文様を描く。 G22-15

は沈線により同心円文と弧状文を組み合わせて施文す

る。G23-7は沈線により幾何学文を描く。 G22-16は

胴部括れ部て横走沈線により区画して、以下に胴部文

様を描く。 G22-17は胴部括れ部て横走沈線により区

画して、ボタン状貼付文下に沈線て蕨手文を施文する。

G23-8は胴部て‘屈曲して内傾して立ち上がる注日土器

てある。円形の貫通孔を中心として放射状に区画沈線

を施文し、区画内に蛇行文を描く。 G22-18は沈線に

より幾何学文を描く。第81図H22-1は地文縄文に沈

線による懸垂線を施文する。 G22-1・G23-1は蕨手文

を施文する深鉢胴部てある。 G23-2は2条の沈線によ

り「n」字状文を施文する。 G23-3は蕨手文に綾杉状
の沈線を施文する。 G23-4は剌突列を加えた区画沈線

が垂下する。G22-2・3は複数の沈線により幾何学文を

描く。 3には刻文隆帯が垂下する。 G22-4は沈線によ

り幾何学文を描く。表ー1は2条の沈線により三角形文

を描き縄文を施文する。本土器は第碑羊土器に含まれる

可能性がある。 G23-5は地文縄文に三角形文を描く。

G22-5は沈線により幾何学文を描く。 G22-6は多条

沈線により縦位及び横位に施文する。 H23-1は注口土

器胴部てある。沈線により円文を中心としたモチーフ

を描く。G22-7は内轡する日縁部無文帯に円孔をもつ

「C」字文を施文する。 G22-8~G22-9は注日士器て‘

ある。G22-8は波状口縁を呈し楕円形の区画沈線文を

描く。 H22-2は橋状把手てある。 H22-3は注口部て‘

円孔部分を3条の沈線により囲む。 H22-4は橋状把手

付け根部分て、円形の盲孔が付く。 G22-9は注口部て‘

ある。屈曲部に2条の横走沈線を施文し、円孔部分を3

条の沈線により囲む。

第鴎羊土器（第79図 H21-l•G23-I•第81 図 G22-

I 0----第8~り G23- I) 

第791:引-I21-1は波状口縁を呈する深鉢形土器てあ

る。胴部文様帯を2条の横走沈線て区画する。旧ミの垂

下する沈線を対称にして、弧状沈線文を描く。 G23-

1は胴部が張り口縁部が垂直に立ち上がる、無文の粗製

深鉢形土器てある。第81図G22-10~G22-14は口唇

部が「く」字状に内屈し、紐線文を施文する平縁深鉢

形土器てある。表ー2・G22-13は紐線文を2条施文し

「8」字状貼付文を付ける。 G22-15は日唇部が内屈せ

ず刻みHを加えた幅広の隆帯が施文される。 G22-16

は内屈する日唇部上面にエ具による押圧列を施す。 G

23-6は浅鉢形土器てある。細かい刻み目を加えた2条

の沈線が巡り、内文を構成する。 G22-17は口端部に

1条の沈線が巡る。胴部文様は2条の平行沈線間にL囮軋

文を充填施文する。内文は細かい刻み目を加えた4条の

沈線が巡る。 G22-18は口端部に1条の沈線が巡り「S」

字状の貼付文を付ける。内文は細かい刻み目を加えた

3条の沈線が巡る。 G22-19は胴部て‘括れ日縁部に向か

って強く外反する波状日縁深鉢形土器てある。波項部

から垂下する刻文隆帯が施文される。波項部内面に円

孔と沈線て縁取りした内文が付く。 G22-20～第82図

H22-1は地文縄文に沈線て‘施文する深鉢形土器てある。

G22-21は口唇部が外削ぎ状を呈す。第82図G22-1は

日唇部が外削ぎ状を呈し内面に 1条の沈線が巡る。文
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第82図 グリッド出土遺物(4)
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第83図 グリッド出土遺物(5)
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第84図 グリッド出土遺物（6)
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様は弧状沈線文を描く。 H22-1は幾何学文を施文す

る。 G23-1は沈線による懸垂線が施文されてる。 G

23-2•3は縄文のみ施文される深鉢形土器てある。 G

22-2~G22-3は口縁部に 1条の横走沈線が施文さ

れ、以下に沈線文が施文される深鉢形土器てある。 H

23-2は多条沈線により施文されている。 H22-2•3は

同一個体と考えられる深鉢形土器口縁部てある。月辺）

口縁部区画沈線下に連鎖状文を施文する。 G22-4は

1条の細線文下に2条の沈線により区画文を描く。区画

文間にはL閲亀文力吋洪訪恒文されている。 H22-4~G

22-7は沈線により三角形文が描かれる深鉢形土器胴部

てある。 H22-4は区画沈線間に縄文が充填施文され

る。 H23-3は2条の胴部区画沈線に連結している。 G

22-8は幾何学形の区画文を描く。 G22-9は枠状文を

施文する。G22-10は幾何学文内をL閲覧文により充填

施文している。 H22-5は剌突が加えられた円形の貼付

文を中心として3条の沈線による同心円文が描かれる。

G22_11は刻みを施さない隆帯により胴部を区画して

いる。 G2炉 12は刻文隆帯が垂下する。 G22-14は長

楕円形の区画文が描かれる。 G23-6は注日土器てある。

橋状把手下に2箇の円孔をもつ刻文隆帯が施文される。

G22-15は油伏口縁を呈す浅鉢形土器てある。波項部

を工具により押圧を加えている。 2条の沈線により弧状

文を描く。G22-16は浅鉢形土器てある。日端部に1条

の沈線を巡らす。内文は3条の平行沈線間に刻み目を加

えた波状沈線を施文する。 G22-17は小型の浅鉢形土

器てある。 1単位の把手を設け、日端部に2条の細沈線

を巡らす。口縁部に2条の細沈線を施文し、以下に2条

の沈線により区画された縄文帯を描く。 G22-18は注

口土器てある。刻文隆帯と弧状沈線文を配置する。 H

22-6～第83図G23-1は粗製深鉢形土器てある。 G

22-2~H23-1は注口部てある。 G23-3~G22-14

は底部てある。 G23-2~G22-6は網代痕が付く。

第7群土器（第83図F5-1) 

本土器は平縁の深鉢形土器てある。日唇部は角頭状

を呈す。日縁部に羊歯状文を施文し、以下に縄文帯を

施文する。

出土土製品（第84図）

G22-1は鉢型土器のミニチュアてある。口唇部に指

頭による押さえが付く。 G23-1は深鉢形土器ミニチュ

ァてある。 G22-2は注日土器ミニチュアてある。 G22

-3は深鉢形土器ミニチュアてある。刻文隆帯が巡る。

H22-1は蓋て‘ある。 4箇所に円形の貫通孔が付き渦巻

文と楕円文が描かれる。G23-2は蓋てある。摘み部分

を欠損する。 H22-2は耳栓てある。円孔ヵ附寸く。 G22-

4は土製円盤てある。 G22-5は不明土製品てある。

出土石器（第84・85・86図）

E5-1はスタンプ形石器てある。石皿を転用してい

る。上面・底面・片側縁を切断して成形している。側辺

及び底辺に調整剥離が施される。側面に敲打痕跡が認

められる。 G22-6は大型の打製石斧て短冊形を呈す

る。表面に自然面が残り裏面に主要剥離が認められる。

側緑にやや袂りが入り丁寧な調整剥離が施される。刃

部は両面から調整され片刃状を呈す。 G23-3は大型の

打製石斧て分銅形を呈する。表面に自然面が残り裏面

に主要剥離が認められる。側縁は大きく袂り込みが入

り、 T寧な調整剥離が施される。刃部は裏面から調整

され曲線刃てある。 G23-4は分銅形の打製石斧てあ

る。頭部を欠損する。表裏面に主要剥離が認められる。

側縁は大きく袂り込みが入り、丁寧な調整剥離が施さ

れる。刃部は裏面から僅かに調整され曲線刃てある。

G22-7は分銅形の打製石斧てある。頭部を欠損する。

扁平の礫を索材とし成形剥離を施す。側緑は大きく袂

り込みが入り、丁寧な調整剥離が施される。刃部は自

然面が残り、粗雑に調整されている。 G22-8は分銅形

の打製石斧てある。頭部を欠損する。表面に自然面が

残り、裏面に主要剥離が認められる。側縁は僅かに袂

りが入り、粗雑な調整剥離が施される。刃部は両面か

ら調幣され曲線刃てある。第85図G23-1は分銅形の打

製石斧てある。扁平の礫を索材とし丁寧な成形剥離を

全周に施す。側縁は大きく袂り込みが入り、丁寧な調

整剥離が施される。刃部は両面から調整され、曲線刃

てある。 C3-1は分銅形の打製石斧てある。凹石を転

用している。頭部を欠損する。扁平の礫を索材とし成
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第85図 グリッド出土遺物（7)
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第86図 グリッド出土遺物(8)
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形剥離を施す。側縁は僅かに挟りが入り、粗雑な調整

剥離が施される。刃部は成形剥離のみて自然面が残り

肉厚て‘ある。 G22-1は打製石斧頭部て‘ある。両面に主

要剥離が施される。 G23-2は定角式の磨製石斧て‘あ

る。刃部を欠損する。頭部は湾曲する。器面に成形時

の線条痕が残る。 G23-3は磨製石斧て定角式に近いも

のてある。基部を欠損するが再利用されている。刃部

は蛤刃を呈し曲線刃て‘ある。器面に成形時の線条痕が

残る。 H22-1は定角式磨製石斧てある。刃部の一部を

欠損する。刃部は蛤刃を呈し曲線刃て‘ある。基部表裏

面に弱い稜をもつ。成形時の線条痕が残る。 H22-2は

定角式磨製石斧て‘ある。刃部の一部を欠損する。刃部

は蛤刃を呈し直線刃て‘‘ある。成形時の線条痕が残る。

G23-4は切目石錘て‘ある。 G22-2は磨石てある。側

縁に敲打によると考えられる剥離が認められる。 G22-

3は摩石て‘ある。上下両面に使用時の線条痕が認められ

る。部分的に敲打痕跡が付く。 G23-5は石皿て＂ある。

大部分を欠損している。 G23-6は石皿て‘ある。皿部が

丁寧に作り出されている。裏面を凹石として使用して

いる。第86図Nl4-lは凹基無茎式石鏃て‘、ある。両面か

らの交互剥離により二等辺三角形を作り出している。

刃部は鋸歯状を呈す。挟り込みは浅い。 E5-1は凹基

無茎式石鏃て‘ある。両面からの交互泉ll離により二等辺

三角形を作り出している。挟り込みは浅い。G23-1は

凹基無茎式石鏃て‘ある。両面からの交互剥離により二

等辺三角形を作り出している。挟り込みは浅い。 I21-

1は円基鏃てある。両面からの粗雑な剥離により三角形

を作り出している。表ー1は剥片てある。

その他の出土遣物

NI0-1は常滑産の甕てある。折り返し日縁を付ける。

表ー2は陶器製の鉢てある。日唇部が外反して段を付け

る。表ー3は陶器製の摺絵煎じ碗て‘ある。表ー4はかわ

らけてある。ロクロ成形て‘‘糸切底て‘‘ある。表ー5は陶器

製の揺鉢て‘ある。 Kl3-1は環状土錘て‘、ある。 H5-1・

2は土製の碁石て‘‘ある。表ー6は古銭て‘ある。刻印は「文

久永賓」てある。表ー7は古銭て‘ある。刻印は「寛永通

賓」てある。
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第8表石器一覧表(I)

番号 出土地点 器種 長さ(cm) 輻(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 石質 備考

84-6 G-22 打製石斧 15.7 7.9 1. 7 379.3 片岩 包含層

84-3 G-23 打製石斧 14.2 9.5 2.3 362.0 ホルンフェルス 包含層

84-4 G-23 打製石斧 11.2 7.9 2.7 283.2 ホルンフェルス 包含層基部欠

85-1 G-23 打製石斧 13.6 5.7 1.4 197.8 砂岩 包含層

84-7 G-22 打製石斧 9.6 5.7 1. 4 87.9 枯板岩 包含層基部欠

84-8 G-22 打製石斧 9.0 5.9 2.1 127.3 ホルンフェルス 包含層 一部欠

85-1 G-22 打製石斧 4.6 7.0 2.1 69.4 硬質砂岩 包含層 刃部以外欠

9-1 SJ-1 打製石斧 10.1 6.6 1. 6 102. 7 ホルンフェルス

9-2 SJ-1 打製石斧 10.1 5.0 1. 5 97.6 緑泥片岩

9-3 SJ-1 打製石斧 9.5 5.5 2.2 161.6 硬質砂岩

33-34 SJ-12 打製石斧 5.6 5.6 2.4 97.6 粘板岩

85-1 C-3 打製石斧 14.2 8.3 2.6 440.7 絹雲母片岩 部分欠

77-18 SD-1 打製石斧 7.2 10.0 2.2 119. 9 安山岩

41-14 SR-3 局部磨製石斧 9.3 5.9 1. 7 141.4 ホルンフェルス 刃部欠

85-3 G-23 磨製石斧 10.2 6.3 3.4 336.3 砂岩 基部欠包含層

85-2 G-23 磨製石斧 4.6 4.1 2.5 60.1 硬質砂岩 包含層

85-2 H-22 磨製石斧 5.8 2.8 1.3 33.5 蛇紋岩 包含層

85-1 H-22 磨製石斧 5.3 2.8 1.3 32.2 蛇紋岩 包含層

85-4 G-23 石錘 5.1 3.7 1.2 31.1 粘板岩 包含層

86-1 N-14 石鏃 2.8 1. 9 0.6 2.3 チャート

86~ 1 E-5 石鏃 1. 9 1. 6 0.3 0.7 黒耀石

86-1 G-23 石鏃 2.2 1. 5 0.5 1.1 黒耀石 包含層

59-1 SK-59 石鏃 2.0 2.1 0.3 1. 3 ホルンフェルス

86-1 I-21 石鏃 2.2 2.7 0.8 4.9 チャート 包含層

86-l 表採 剥片 2.3 1. 5 0.6 2.9 黒耀石

9-10 SJ-1 剥片 2.9 2.6 0.6 4.1 黒耀石

9-9 SJ-1 剥片 4.5 2.5 0.9 10.6 チャート

41-16 SR-2 剥片 2.6 1. 4 0.9 3.6 黒耀石

9-4 SJ-1 凹石 11.1 7.0 3.4 352.9 凝灰岩

9-5 SJ-1 凹石 11.5 7.6 3.5 390.5 凝灰岩 部分欠

59-2 SK~l74 凹石 5.2 6.2 3.0 152.3 凝灰岩 部分欠

85-2 G-22 磨石 9.1 8.0 2.0 199.8 凝灰岩 包含層

9-6 SJ-1 磨石 10.0 4.3 2.1 107.0 凝灰岩 部分欠

9-8 SJ-1 磨石 5.8 3.9 3.6 86.7 凝灰岩

9-7 SJ-1 磨石 8.8 6.6 5.0 195.3 凝灰岩 部分欠

41-15 SR-1 磨石 12.9 8.9 4.0 681.5 粘板岩

85-3 G-22 敲石 9.2 9.8 8.3 1,213.3 凝灰岩 包含層

85-6 G-23 石JII1 7.8 7.7 2.9 244.5 凝灰岩 部分欠 凹有り包含層

85-5 G-23 石11l1 8.2 5.4 5.4 350.5 凝灰岩 部分欠包含層

33-35 SJ-12 石皿 20.6 7.2 7.7 554.0 凝灰岩 部分欠

59-3 SK-207 石皿 5.1 3.1 5.2 109.8 凝灰岩 部分欠

84-1 E-5 スタンプ 形石器 9.5 9.3 5.3 616.6 硬質砂岩 石皿転用

41-17 SR-1 砥石 4.0 3.2 3.3 51. 4 凝灰岩 部分欠

76-1 SD-11 砥石 6.0 4.5 3.0 109.8 凝灰岩 部分欠

76-1 SD-47 砥石 6.3 3.0 2.8 65.6 凝灰岩 部分欠
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第 9表遺構新旧対照表(I)

報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号

1号土墟 63号土墟 53号土墟 211号土墟 105号土堀 23号土墟

2号土堀 66号土堀 54号土堀 202号土墟 106号土堀 25号土横

3号土堀 67号土壊 55号土堀 194号土槻 107号土堀 27号土横

4号土墟 58号土堀 56号土墟 195号土檀 108号土堀 28号土横

5号土堀 57号土横 57号土墟 197号土横 109号土墟 94号土墟

6号土堀 61号土壊 58号土城 196号土横 110号土墟 99号土痰

7号土墟 62号土墟 59号土壊 199号土横 111号土堀 98号土猥

8号土墟 64号上漿 60号土城 198号土檀 112号土墟 llO号J吼廣

9号土墟 68号土壊 61号土塘 200号土墟 113号土墟 113号土壊

10号土墟 65号土堀 62号土壊 201号土墟 114号土墟 107号上漿

11号土堀 71号土横 63号土墟 3号土横 115号土墟 106号土城

12号土墟 56号土猥 64号土城 2号土横 116号土墟 104号土壊

13号土墟 59号土墟 65号土壊 32号土堀 117号土墟 155号土壊

14号土墟 60号土壊 66号土堀 5号土墟 118号土堀 103号上壊

15号土堀 43号土壊 67号土墟 72号土壊 119号土横 105号土堀

16号土墟 44号土横 68号土堀 1号土横 120号土横 118号土壊

17号土堀 69号土墟 69号土城 30号土墟 121号土墟 144号土塘

18号土墟 70号土墟 70号土猥 31号土墟 122号土墟 188号土横

19号土墟 48号土堀 71号土墟 307号土堀 123号土横 148号土墟

20号土漿 53号土横 72号土墟 308号土墟 124号土堀 172号土壊

21号土横 49号土猥 73号土墟 9号土墟 125号土横 173号土墟

22号土堀 52号土堀 74号土墟 4号土横 126号土猥 24号土墟

23号土堀 51号土壊 75号土漿 29号土墟 127号土漿 26号土墟

24号土漿 55号土墟 76号土漿 7号土墟 128号土墟 93号土墟

25号土墟 54号土堀 77号土壊 6号土墟 129号土漿 92号土壊

26号土漿 42号土墟 78号土漿 8号土墟 130号土横 91号土壊

27号土横 217号土横 79号土墟 74号土墟 131号土壊 104号^ 土壊
28号土横 215号土横 80号土墟 156号土墟 132号土擦 102号土壊

29号土墟 216号土墟 81号土壊 10号土墟 133号土壊 101号土墟
30号土堀 47号土横 82号土壊 11号土堀 134号土横 123号土墟
31号土横 46号土墟 83号土墟 12号土横 135号土墟 145号土堀

32号土猥 45号土墟 84号土墟 14号土横 136号土墟 142号土墟

33号土堀 50号土壊 85号土墟 13号土漿 137号土墟 143号土痰

34号土横 41号土痰 86号土墟 73号土横 138号土堀 139号土墟

35号土壊 35号土壊 87号土墟 15号土墟 139号土墟 140号土堀

36号土墟 38号土墟 88号土墟 16号土壊 140号土堀 170号土漿

37号土堀 39号土墟 89号土墟 150号土横 141局土墟 171号土横

38号土堀 40号土壊 90号土墟 109号土墟 142号土墟 169号土墟

39号土堀 37号土墟 91号土墟 20号土墟 143号土堀 177号土横

40号土堀 208号土墟 92号土壊 21号土堀 144号土堀 186号土壊

41号土壊 36号土墟 93号土壊 17号土壊 145号土墟 86号土墟

42号土墟 34号土堀 94号土壊 18号土壊 146号土堀 90号土堀

43号土墟 223号土堀 95号土壊 22号土堀 147号土堀 87号土墟

44号土墟 33号土墟 96号土壊 19号土墟 148号土墟 88号土墟
45号土壊 219号土墟 97号土墟 95号土壊 149号土堀 100号土壊

46号土壊 203号土漿 98号土墟 96号土猥 150号土墟 121号土墟

47号土壊 220号土堀 99号土横 97号土塘 151号土墟 122号土墟

48号土墟 221号土墟 100号土横 114号土堀 152号土壊 135号土壊

49号土壊 222号土墟 101号土墟 108号土墟 153号土墟 134号土墟

50号土堀 205号土横 102号土堀 119号土墟 154号土城 136号土壊

51号土墟 204号土墟 103号土壊 120号土横 155号土墟 138号土壊

52号土壊 193号土墟 104号土堀 149号土堀 156号土墟 168号土堀
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第10表遺構新旧対照表（2)

報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号

157号土墟 167号土墟 209号土城 272号土槻 261号土横 305号土城

158号土堀 178号土堀 210号土墟 273号土壊 262号土墟 225号土壊

159号土墟 77号土堀 211号土堀 274号土横 263号土堀 303号土墟

160号土墟 83号土墟 212号土墟 292号土堀 264号土墟 253号土城

161号土墟 82号土墟 213号土壊 290号土城 265号土墟 250号土壊

162号土堀 85号土壊 214号土城 291号土墟 266号土猥 252号土墟

163号土堀 89号土堀 215号土堀 293号土墟 267号土墟 251号土墟

164号土墟 116号土墟 216号土横 294号土墟 268号土墟 249号土壊

165号土墟 117号土堀 217号土墟 234・240号上墟 269号土猥 257号土墟

166号土猥 125号土堀 218号土漿 237号土横 270号土墟 246B号土猥

167号土墟 132号土横 219号土壊 236号土堀 271号土墟 246A号土渡

168号土塘 127号土墟 220号土横 239号土漿 272号土墟 246C号土漿

169号土墟 131号土擦 221号土壊 270号土墟 273号土墟 254号土墟

170号土墟 133号土漿 222号土墟 261号土壊 274号土墟 255号土漿

171号土横 166号土墟 223号土墟 262号土壊 275号土堀 248号土漿

172号土墟 165号土墟 224号土墟 263号土猥 276号土城 247号土横

173号土壊 187号土横 225号土墟 264号土壊 277号土壊 230号土渡

174号土堀 182号土墟 226号土墟 265号土壊 278号土城 256号土壊

175号土壊 75号土墟 227号土墟 267号土墟 279号土横 243号土漿

176号土墟 76号土横 228号土堀 268号土墟 280号土猥 245号土堀

177号土横 78号土墟 229号土墟 260号土城 281号土猥 244号土墟

178号土壊 84号土墟 230号土墟 266号土墟 6号住居跡 146号土墟

179号土墟 115号土横 231号土墟 258号土壊 6号住居跡 147号土壊

180号上墟 111号土横 232号土墟 259号土壊 8号住居跡 151号土城

181号土墟 153号土墟 233号土漿 269号土墟 8号住居跡 152号土城

182号土墟 126号土堀 234号土墟 278号土城 1号溝 11号溝

183号土墟 128号土堀 235号土猥 276号土堀 2号溝 34号溝

184号土堀 129号土堀 236号土墟 275号土壊 3号溝 31号溝

185号土墟 130号土城 237号土墟 296号土猥 4号溝 30号溝

186号土墟 161号土横 238号土墟 256号土漿 5号溝 32号溝

187号土墟 163号土墟 239号土墟 285号土墟 6号溝 33号溝

188号土墟 164号土堀 240号土墟 286号土墟 7号溝 29号溝

189号土壊 175°176号土墟 241号土堀 295号土墟 8号溝 1号溝

190号土墟 181号土壊 242号土堀 277号土横 9号溝 2局溝

191号土墟 124号土壊 243号土墟 279号土壊 10号溝 3号溝

192号土墟 157号土墟 244号土墟 227号土壊 11号溝 4号溝

193号土墟 158号土墟 245号土檀 SJ-10内土墟 12号溝 5号溝

194号土墟 159号土墟 246号土堀 238号土壊 13号溝 6号溝

195号土堀 160号土横 247号土墟 297号土墟 14号溝 7号溝

196号土堀 179号土墟 248号土漿 299号土漿 15号溝 8号溝

197号土墟 183号土横 249号土墟 280号土壊 16号溝 9号溝

198号土漿 192号土堀 250号土城 281号土壊 17号溝 10号溝

199号土墟 185号土墟 251号土横 287号土堀 18号溝 12号溝

200号土墟 80号土猥 252号土壊 288号土墟 19号溝 13号溝

201号土横 174号土壊 253号土城 283号土横 20号溝 14号溝

202号土横 180号土墟 254号土墟 284号土墟 21号溝 15号溝

203号土墟 190号土漿 255号土壊 289号土檀 22号溝 16号溝

204号土漿 191号土塘 256号土墟 226号土壊 23号溝 17号溝

205号土墟 242号土墟 257号土堀 298号土墟 24号溝 18号溝

206号土壊 233号土漿 258号土横 300号土漿 25号溝 19号溝

207号土漿 235号土壊 259号土墟 302号土壊 26号溝 20号溝

208号土堀 271号土壊 260号土墟 304号土猥 27号溝 21号溝
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第11表遺構新1日対照表（3)

報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号

28号溝 22号溝 36号溝 44号溝 43号溝 35号溝

29号溝 23号溝 37号溝 43号溝 44号溝 36号溝

30号溝 24号溝 38号溝 42号溝 45号溝 37号溝

31号溝 25号溝 39号溝 40号溝 46号溝 46号溝

32号溝 26号溝 40号溝 39号溝 47号溝 47号溝

33号溝 27号溝 41号溝 41号溝 48号溝 48号溝

34号溝 28号溝 42号溝 38号溝 49号溝 49号溝

35号溝 45号溝
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v 結
修理山遺跡における縄文時代中期後半から後期前葉にかけての変遷について

修理山遺跡の形成期は第II章において記述したよう

に、縄文時代早期撚糸文期に始まる。しかし、本遺跡

において主体的に構成された時期とは認められない。

そこて、、本章て‘‘は主体的に遺跡が構成される縄文時代

中期後半（加曽利EIII式）及び、後期前葉（堀之内 2式）

を中心として、その変遷を述べたい。なお、各時期（段

階）の土器変遷については、変遷図（1）・ (2)を基に記述

する。また各段階における型式編年については、縄文

時代中期後半は、埼玉県埋蔵文化財調査事業団紀要・

1982に準じ、後期前葉については阿部氏(1987)、石井

氏(1984)、今橋氏（1980)、小川氏（1984)、柳澤氏

(1994)、領塚氏（1992)の諸論文を参考とした。

第1期（変遷図（1)-1)は崎玉編年第XI期に該当し、概

ね加曽利EII式に相当する。本遺跡における集落の開

始期て‘ある。第2号住居跡出土炉体土器は、口縁部文様

帯が隆帯による渦巻文て、、連弧状に構成していること

から、在地の文様構成を基調としながら、東海地方（咲

畑系）の影響を受けていると考えられる。第7号住居跡

出土上器も2条の沈線による懸垂文を施文し、本段階に

位置付けられるものてある。

第2期（変遷図（1)-2)は埼玉編年第Xlll~XIV期に該当

し、概ね加曽利EIII式新段階から EIV式段階に相当す

る。第XIIIと第XIV期を明確に区分し得なかった理由は、

各住居跡一括遺物に両期にまたがる資料が出土したた

めによる。そこて‘ヽ、変遷図第蝶月との境界を点線により

区分した。第11号住居跡出土資料は、概ねXI]棋月に納ま

る資料て｀ある。ただし、埋甕に用いられた深鉢（第25図

1)は、渦巻文が縦位に懸垂文化していることから、東

北地方（大木9式新段階）の影響を受けていると考えられ

る。本例に類似する資料は大宮台地て‘‘は見当たらず、

茨城県南三島遺跡6・7区第34号住居跡例、福島県郡山

市谷地遺跡2号炉跡例などが、器形を奥にして認められ

る。

第1号住居跡出土資料は、第XIII~XIV期にかかると考え
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られる資料て‘ある。本資料は調査所見に従えば、一括

資料として取り扱われる。このうち炉体土器は2条の隆

帯に沈線による縁取りを加えた、渦巻文系列の資料て‘

ある。また、埋甕については2条の隆幣にナソ｀リを加え

た「n」字状の懸垂文を施文する資料てある。本資料

はやや新しい施文技法をとるものの、これに第7図

9の日縁部区画文を残す、最終段階の資料（茨城県大

谷津A遺跡第13号住居跡出土例に類似する、東関東

系土器）を加えた資料が第XIII期に該当する。これに

対し第7図1・2。5・6の資料は波状文の間隔の狭まり、

隆帯の描出技法、沈線による「］」字状の渦巻文施

文などから、第XIV期にかかる資料て‘ある。ただし、こ

こて｀注意されるのは、器形の小さいものに主に関わ

る点てある。このような一括資料を出土する遺跡

は、茨城県砂川遺跡第30号住居跡例に認められる

他、類似の様相を示すものに、埼玉県北・相野谷遺

跡第25号住居跡、群馬県荒砥前原4T16号住居跡例

などがある。第6・8号住居跡出土資料は、第8号住居

跡炉体土器が第6号住居跡炉跡出土土器に利用され

ていることから、時期的に近按するものの、第6号

住居跡資料がやや後出的て‘ある。ここて‘問題となる

のが第6号住居跡炉跡出土資料（第17図1。2)の時期

差てある。 2は3条の沈線による磨消懸垂文を施文

し、第XIII期に属する。 1は微隆起線による波状日縁

部に、沈線による渦巻文および「A」字状文を施文す

ることから第XIV期（加曽利EIV式）に該当する。

ここて改めて出土状態を確認するならば、本炉跡

は各種土器の破片を集めて構築された、土器片囲炉

てある。そこて‘‘、これらの土器が第8号住居跡例も

含め、本住居跡以外の周辺部からの寄せ集めによる

ものてあったとの解釈をとれば、このような時期差

も生ずることになる。

第154号土墟出土資料は第XIII期に属すると考えら

れるが、第XIV期段階の波状日縁部区画が、微隆起線



による弧状区画を呈す前段階的様相を示す。ただし、

波項部に「の」字状の渦巻文の痕跡を留めている点

が注意される。

第3期（変遷図（1)-3)は、埼玉編年第XIV期に該当

し、概ね加曽利EIV式段階に相当する。本遺跡て‘‘は

主体的に占る時期て‘はなく、口縁部を微隆起線て‘区

画する資料が、時期を異にする遺構に混在して出土

しているのみてある。

縄文時代中期後半の土器変遷は、本遺跡ては以上

のように変遷する。そこて、各住居跡の変遷も第2・

7号住居跡→第11号住居跡（第4号住居跡）→第1・8

号住居跡（第3・9号住居跡）→第6号住居跡（第5号住

居跡）が想定される。なお、本遺跡当該期住居跡に

特徴ずけられる点として、炉跡に埋甕が近接するこ

とがあげられる。これに類似する事例は大宮台地第

Xlll期の住居跡に、僅かながら認められるものて‘‘あ

るまた武蔵野台地においてはやや後出して、柄鏡形

住居跡が造られるようになる。

一般に加曽利EI式以降、時期が新しくなるに従

い、住居跡内に占める埋甕の位置が壁際に移動する

ことが認められている。以上を総合して推察するな

らば、本遺跡の埋甕の占める位置関係は、柄鏡形住

居跡の住居跡内に埋設された埋甕に類似すると考え

られる。ただし、本遺跡ては埋甕部分を意図的に掘

り込んだ住居跡（第11号住居跡）が存在するものの、

住居跡張出部も検出されず住居跡周辺部屋外埋甕

も認められなかった。本例に類似する資料の増加を

待ち、柄鏡形住居跡との関連性に期待するものてある。

第4期（変遷図（1)-4)は、縄文時代後期初頭（称名

寺式）期に該当する。第10号住居跡出土資料があた

るが、他の遺構出土資料を加えても、あまり主体的

構成を示さない時期て‘ある。出上資料には第40図18

の細かい縄文による鉤状文を施文する破片の他は、

列点文を充填するか、または無文て‘ある。また、文

様は胴部括れ部て‘‘横流れ状を呈すもの、 2段に分帯

されるものなど称名寺II式の様相を示している。

第5期（変遷図（2)-5)は、縄文時代後期前葉（堀之

内1式）期に該当する。近年の研究における堀之内式

上器の編年細分は、 1式を4段階に、 2式を3段階に細

別する方向て進められている。研究者各氏により細

目については嬰にするものの、本遺跡出土資料は第

2段階に位置付けられる。この他、当該期のあたる

資料が少鼠出土しているが、本遺跡の主体的構成を

示す時期にあたらないようてある。

第6期（変遷図(2)-6)は、縄文時代後期前葉（堀之

内1式）期第3~4段階に該当する。本遺跡ては土痰及

び包含層出土資料が中心を占める。また当該期資料

の特徴として土製の蓋2点の出土と、「小仙塚類型」

と呼ばれる、胴部て強く屈曲し頸部無文部をもつ鉢

形土器の出土星が少鼠に限る点があげられる。この

鉢型土器が少ない点については、千葉県伊篠白幡

遺跡、茨木県廻り地A遺跡などにみられ、東関東的

様相を示すものと考えられる。

この他、第216号土墟覆土上層より日縁部に三角

連続剌突文を施文する深鉢破片（第60図216-5)が

出土している。この資料は北陸地方を中心とする気

屋式土器に類似するものて‘ある。気屋式の編年につ

いては米沢義光氏（1983)が堀之内1式段階において

おり、本資料共伴遺物との対比において符合するも

のてある。また、本時期における関東地方に搬入さ

れた遺物については、近藤敏氏(1993)の研究があり

注目される。

第7期（変遷図(2)-7)は、縄文時代後期前葉（堀之

内2式）期に該当する。前述のとおり堀之内2式を3段

階に細分すれば、本資料は第1段階に位置付けられ

る。上墟出土資料が中心となり、本遺跡が再び主体

的構成を取り戻す時期て‘ある。

ここて‘‘注目される資料として、第231号土漿出土

遺物（第58図231-1・2)及び第276号土壊出土遺物

（第58図276-1・2)があげられる。231-1資料は刻文

隆帯がいまだ紐線文化せず、横位区画沈線の上端沈

線が引かれない点て‘、やや古相を示している。また

これと共伴して出土した2は、堀之内貝塚シーII地

点出土の刻文隆帯によって区画された、朝顔形深鉢
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修理山遺跡土器変遷図(I)
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修理山遺跡土器変遷図(2)
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（堀之内1式第4段階）区画内モチーフに類似する。これ

に東京都西ヶ原貝塚SI02・SK02出土（第21図4)の入組

斜行文を施文する朝顔形深鉢を考慮に人れるならば、

本登料のモチーフは、入組斜行文の入組部が縦位区画

文に変質した様相として捉えることがてきょう。さら

に、本資料は地文縄文てありながら、部分的に充埴施

文したり、区画文内を不完全に磨消しているなど、堀

之内2式横位区画文成立段階のやや錯綜した状況を示す

資料て‘ある。

第276号上堀出土資料、276-2は胴部が強く屈曲した

深鉢てある。この資料に描かれているモチーフは、領

塚氏(1992)が「精製深鉢と注日の文様が近似し、両者

間に親和的関係が認められる」との指摘があるとおり、

算盤形を呈する注日上器によく用いられるものて‘ある。

さらに、加えれば注日土器の胴部屈曲化と本資料の胴

部屈曲は相互に連動しているものと考えられる。276-

1の共伴資料は集合沈線により施文され、やや古相を示

している。第251号土墟資料は日縁部が「く」字状に屈曲

し内面に沈線が廻ることから、本期に含められる。ま

たグリッド出土資料（第79図H21-1)は、横位区画が確

立していることからより新しい様相を示している。

第雌月（変遷図(2)-8)は、縄文時代後期前葉（堀之内2

式）期第2段階に該当する。第12・13号住居跡出土資料を

基準とし、本遺跡における縄文時代後期前葉の興隆期

にあたる。第12号住居跡からは精製土器・粗製土器の良

好な一括資料が出土している。本跡は覆土に第隣月及び

7期に属する資料が含まれているが、これらを除外すれ

ば、注口上器（第32図24)を含め、当該期のセットを成

す資料て‘ある。精製深鉢は紐線文系ては、三角文・斜行

文・枠状文・菱形文が主体を占め、東京都日暮里延命院

貝塚出土（第5-21図1)例の渦巻文系が1片（第32図2)

のみてある他、対弧文系は出土していない。また樽形

を呈する器形は、前述の延命院貝塚に類例（第5-23図

1)が認められるものの、異形の土器て‘ある。また半戴

竹管施文（第28図7)土器及び、「小仙塚類型」土器（第28

図14•第30図 12) なども出土している。第28図 12を代表

とする細沈線による懸垂文と斜行文の組み合わせは、

堀之内1式から受け継がれるモチーフて□本段階て‘]ます
てに粗製化している。また同図13は、西関東地域の粗

製土器にみられる格子文を施文し、第29図15は同じく

西関東地域にみられる、所謂「下北原類型」にあたる

資料て‘ある。これらの資料には地文縄文が施文されて

おり、東関東ナイズされている。また成形も粗製土器

とは言い難い。本例に類似する遺跡として大宮市御蔵

山中遺跡J-14号住居跡があげられる。粗製土器は、

日縁部内面に沈線が廻るもの、日端部が尖るもの、無

文、地文縄文、条線地などバラエティーに富んている。

また、第29図21・22は輻広の日縁部無文帯が意識され、

加曽利B式粗製深鉢に繋がる様相を示している。

第隅月（変遷図(2)-9)は、縄文時代後期前葉（堀之内2

式）期第3段階に該当する。本遺跡て‘は衰退期にあた

る。精製深鉢形土器は帯縄文を施文し内文をもつ。ま

た浅鉢形土器はボウル状を呈する器形のものと、朝顔

形のものが認められ、後期中葉加曽利B式への移行段

階の様相を示している。

以上修理山遺跡における各時期の土器変遷の様相を

示したが、本遺跡の土器群が大宮台地における在地的

土器を基盤としながら、周辺緒地域の影響を大きく受

けた状況が窺えよう。このような状況は本遺跡の地理

的位置を考慮する上て示唆に富むものて‘ある。
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